















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　ドリスタン王国の学園都市にも春がやって来た。

　今年度の総仕上げ、昇しよう級きゆう試験もそろそろ終しゆう盤ばんを迎むかえ、悲喜こもごもの来年度の進退の目め処ども立ってきた頃ころでもある。

　僕は、リュシアン・オービニュ。ドリスタン王国に次ぐ大国の一つ、モンフォール王国の、伯はく爵しやく家三男だ。この学園での生活もすでに二年目を終えようとしている。もちろん首しゆ尾びは上々、来年度は教養科Ⅵクラスへの昇級が確定済みだ。たくさんの仲間にも恵めぐまれ、充じゆう実じつした学園生活を満まん喫きつしている。

　仲間たちの進級もまた順調のようである。まずはエドガー、彼はモンフォール王国の第二王子で、僕と同じで学園二年目、教養科Ⅳへの進級が決まっている。そしてニーナ、彼女はこの学園都市を有するドリスタン王国の王女で、僕と同じⅥクラスへの進級だ。あとは寮りよう生せいではないけれど、ドリスタンで一、二を争う大商会の娘むすめのアリス。彼女はⅤクラスへの進級である。

　残るは、問題児だったダリル。彼は、今年度のダンジョン実習で新たに仲間になったメンバーだった。なにかと僕に絡からんで来たりして、初めは到とう底てい仲良くなれそうもないと思ったが、一いつ緒しよに行動するようになると彼の本来の姿が見えてきた。

　僕達と一緒に潜もぐったダンジョンで、念願の従じゆう魔まを手に入れたこともあり、召しよう喚かん魔まの昇級も決まっていた。最近では、僕たちとのグループ研究の活動などで、協調性の評価も上がった。すると周囲の見る目も変わってきたのか、無む闇やみに周りとぶつかることも少なくなり、教養科の教師も見直さざるを得なくなってきたようだ。そのおかげもあり、無事に教養科もⅣクラスへ昇級した。

　昨年のダンジョン実習における成績の加味も、実のところかなりのウエイトを占しめていたようである。多少の罰ばつも受けたが、ご褒ほう美びはそれ以上にあった。例のダンジョントラブルによる騒そう動どうで、救出された複数のパーティによる事情聴ちよう取しゆで、僕らの行動が幾いくつか評価され、それを学園側も認める形になったのだろう。




　春のイベントである学園祭が終わると、いよいよ夏の長期休きゆう暇かが目前になる。各教科の最終試験に、残りの課題、さらには追試などがあり、それぞれ来年度への準備に入っていくのである。

「うわー、おまえその年で教養科の最年長クラスかよ。詐さ欺ぎだな」

「リュシアンは、なんていうか調子がいい……違ちがった、要領がいいのよ」

　いわゆる成績表にあたる、進級通知書を全員で見せあいっこしていると、エドガーとアリスがどこか納なつ得とくいかないように揶揄からかうように文句を言った。

「努力の賜たま物ものって言ってよ」

　実際、僕はこの飛び級の為ためにかなり頑がん張ばった。

　教養科はあらゆる教養に加え、健全な精神、身体、礼れい儀ぎ作法、そして道徳に博愛（ボランティア含ふくむ）など、なんだか抽ちゆう象しよう的な要素もある科目だ。担当教師の心ひとつ、みたいなところもあるし、かなり要領よく立ち回る必要がある。正直なところ、他の教科よりなにより、常に教養科昇級に重点を置いて生活してきた。

　──なぜか。

　もちろん、冒ぼう険けん者になるための足あし掛がかりとするためだ。

　初志貫かん徹てつ、学園に入る前からの揺ゆるぎない目標の一つである。

　僕はこの春で十一才になった。たとえ来年度、無事に教養科Ⅵを修しゆう了りようしても、まだ十二才だ。基本、冒険者ギルドへ登録するためには十五才以上でなければならない。

　ただし、これは規則ではなく慣例である。

　要するに十五才以上推すい奨しよう、というヤツだ。

　とはいえ、慣例となるにはやはり理由があり、過去に奴ど隷れいなど年とし端はも行かぬ少年少女を冒険者として働かせ、結果、幼い命が失われていったことを憂ゆう慮りよしてのことだったと聞いている。よって、滅めつ多たなことではこの慣例は覆くつがえらない。

　そこで考えたのが、学園の身分証が持つ効力。

　年ねん齢れいの問題がなければ、教養科Ⅵを卒業すると希望者のほとんどは冒険者ギルドへの登録を行う。時間が自由になるということもあったが、なにより学園が、それに見合う能力があると認めたということでもある。

　加えて、攻こう撃げき学科であるナイフ術が来年にはⅥを越こえる。それら学園の身分証をもって、なんとか冒険者として登録するのが目的だった。

　どちらにしても来年度を終え、さらにその後のことになるけれど、その頃には他のメンバーも冒険者としての活動が出来るようになっているだろう。

　実際にダリルはすでに冒険者だし、エドガーやアリスも年齢が見合えば徐じよ々じよに登録も可能になる。彼らが教養科を修了するまでは不自由もあるが、こちらが時間を調節すればみんなで一緒の活動もできるに違いない。去年経験したダンジョン実習も面おも白しろかったし、依い頼らいを受けての素材集めとかも楽しそうだ。

　まだまだ勉強したいこともたくさんあるので、自由な時間が持てるようになったら、いろいろな研究や、上級生がやっているサークル活動などにも参加したい。そんな未来予想図に思いを馳はせつつ、その年の長期休暇、僕は忙いそがしさにかまけて実家への里帰りはしなかった。

　エドガーは、父である国王によって帰国命令が出されたため渋しぶ々しぶ帰ったが、実家の近いニーナやダリル、アリスが早々に寮りようへ戻もどって来たので、僕はその夏、ひたすら魔ま法ほう陣じんの研究に精を出していたのである。




　秋──、新学期が始まり、今年も懲こりずにダンジョン実習を申し込んだ。

　今年度、学生たちに提供されたのは、学園から少し離はなれた砂さ漠ばく地帯の一番端はし、たった十階層ぽっちの寂さびれたダンジョンだった。ワープポイントもなく、フロアー自体も狭せまく、早々に最下層まで攻略を終えるものが続出した。

　当然ながら、僕達も順当にクリアすることができた。それでもダンジョンはダンジョン、それなりに盛せい況きようだったし、ちゃんとイベントとしては盛り上がった。

　その年は珍めずらしく目立ったトラブルもなく、僕達は全員順当に単位を取り、それぞれ得意分野を頑張って、やがて座学に集中できる冬を迎えた。

　恒こう例れいの希望者による武術科の冬合宿を経て、やがて森の木々に積もった雪が溶とける頃になると、恒例の春の祭典へと向けて、学園全体がどこかイソイソとした雰ふん囲い気きに包まれていった。




　いよいよ教養科生徒として最後の春の祭典が始まった。

　学園都市あげてのお祭り、武術大会及および各研究発表会、つまり学園祭である。

　僕とエドガーは、いつものように救護テントの住人だ。そして驚おどろいたことに、ダリルも一緒に奉ほう仕し活動に参加していた。

　なんと従魔のノルが回復（小）を覚えたのだ。もともと解げ毒どく（中）は持っていたが、初級のみだが回復魔法を覚えたらしい。さらに進化のカウントダウンも何気に進んでいた。ダリルは普ふ通つうに冒険者もやっているので、レベルを上げる機会も多いのだろう。

　そんなこんなで、晴れて僕は十二才になった。

　一番年上のダリルは十七才、もうすぐ十八になる。エドガーはまだ十四才だが、かなりガタイも大きく見かけだけならダリル同様、大人の青年と何ら変わらない。ニーナもすっかり大人っぽくなり、アリスは背せ丈たけこそ小さいが愛らしく成長した。

　そんな中、僕はというと一人だけ時間が止まったかのように、姿形があまり変わってなかった。というか、もうこの話題は禁句になっているほどだ。

　実力においても、彼らは自他ともに認める成長を遂とげていた。

　ニーナとアリスは春の武ぶ闘とう会ではすっかり有名人だし、魔法部門ではエドガーとダリルがそこそこいい成績を上げていた。僕は、相変わらず巻物での戦闘ということで、大会では不利になるため出場していない。召しよう喚かん獣じゆう部門や武闘部門での参加を求められたりもしたが、もともと召喚魔の授業も取ってないし、ナイフ術は飽あくまで護身術だからと言って断っているのだ。

　何かと噂うわさの種にはされるけれど、僕についてはいつもこんな感じなので、華はな々ばなしい噂の半分以上は眉まゆ唾つば物だろうと思われている。もちろん、公おおやけに出来ないこともあるのでありがたいが、アリス辺りはいつも悔くやしがって、いっそ派手に披ひ露ろうしてはどうだろうか、などととんでもないことを言っている。

　救護班の奉仕も、僕としてはとても楽しんでやっている。なにしろ、材料を惜おしみなく提供してもらって、心ゆくまでとことん調合が出来るのだ。稀まれに出来る、超ちよう成功品が貰もらえるのもお楽しみの一つだしね。

　もちろん、たまに校医のユアン先生へのお裾すそ分わけも忘れない。

　お礼として、鳥人族が独自に編み出した魔法陣や、薬草学などを教えてもらったりと、旨うま味みもあるのでやり甲が斐いがあるというものだ。

　ニーナ達は年々成績を上げていて、そのうちこの武闘会でも、かなりの上位を目指せるようになるんじゃないかと楽しみである。僕だって、前年度は錬れん金きん術じゆつ学科のクラフトクラス最年少という記録は打ち立てたけど、あんまり注目されなかったね。研究系の学科って、よほどスゴイ成果でもあげない限り目立たないんだよね。

　クラフトクラスは、鉱石、宝石、調合をすべてⅥまで修了した者だけが進めるちょっと特別なコースだ。ついでに、調合Ⅵを終えたことで薬草学科の薬やく剤ざい師し養成科にも進む資格も得たけど、去年は忙しくて取らなかった。やっと教養科が終わったから少しは余よ裕ゆうができるかな。薬剤師の資格は、冒険者になっても役に立つからね。

　そして、春の祭典が終わるといよいよ夏の長い休暇だ。

　去年は魔法陣の研究に明け暮れて、つい里帰りを怠おこたったため、後でめっちゃくちゃ怒おこられたのだ。ついでにゾラを通じて王様にも怒られた。どうせ王都には行かないんだから関係ないと思うんだけど……。

　ということで、今年は必ず帰ると約束しているのである。

　もっとも、いろいろと話すこともあったので丁ちよう度どよかった。今回の里帰りは、教養科修了の報告と、冒険者になるという許可を貰うためでもあったのだ。








第一章　夏期休暇にて






　学園を発たって数日、船に乗るためにドリスタンの港町へと馬車で向かっていた。先ほど昼食を食べたばかりで、僕の隣となりではエドガーがすっかり居い眠ねむり状態だ。チョビもペシュも、いつもの定位置で夢の中である。

　エドガーは一昨年おととし同様、僕の実家に寄ってから王都へと向かうつもりらしい。ちなみにダリルは誘さそったけど来なかった。彼には冒険者としての仕事もあるし、そのうち機会があったらまた誘うことにしよう。

「学校側は相変わらず認めないけど、生活魔法の魔法陣が二つも成功したのは最大の功績だったわね」

「そうだね。でも単位はくれるし、僕はそれで満足だよ」

　向かいに座っているのはニーナとアリス。今回は、はじめから二人と一いつ緒しよである。なんでも僕の実家を経由しての、モンフォールの王都、城下町、そしてエドガーの招待による王城での滞たい在ざい、という旅行を兼かねた里帰りだという。ぐるっとモンフォールを満まん喫きつしてから、最後にドリスタンの王都へ行くようだ。さすがお嬢じよう様さま二人組、なんとも優ゆう雅がな予定である。

「例のウオッシャーだっけ、あれも完成したのよね」

「そうよ、今年度は頑張ったわ」

　アリスの質問に、ニーナはもちろんと頷うなずいた。

　彼女にとっては、なにより生活魔法ウオッシャーの魔法陣が一枚で済むようになったのが嬉うれしいらしい。これからは遠えん慮りよなく頼たのめるわ、とはしゃいでいたが、果たして今まで遠慮などしたことがあっただろうか？

　あとは火を熾おこす魔法。これも攻撃魔法の火の魔法陣と違ちがって、闇やみ属性の魔法陣が小さくくっついている。炎ほのおの大きさの微び調ちよう整せいの為と、マッチのように数秒でその炎を消しよう滅めつさせる効果を持っている。

　ちなみに去年完成させた魔法陣は、その前の年に作った飲み水が出る魔法陣に、新たに火の魔法を加え、お湯にして出すという魔法だ。これも温度を調節すれば、お風ふ呂ろなどにも活用できて大変便利である。

　軒のき並なみ効果はしょぼいけれど、いずれも光や闇魔法が入っており、呪じゆ文もんで唱えられる者の少ない難易度が高い魔法である。そんなのマッチ持ってけば？　って言われれば、まあその通りなんだけど、生活魔法なんだからそんな感じの用よう途とが多いのは仕方がない。

「この魔法陣、写生できたらなあ。そしたらリュシアンの功績も、もっと正当に認められるのに」

「それなのよねぇ」

「……正直な話、できるんだけどね」

　だよねー、と相あい槌づちを打ちかけた二人は「ん!?」と、素すっ頓とん狂きような声を出した。

「ほら、前にも言ったよね。ダンジョンで……」

　僕としては、昇しよう級きゆうの単位が貰えてるんだから不満はないんだけどね。もともと特とく殊しゆな固有スキルを前提に、手前勝手な研究をしているのだ。それで単位をくれるのだから、むしろ太っ腹だとさえ感じているくらいである。

「ダンジョンで……？　なんだっけ」

「……あっ、あれかな、レベルが足りない」

「ビンゴ！」

「え？　び、ビンゴ？」

「あ、いやいや、大正解ってことだよ」

　もとより以前から、なぜ写生が出来ないのか考えていたのだ。

　巻物への描えがき方が特殊なので発動は自分にしか出来ない、これは仕方がないとして、写生が出来ないのはそれとは無関係ではないかと考えたのだ。

　それで思いついたのがレベル不足。なにせ生活魔ま法ほうは複数属性が当たり前で、しかも光や闇が普通に入っている。必然的に写生レベルが上がってしまう。そんな状態なのに、さらに改良して一枚にしているわけで。当然ながら、写生レベルもそれ相応に高くないとならないだろうと気が付いたのだ。

　だからこそ、そんな国宝級の写生レベルの人間によって作製された、例えばお湯を出すだけの生活魔法の巻物……一体、誰だれが使うの？　ってなってしまうだろう。

「そういう事か……確かにね、便利なのに実用的じゃないわね」

「生活魔法が広がらなかったのは、もともとその一点だからね」

　この件は、こっそりエイミにも話したんだけど酷ひどくがっかりしていた。ただ、同時にレベルさえ見合えば写生が可能なわけだから、引き続き生活魔法の魔法陣じんの写生を試みたいと息巻いていた。本当に成功するとすれば、おそらくとんでもないレベルを必要とするが、研究なんてものは終わりが見えないものも珍しくはない。

「魔法陣の一枚化って、普通の魔法にも適用出来るのかしら」

「並列魔法陣なら、たぶん……」

「ねえ、来年度はその辺やってみない？」

「うん、面おも白しろそうだね。ただ、通常の魔法陣はかなり複雑だから簡単じゃないと思うよ」

「覚かく悟ごの上よ」

　同じチームのダリルに確かく認にんを取ってからにはなるが、来年度の新たなテーマが一つ決まった。僕もニーナも次年度からは自由時間が増えるし、難しい課題をじっくりやるのも悪くないかもしれない。

　それに、光や闇の入らない普通の魔法陣なら、逆に写生ができる者もいるかもしれない。それでも難しいとは思うけれど、完成したらエイミに教えてあげようと思った。

「いいなあ、私も早く教養科卒業したいな」

「アリスなら、普通に過ごせば問題なく修しゆう了りようできると思うわ。来年度は、一緒に何かやりましょう」

　そうこうしている間に、街かい道どうを順調に進んできた馬車は、やがて大きな港町へと到とう着ちやくした。

「次の船は、明日ですって」

「それじゃあ、宿を取らないとだな」

　船の乗車券を扱あつかう窓口で、後ろで待っていた僕たちに、ニーナは両りよう腕うでを上げてバツを作った。それを受けてエドガーが、護衛のお兄さんたちに何やら声を掛かけている。

　どうやら今日はここで一いつ泊ぱくらしい。

　お昼は過ぎていたが、日暮れまでにはまだ時間があったので、せっかくだし少し町を歩こうということになった。この港町は、いつも通り過ぎるだけで、ゆっくり見て回ったことがなかったからだ。

「そうだ、行きたいところがあるんだけど」

　そう仲間たちに断りを入れて数分後、僕は冒ぼう険けん者ギルドの前に立っていた。

「……様子見だけだったし、みんなは好きなところ見ててよかったのに」

「何言ってるのよ、私だって興味あったんだからね」

「そうだよ、抜ぬけ駆がけなんかさせないからね」

「まあ、そういうこった」

　予想はしたけど、やっぱり全員ついてきた。

　来年度が始まったら、冒険者になりたいと彼らには相談してある。初めは驚おどろいたようだったけど、冒険者を目指しているのは周知の事だったので、とくに反対されることはなかった。それどころか、僕以外は全員が年ねん齢れい制限クリアも間近だから、いい機会だしみんなで登録するのも悪くないと乗り気になっていた。

　本当の手続きは学園の近くのギルドにしようと決めていたが、ちょっと様子見だけでもしておこうと、こうして訪おとずれたのである

　冒険者ギルドといえば、実家のオービニュ領のくらいしか入ったことがない。すぐにジーンの部屋に通されてしまうため、あまり参考にならないけれど。

　外はまだ明るかったが、それでも午後の遅おそい時間だったからだろうか、ギルドに併へい設せつされた酒場には、一仕事終えた冒険者たちがぼちぼち集まってきていた。

　賑にぎわう酒場を横切り、ギルドの窓口へと向かう僕達の姿は、いやが上にも好こう奇きの視線を集めていた。なにしろ、せいぜいが十代前半の少年少女だ。僕などは、もしかしたら就学前の子供にさえ映ったかもしれない。

　学園都市にある冒険者ギルドは在学中の子供も多いので、基本的に若い年代層に偏かたよっている。けれど、ここではほぼ全員が大人だった。

　もっとも、どちらかというと学園都市のギルドが異質なのであって、普ふ通つうはこちらの方が一いつ般ぱん的な冒険者ギルドの姿とも言えた。

　すると、酒場の一角でいきなり椅い子すを蹴け倒たおすような音がした。

「ようよう、ガキのくせにいい装備持ってるじゃねーか」

　ビールのような酒を、ジョッキで一気に呷あおってから、ふらりとチンピラ風の若い男が赤ら顔で寄って来た。

　はい、典型的なの来ました。

　思わず苦く笑しようした僕の横で、ニーナは冷たい視線で男を一いち瞥べつした。つい足を止めた僕を促うながすようにして、すぐに興味を失ったようにそのままさっさと歩き出す。エドガー達も、構う気はないようである。

「おいおい、無視はないだろう？　なに、すぐ済むさ。その装備一式、大人しく置いていきな。お前達には過ぎた代しろ物ものだ、俺が有効に使ってやるよ」

　いわゆるカツアゲである。

　しかもこの時間でべろべろに酔よっているということは、もしかしたら朝から吞のんでいたのかもしれない。ニーナの柳りゆう眉びがますます吊つり上がっていく。

　酒臭くさい息にイラッとしたのか、思わず口を開きかけたニーナを宥なだめるように止めて、僕はいつもの営業スマイルをここぞとばかりに発揮した。

「お気の毒ですが、貴方あなたには小さくて着れないと思いますよ」

　ニーナの身分がばれるのも面めん倒どうだし、ここは一つ、穏おん便びんに諦あきらめてもらおう。だって、これってオーダーメイドだし、他の人は着れないと思うしね。

　その男は、一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかったのか、ポカンとした。

　周りからは、くすくすと笑い声が聞こえてくる。僕にそんなつもりはなかったが、バカにされたと思ったのか、男はますます逆上した。

「てめぇ、ガキが……舐なめてるのか？　痛い目を見ないとわからないようだな」

　フラフラと酩めい酊ていした男の手が、僕に摑つかみかかろうとしたその時、ギルドの窓口に、お姉さんがひょっこりと顔を出した。

「あっ！　すみません、今いいですか？」

「っ、っ!?　て、てめっ、待てっ……」

　急にお姉さんの方へ身体からだを向けた僕に、男の腕は見事に空から振ぶり、そのままつんのめってテーブルに手を突ついた。その間に僕達は、そのまま窓口へと向かった。

「ガキにいいようにされて、良いざまだな、ウード」

「な、なんだとっ!?」

「おっと、俺はほんとのことを言っただけだぜ」

「ちくしょう……、あのガキどもめ」

「もうやめたら？　大体ここで喧けん嘩かはご法はつ度とよ、しかもあの坊ぼうやたち、まだ冒険者じゃないでしょ？　一般人に手を出したら、ただじゃすまないわよ」

　一部始終を見ていた女冒険者が、フィールドから帰ったばかりなのか景気の良い食事をテーブルに並べて、豪ごう快かいに食べながら至し極ごくまともな忠告をした。ちなみに彼女は、この男の何倍も強そうである。

　周りの嘲ちよう笑しようにイラつきながらも分がないと思ったのか、男は椅子にドカッと座って再び酒を呷った。ガラの悪い仲間が、相変わらずニヤニヤと冷やかしているが、ウードと呼ばれた男はそちらには一いつ切さい構わず、不ふ機き嫌げんそうにひたすら酒を呷っている。

　窓口のお姉さんに話しかけながら、僕はそんな男の様子をこっそり盗ぬすみ見た。なんだろう弱そうな相手には、とりあえず絡からまずにはいられない病気なのかな？

　もっとも、僕が制止をしなければ、あの場でニーナに吹ふっ飛ばされたのは間ま違ちがいなくあの男の方だったのだから、むしろ感謝してほしいくらいである。

「はぁい、ようこそ冒険者ギルドへ」

　多少のイザコザはいつもの事なのか、窓口のお姉さんは、先ほどの騒さわぎなどなかったかのように型通りの挨あい拶さつをした。

「ギルド入会希望ですか？」

　明らかにニーナやエドガーに向けて問いかけている。

「いえ、今日はお話を伺うかがいに来ました」

　答えたのは、当然ながら僕だ。

　窓口のカウンターから頭が出ない僕を、ちょっと覗のぞき込むようにして上から確認したお姉さんは「なにかなー、坊や。何が聞きたいのかな？」と、まるで小さな子供を相手にしているような対応に変わった。……いや、まあ子供なんだけど。

「来年度、つまり今秋からですが、冒険者になりたくてお話を……、あっとそうだ、先にこれを」

　カウンターの下から手を伸のばして、学生証を渡わたした。

　子供の社会科見学だろう、くらいの気持ちで対応していたお姉さんは、ニコニコとそれを受け取って経歴を確認した。浮うき出る文字を読んでいくうち、次し第だいに彼女の顔から笑えみが消えて、食い入るように内容を追っていった。

「これ、坊や……いえ、貴方の？」

　身分証明書は魔力で経歴を刻んでいくのだが、本人の魔力と結合しないと表示することができない。そのため、基本的には偽ぎ造ぞうが難しく、その信しん頼らい度どは高い。

「まさか、その年で教養科卒業？　……え、あれ？　じゅ、十二才？」

　どう見ても六、七才、と言いかけたお姉さんの言こと葉ば尻じりを押さえ込むように、僕は重ねてきっぱりと宣言した。それはもう、とっておきの笑顔で。

「数えで十三才ですが、何か？」

　ニーナとアリス、エドガーは苦笑しつつ、お姉さんになにやらメッセージを込こめた視線を送っている。デリケートな案件だからあまりつついてあげないで、とでも言っているのだろうか。あ、目から汗あせが……。

　だが、そこはさすがプロ。それ以上は追つい及きゆうせずに、ギルドとしては学園の身分証明があれば、恐おそらく冒険者の登録は出来るだろう、と返答した。

「もともと年齢の件は、安全面や、クエストの不達成防止の対策なので、実力さえあれば問題ありませんよ」

「この学生証で大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「そうね、十分だとは思うけど、参考としてレベルを確認されるかもしれないわ」

「レベル？」

　そういえば、あまり自分のステータスの鑑かん定ていをしたことがない。

　というか、この世界でのレベルはそれほど厳密に実力を示さないのだ。確かにレベルが上がれば、それだけステータスは少しずつ上がる。けれど、大たい抵ていはスキルや特技などで強さが決まるので、各能力に多少のボーナスが上乗せされるといった認識なのだ。

　もちろん飛びぬけてレベルが高ければ別だが、通常十とか二十くらいの差なら、スキルの優ゆう劣れつで容易に逆転できてしまうのである。

　どちらかというと、レベルを確認するのは経験値を見るためだ。すなわち、どれだけのモンスターと戦ったかという目安でしかない。
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「では、こちらの端はしに指を置いて、そう、そのままでね」

　僕が作る巻物のような、何の変へん哲てつもない真まっ新さらの厚手の魔ま法ほう紙の向こうには、先ほどのお姉さんとは別の新しいお姉さんが座っている。こちら側は四人並んで、その魔法紙に人差し指を等とう間かん隔かくに当てている。

　本来は高価な鑑定の巻物がいるのだが、たまたま鑑定のスキルを持つ人がいるというので特別にレベルを測定してくれるらしい。

「じゃあ、行くわよ。手を離はなさないでね」

　お姉さんが呪じゆ文もんを唱えると、みるみる紙の色が変わった。

　僕の指の先には暗い紫むらさき色いろ。エドガー、ニーナ、アリスの指の周りは、濃のう淡たんこそあれ全員薄うすい橙だいだい色いろだった。

　お姉さんは一瞬だけ驚いたように魔法紙を見て、すぐに気を取り直したように「もう一度お願い」と断って、今度は水すい晶しよう玉だまのような道具を持ってきた。

「こっちの方が、正確に数字が出るのよ」

　見たことのない道具だけど、たぶん鑑定の魔法陣じんが定着された、魔法道具かなにかなのだろう。今度は僕だけの測定のようである。

　すると、ニーナがちょっとだけ首を傾かしげてそれを見つめ、急に「あっ！」と、声を上げた。

「待ってっ！　リュシアン、レベルはまた今度でも」

「……え？」

　その声に振ふり向いた時には、僕はすでに水晶に手をかざしていた。




　もれなく僕たちは、階段を登った先の応接間へと案内されていた。

　水晶の向こう側で、淡あわく光る何かを確かく認にんした鑑定持ちのお姉さんが、有う無むを言わさず全員を部屋へ押し込んだ、と言ったほうが正解かもしれない。

「……あの魔法道具、前にお城で見たことがあったのよ。それにしても迂う闊かつだったわ、だって、リュシアンのレベルが普通な訳ないもの」

「僕の？　……なにか、あったっけ？」

　正直、すぐには思い出せなかった。そんなレベルが上がるようなイベントあったかな？最近は研究ばっかりで、特にモンスターも倒たおしてないんだけど。

「そっか、あれだ！　なるほど……」

「だな、すっかり忘れてたな」

　アリスに続いて、腕を組んだエドガーも思いついたように頷うなずいた。僕だけが一人、みんなを見回して首を捻ひねっている状態だ。

「一年目の帰郷の帰り、ほら……」

　そこまで言われてようやく、あのダンジョンのことを言われているのだと気が付いた。ペシュと出会った、百一階層からなる未み踏とう破はダンジョンの最深部。

　たった数時間という、とても短い時間の出来事。

「ああ、あれか。そういえば」

　頷いた僕は「……で？」と、ニーナを見た。

「……たぶん、その時の経験値が加算されてるんだと思うわ」

　あんなのは戦せん闘とうですらなかった、それこそ行き当たりばったり、ありったけの魔法を前方に放っていただけ。けれど考えてみたら、九十九階層の魔物を、手当たり次第に軽く数百匹ぴき単位で倒していたのは事実だ。もちろん、一いつ緒しよになって大暴れしていたチョビも、とんでもないことになっているだろう。

　いわれてみれば、魔力量の上じよう昇しようや、身の軽さ、魔法陣念写のスピードなど、細かいところで能力が上がっていると感じることはあった。でも、それは単にスキルレベルの上昇や、反復練習などの成果だと思っていたのだ。

　そういうプラス要素も確かにあるだろうけれど、知らないうちにそれとは別にレベルによって受ける恩おん恵けいが加わっていたようである。

「あんまり目立ちたくなかったんだけど……」

　レベルが高いからと言って隠かくすこともないと思うが、お姉さんの反応からすると、たぶん普ふ通つうじゃないほどの数値なのだろう。面めん倒どうなことになった、と全員が困ったように顔を見合わした頃ころ、見計らったかのように扉とびらがノックされた。

　初めに入って来たのは先ほど僕たちの鑑定をしてくれたお姉さん、そして彼女が、扉を開いて道を開けたところを通って来たのは、すらりと背の高い妙みよう齢れいの女性だった。

「初めまして、この地区の冒ぼう険けん者ギルドを任されているリナ・ブリュレよ」

　褐かつ色しよくの肌はだに、薄い青色の瞳ひとみ、茶に近い金きん髪ぱつは高く結ゆい上げられている。背は高く、筋肉質ではあるけれど、決してゴツイ身体つきではなく、身体のラインは女性らしい柔やわらかな印象があった。

　そして鑑定持ちのお姉さんは、なんと副ギルドマスターで、ルルアと名乗った。

「あら？　貴女あなたは、確か……」

　挨拶に答えるために僕たちも立ち上がったが、ニーナは彼女たちを見て、ふと記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せるように呟つぶやいた。

　すると、小さく微笑ほほえんだギルドマスターのリナが、慣れた様子でニーナの前に跪ひざまずき、丁てい寧ねいな礼を取った。

「お久しゅうございます、殿でん下か。ますますお美しく成長されましたね」

　全員の簡単な自己紹しよう介かいの後、ニーナは少しだけリナについて補足した。

「彼女は以前、近この衛えだったのよ」

　それに続いて、リナも自らの経歴を少しだけ話してくれた。

　元々は怪け我がが原因で宮仕えを引退し、その後、数年間の冒険者稼か業ぎようを経て、この港町のギルドマスターに抜ばつ擢てきされたらしい。

「あのまま姫ひめ様さまのお傍そばに仕えたく思いましたが、まことに心残りでなりません。もし私が……いいえ、詮せん無ないことを申しました。それより、学園ではよいご友人たちに恵めぐまれたようですね」

「ええ、彼らにはとても感謝してるの。リナ、私は大丈夫よ」

　なにか二人の間で暗あん黙もくの了りよう解かいのようなやり取りがあったが、ニーナが話を切り上げるように首を振ったことから、リナも僕達に話を戻もどした。

「貴方あなたがリュシアン・オービニュ様ですね。お噂うわさはかねがね、友人のジーンからも聞かされてますよ」

　どんな噂をされているのか気になるが、なるほどギルドマスター繫つながりでの知り合いなのだろう。ニーナとの会話もちょっと気になったが彼女が止めたということは、知られたくない内輪の話もあるのだろうと敢あえて詮せん索さくはしなかった。

「単刀直入に言いましょう」

　すると、リナがいきなり本題に入って来た。

「こちらが、貴方のレベルです」

　彼女が見せたのは、水晶に浮かび上がる魔法文字。

　普通に使われる数字ではなく、前世で言うところの古い漢字で書かれたような文字が、くっきりと浮かび上がっていた。




　三百六十八。




　もれなくアリスが「ひえええっ!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げて、エドガーやニーナは思わず絶句している。

　標準がわからないので、どう反応したらいいのかわからない。

　……これって、どのくらいスゴイの？




「残念だわ、貴方たちのような将来有望な子は、ぜひウチで欲ほしかったんだけど」

　帰り際ぎわ、リナは心残りそうにため息をついた。

　どうやら他のメンバーのレベルもそこそこ高かったらしく、能力が高いと言われる学園の生徒にしても、かなり優ゆう秀しゆうな数値だったらしい。

　水晶玉にはそれぞれ、エドガー三十五、ニーナ四十八、アリス三十六、と表示された。この時はいなかったが、後ほど鑑定したダリルは四十二だった。

　スキルもそれぞれ有用なものを複数所有し、僕とダリルは従じゆう魔ま持ちである。

　こういった港町は賑にぎわいもさることながら、犯罪も多い。街かい道どう沿ぞいの盗とう賊ぞくの被ひ害がいも多く、護衛冒険者の依い頼らいは常に順番待ち。モンスターは海から陸から襲おそってくるので、その都度、余よ所そから応おう援えんを頼たのむことになるらしい。

　リナの言葉は、まさに切実なものだった。

「一見、冒険者が多いように見えるけど、これって一時的に滞たい在ざいしている人がほとんどなのよ」

　通過拠きよ点てんとして数か月滞在して、学園都市や王都などの大きな町へと流れて行くらしいのだ。なるほど、港町あるあるかもしれない。

「冒険者になったら、是ぜ非ひこの町でも活動してね。貴方たちならいつでも歓かん迎げいよ」

　夕方に差し掛かかり賑わいを見せてきた冒険者ギルドを、僕達はリナとルルアに見送られる形で後にした。ギルドマスターがわざわざ見送る子供の集団に、驚おどろいた視線がいくつか集まったが、周りの喧けん騒そうに紛まぎれてそれほど目立つこともなかった。

　そうして僕達は、本日の宿しゆく泊はく予定の宿へ足を向けたのである。

「いい人で良かったわね」

「一時はどうなることかと思ったけどな」

　異常なレベル数値の理由は、特に聞かれることはなかった。

　冒険者ギルドにおいて、賞しよう罰ばつに関わる事じ項こう以外でのアレコレは、黙もく秘ひが普通で開示を求められることはほとんどないらしい。とはいえ、リナというギルドマスターの常に理性的な対応は好感が持てた。

「それにしても気が付かなかったの？」

　アリスが呆あきれたように問いかけた。もちろん、レベルの事だ。

「……全開で何かするとか、ぜんぜん機会ないし。特にここ一年は、ちまちました作業がほとんどだったから」

　そういえば春の武ぶ闘とう大会も出てないし、過か酷こくとされる冬の合宿にも参加してない。しかも前年度のダンジョンは、過去に例を見ないほどのぬるい代しろ物ものだった。僕ときたら、ひたすらマッピングと料理しかしてなかったように思う。

「……なるほどな、能力を発揮する機会がなかったわけか」

　一年を振り返るようにしてエドガーが呟くのを、曖あい昧まいな笑みで頷くしかなかった。

　何だかんだと春の武闘大会の参加を避さけてきたが、こうなるとかえって良かったのかもしれない。レベル的にはその辺の冒険者のはるか上をいくのだ。下手へたに戦えば、その異常さはすぐにわかるだろう。

　多少のレベルの上昇なら、それほど強さに直結しないが、その差が百単位となれば話は別である。たとえそれが微び々びたる数値の上昇でも、塵ちりも積もれば、それこそ洒しや落れにならない違ちがいになってしまう。

「あんまり、実感ないけどね」

「常時発動パツシブの無属性も、桁けた違ちがいに上がってはいるでしょうけど、使う機会がないんじゃ……っ!?」

　ニーナがそう言って振り向いた時、その後ろに大きな影かげが覆おおった。

　咄とつ嗟さに僕はニーナの腰こしに手をまわし、そのまま彼女の身体からだを掬すくい上げるようにして、ほとんどスライディングするように足を滑すべらせた。ほぼ一いつ瞬しゆんで、数メートルを移動する。

　そして、遅おくれること数秒、今まで二人がいた辺りをハンマーのような大きな鈍どん器きが、空気を押しつぶすように叩たたき落とされたのだ。

　地面が揺ゆれるほどの振しん動どうと、破は壊かい音。割れこそしなかったが、土がむき出しの道は大きく凹へこんでいた。

「……ニーナ、取りあえず手を離はなして貰もらえるかな、前が見えない」

「え……、あっ!?　やだ、ごめん」

　我に返ったニーナは、抱だきかかえられている状態に驚いて、慌あわてて巻き付けていた手を離して飛び降りた。いわゆるお姫様だっこをしたつもりだったが、なにしろ僕の方が身体が小さいので、ほとんど顔にしがみ付くような恰かつ好こうになっていたのだ。

「……ガキが、イチャイチャしてんじゃねぇ！」

　言いがかりも甚はなはだしい、いったい誰だれのせいでこうなったと思っているのか。

　エドガーとアリスも、すぐに僕たちの元へと集合した。男は、いきなり襲ってきて、あまつさえ勝手なことを喚わめき散らしている。

　ヒョロッとした、だらしない恰好の男だった。

　彼には見覚えがあった。冒険者ギルドの酒場で絡からんで来た、ウードとか呼ばれていた男だ。

　そして他ほかに四人、おそらく同じテーブルに座っていた仲間たちだろう、いかにも酔よっ払ぱらいといった風ふう体ていの男たちが周りを囲む。

　ハンマーを振ふるったのは、その中の一人、身体つきの良い筋肉だるまである。

「おいアンタたち、わかってんのか？　こんなん当たったら洒落にならねえぞ」

　そう文句を言いかけたエドガーに、ウードはニヤニヤと笑いながら、なんの躊躇ためらいもなくナイフを抜ぬいた。

「ふん、わかってるさ。なあに、しつけのなってねぇガキに、ちょっと指導してやろうと思ってな」

　どうやらこちらの応対が生意気だったと、そういうことらしい。なんとも勝手な言い分だ。もともと絡んで来たのは向こうなのに、なぜこちらが悪いみたいなことになっているのだろうか。

　ニーナは、改めて相手を眺ながめて長々とため息をついた。

「忠告しておくわ、私たちに絡んでもいいことないわよ。悪いことは言わないから、少し酔いを醒さましてからいらっしゃいな」

　これは驕おごって言ってるわけではない。

　姿こそ見えないが、僕達の周りには何人もの護衛が張り付いている。学校内や、行事の際に外出する時などは護衛を立てないが、旅ともなればそうはいかない。エドガーとニーナ、二人の為ために数人の護衛が目を光らせているのだ。

　基本的には不ふ干かん渉しよう、且かつ出来ることは自分たちで対処する、とお願いしてるので少し離れた所をついてきているが、先ほどの不意打ちのせいで、今にも飛び出しそうになっていることだろう。

「生意気な女だな。だが、すぐにそんな口もきけなくなるだろうよ」

　それにしても、どうしてこんなに上から目線なのか。ウードは、自分が優位に立っていると信じて疑わないようだ。胸を反らしてビシッと、ニーナを指差した。

　それにしても、自国の王女の顔を知らないのだろうか？　あるいは、この国の冒ぼう険けん者ではないのかもしれない。どちらにしても、彼はせっせと自らの首を絞しめるロープを作製することに余念がないようだ。

「くそっ、もういい……やっちまえ！」

　どれだけ脅おどしても、怯ひるむどころか「困った人だ」的な表情の僕たちに、ついにウードは痺しびれを切らした。その合図は、隣となりにいる仲間たちに向けたものではない。大きく上げた腕うでを、どこか芝しば居いじみた仕草で「やれ！」とでも言わんばかりに、思いっきり振り下ろしていた。

「………、ん？」

　けれど、なにも起こらなかった。ウードは、キョロキョロと辺りを見回し、同じように戸と惑まどっている仲間たちと顔を見合わせている。

「どこかに狙そ撃げき手しゆでもいたかな？」

「……だな」

　吞のん気きに状じよう況きようを分ぶん析せきしている僕に、エドガーは周りに視線を送りながら頷うなずく。

「な、んでだ、あいつら何をやって？」

　ウードたちは気が付いていなかったが、彼らが酒場でよからぬことを相談している時から、すでにゾラが対処するべく動いていたのだ。もちろん、隠かくれて僕達を狙ねらっていた魔法使いは、速そつ攻こうで処置済みである。他ほかにも数名、そこここに隠れていた輩やからも、ニーナ達の護衛達によって迅じん速そくに拘こう束そくされていた。

「ど、どうなってやがるんだ！」

　というわけで目下、相手はこの五人だけである。




　ギルドでの様子や、その風体から察するに、ウードとは冒険者として負け組というやつかもしれない。その彼が、何な故ぜこんな強気なことをしでかしたのか。それは後ほど、ゾラや護衛達から聞いた話でおおよそわかった。どうやら、僕たちの装備に目を付けたのは、ウードだけではなかったのだ。

　一見すると質素に見えるこの装備は、そのほとんどがオーダーメイドで、貴重な素材が惜おしみなく使われている。たぶん鑑かん定ていのスキルを持つ者がいたのだろう。盗賊なども、鑑定持ちを重用することは珍めずらしくない。仮に鑑定レベルが低くても、貴重品かどうかの判別くらいはつくのだ。

　身を守ることに重きを置き、装備に材料を惜しむことはしなかったが、それがかえってトラブルを生んでしまったようだ。

「相手が悪かったんだろうよ、チンピラども」

「な、なんだと!?　誰だっ」

　すっかり腰が引けたウードだったが、いきなり後方から揶揄からかうような野太い声がして、慌てて振り向いた。僕達も、一いつ斉せいにそちらに注目した。

　仰のけ反ぞるようにして見上げたウードは、思わずひっくり返りそうになっている。

　かなり大おお柄がらな、いかにも厳いかつい冒険者といった男が立っていた。むき出しの二の腕は、はち切れんばかりの筋肉が盛り上がり、ウードの首くらいなら片手で一ひと捻ひねりできそうだ。背中には、巨きよ大だいな大たい剣けん。そして、金属製の重そうな装備を纏まとっている。

　僕には、その巨体に覚えがあった。

　確か、ニールの案内ではじめて町に降りた時の事だ。

「貴方あなたは……、ジュドさん？」

　その時の光景が、まるで昨日のことのように思い出された。故郷の冒険者ギルドで、猫ねこ耳みみのお姉さんと話をしている時、フィールドから帰って来たばかりの冒険者と出会った。それが彼、大剣使いのジュドである。

「お？　俺なんかのことを覚えてたか、坊ぼう主ず。ん？　いや、坊ぼつちゃんだったか」

　どうやら、ニールがそう呼んでいたことを覚えていたようだ。

「リュシアンです！」

「はははっ、そうそう。領主様のご子息で、リュシアン様だったな」

　大きな口を開けて豪ごう快かいに笑って、ジュドは「……さて」と、一呼吸おいてから、小悪党に声を掛かけた。

「おいこら、てめぇらっ！　逃にげるんじゃねぇよ。自分のやったことの後始末は、きっちり付けていきな」

　どうやら、僕達の視線がジュドに集まった隙すきに、ウードら一味は、その場から抜き足差し足で逃げようとしていたらしい。ジュドの迫はく力りよくのある低い声に呼び止められて、彼らは思わず垂直に数センチ飛び上がった。

「……くそっ！」

　逃げられないと知るや、ウードはすかさずナイフを構えた。

　だが、もちろん狙いはジュドではなく、身体の小さな僕とアリスの方へ、一目散に向かってきた。人ひと質じちにでも取ろうとしたのか、彼ら五人は示し合わせたように一番弱そうな「子供」を狙ったのだ。

　咄嗟に腰のナイフに手を掛けたが、ジュドが自らを盾たてにするように、巨体に似合わぬ素す早ばやさで間に滑り込んで来た。間かん髪はつ入れず、鞘さやのまま背中から引き抜いた大剣が、ブウンという轟ごう音おんと共に空を切り、突つっ込んで来たウードを叩き伏ふせた。

　見事な、一発ＫＯである。

　目にもとまらぬ速さで大地にめり込んだウードに、一いつ緒しよに突っ込んで来た仲間は慌てふためいて回れ右をしたが、次の瞬しゆん間かんには棍こん棒ぼうのように横に払はらった大剣で、三人纏めて吹ふっ飛んでいた。ジュドの自じ慢まんの大剣が、頑がん丈じような鞘に収まったままでなければ、今いま頃ごろは首に別れを告げた彼らの胴どう体たいが地面に転がっていただろう。

　その後、護衛やゾラが捕つかまえた輩もセットで、ウードたちはあえなく町の警備隊によってお縄なわにされた。

「まあ、おそらく俺の助けなんぞ要いらなかったと思うがな」

「そんなことないです。ありがとうございました」

　僕は助けてくれたお礼にと、ジュドを今夜の食事に誘さそった。町で別行動を取っている仲間も一緒でいいかと聞かれたので、もちろん快く頷いた。

　彼らは、どうやら新しく開放予定の未み踏とう破はダンジョンを攻こう略りやくに来たらしい。一昨年のダンジョン実習中に成長した、学園の試練の森の奥にあるダンジョンの事のようだ。去年の暮れに、急な成長は落ち着いたと報告され、新たに未踏破ダンジョンとして登録されることになったらしい。

　近くダンジョンがお披ひ露ろ目めになるらしく、ジュドたちパーティは、それまでドリスタン王国の入口であるこの港町を拠きよ点てんにして、ぼちぼち活動しながらゆっくり待とうと考えていたようだった。

　翌日、わざわざ見送りに来てくれたジュドに、僕たちは学園都市での再会を約束して別れを告げた。冒険者になれば、また一緒に活動する機会もあるかもしれないし、あのダンジョンを一緒に攻略できたら頼たのもしい仲間になるかもしれない。例のダンジョンの成長に立ち会ったと知ったジュドは、機会があれば是ぜ非ひにと言ってきたのだ。

　そうして一行は、朝一番のモンフォール王国へ向かう船で旅立ち、ドリスタン王国を後にした。




「エドガー準備できた？　先に行ってるよ」

　各自、部屋で休きゆう憩けいしていると、すぐに昼食の時間になった。

　部屋を出るとき声を掛けろと言われていたので、エドガーの部屋の扉とびらを軽くノックしてから、返事を待たずに歩き出した。ちなみに、好んで二人部屋をチョイスしたニーナたちは、中間層の一いつ般ぱん客室に一緒の部屋を取っている。

　食事は、出てすぐの甲かん板ぱんで軽食を提供している場所と、最上階のブッフェタイプのレストランがある。部屋のグレードによって、利用できる施し設せつは変わるが、取りあえずは昼食なので、甲板での軽食にしようということになった。ニーナたちとは現地での集合である。

「おいこらっ、一人で行くな、待ってろ！」

「え？　なんで。向こうで合流すれば……」

　階段を上がってすぐの甲板での集合だ。わざわざ一緒に行くこともないと思っていたのだが、エドガーは慌あわてて部屋を飛び出してきた。僕は、慌てなくていいよ、と声を掛けようとして、そのまま二の句が継つげなくなった。

　なぜならエドガーは、ぞろぞろと護衛を引き連れてきたからだ。

「ど、どうしたの？　何かあった？」

「馬ば鹿か、お前のためだよ」

「えっ、僕？」

「呆ほうけてる場合じゃねえぞ、もうすぐモンフォールだ。前回は、みすみすお前を危険な目に遭あわせたが、今度からは俺が絶対守ってやるからな」

　酷ひどく気負ったようなエドガーは、神経質なほど辺りを見回し、誰だれか近寄ろうものならハリネズミのように威い嚇かくして、僕を隠すように歩いていた。船に乗った時から、どこかピリピリしておかしいと思っていたが、どうやらそういう事だったらしい。

　当然、理由はわかっている。

　一昨年の帰郷の際に、ここで僕が毒を盛られたからだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、エドガー。前とは状況が全然違ちがうんだから」

「油断は禁物だぜ。また、何を企たくらんでいるかわかりゃしねえ」

　己おのれの母親を、容よう赦しやなく辛しん辣らつに語るエドガーに、思わず僕は困ってしまった。

「……イザベラ様とは、ちゃんと会ってる？」

「ばっ……、会う訳ねーよっ！　だってあいつはっ」

　いきなり大声を上げたエドガーに、びっくりして周りの目が集中する。慌てて体てい裁さいを整えるように小さく咳せき払ばらいをして、改めて辺りを警けい戒かいするように、再び僕をリードして歩き出した。

「すまん、取り乱した」

「……ううん、でも本当に何かあったの？」

　その問いに、エドガーは視線を外したが、僕がしつこく問い詰つめると、渋しぶ々しぶながら事情を話してくれた。

　それは、僕が帰郷しなかった去年の夏──。エドガーが、王の命令もあってモンフォールへ帰った時のことである。
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　モンフォール王国、二の妃きさき長子、エドガー・エヴルー・ド・モンフォール。

　それは彼がまだ、奥の宮に住まう幼い子供だった頃。

　世界のすべては、身の回りの世話をしてくれる女官たちと、やたら腰こしの低い侍じ従じゆうたち、そして厳しい目をした母親に囲まれた、とても小さなものだった。ほとんどのことは思い通りになり、エドガーに逆らう者は誰一人いなかった。時折訪ねてきた、兄のエルマンの存在がなければ、彼は小さな王国の暴君になり果てていたかもしれない。

　そんな風に、ただ兄の訪おとずれを唯ゆい一いつの楽しみにしつつ、退たい屈くつな毎日を送っていた幼い子供は知らなかった。外の世界で、大変な騒そう動どうが起こっていたことを──。

　それら事件の全容を知ったのは、たった二年前のことだ。いや、正確には本当に真相を知ったのは一年前、一人で帰郷したあの時だった。

　女官たちの噂うわさ話ばなしや、兄のエルマン、そして弟であるリュシアンが、恐おそらくいろいろ気を使って話してくれた、部分的にしか知り得なかった真実のすべてを、父である国王によって聞かされた。

　モンフォール王国三の妃、つまりリュシアンの母シャーロットと、その兄の第三王子ミッシェルのことを──。

　エドガーの生母イザベラ妃ひの陰いん謀ぼうの果てに、謀ぼう殺さつされてしまった悲劇の妃と、まだ幼い王子のことである。

　絹糸のような碧みどりの髪かみに、湖のように澄すんだ同色の瞳ひとみ。三の妃シャーロットは、美しい心と容姿の持ち主で、王の寵ちよう愛あいを一身に受けていた。あるいはイザベラの暴挙は、王位継けい承しようにまつわることだけではなかったのかもしれない。

　国王である父は、エドガーが十三才になったその年、事の詳しよう細さいを正しく伝えておこうと思ったのだろう。

　リュシアンの母の肖しよう像ぞう画がを、エドガーはその時初めて見た。話でしか聞いたことがなかった今は亡なきシャーロット妃の姿。襲しゆう撃げき事件以降、国内においてシャーロット妃の情報は、忘れ形見の王子の居所を含ふくむすべてとともに、ほとんどが秘ひ匿とくされてきた。これら肖像画の存在も、その一つだ。

　その中には、リュシアンが一緒に描えがかれたものもあった。

　椅い子すに腰こしかけるシャーロット妃が、愛いとしそうに胸に抱いだく赤あかん坊ぼう。その横でリュシアンと面おも影かげの重なる幼子が、優やさしく微笑ほほえんで覗のぞき込んでいる様子が描かれている。

　赤ん坊がリュシアンで、それを見ているのがミッシェルだろう。もちろん現実には実現しなかった構図である。彼女たちの死後、妃とその兄弟が揃そろった姿を、ということで特別に描かかせたもののようだ。

　描かれた母子の笑顔、それを見た時──、エドガーは思わず大声で叫さけんでいた。
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　たぶんあの時の衝しよう撃げきは、何年たっても忘れられないだろうと思った。

「信じられるか!?　相手は、まだ赤ん坊に等しい子供だぞ！　それに、お前の母親……をッ！　俺の、俺の母親がっ！」

「やめてっ！」

　興奮状態で続けようとするエドガーに、僕は少し厳しい口調で止めた。はっとして口を閉じたエドガーは、改めて注目を浴びていることに気が付いて、振ふり切るようにして再び歩き出した。

「……それは、エドガーが苦しむことじゃないよ」

　そう諭さとしても、エドガーの背中はどこか丸まったままだった。

　思い返してみれば、去年の帰郷の後、しばらく心ここにあらずといった様子だった。変な失敗をしたり、妙みように僕のことを気にしたり……、今考えると、ずっと心に黒く落ちた滲しみのようなものが残っていたのだろう。

　口に出すのも憚はばかられ、もやもやと濁にごった澱おりのように、やるせない感情を鬱うつ積せきさせていたに違いない。それがここ、母の罪が決定的になったこの場所で爆ばく発はつしたのだ。

　でも、どうにもならない過去のことだ。

　悲しみが癒いえることはないし、イザベラ妃のしたことを許せるかと言えば、やはり許すことなどできそうにもない。取り返しのつくことなら、大たい抵ていのことなら我が慢まんもできるし、忘れることもできる。

　けれど、取り返しのつかないことはある。その一つが、命だ。

　こればかりは反省しようが、後こう悔かいしようが取り返しがつかない。だから、僕が彼女を本当の意味で許すことは一生ないだろう。けれど、その怒いかりがエドガーを苦しめるなら、それを吞み込むことは出来る。

「エドガー、前にも言ったけど彼女は今現在も罰ばつを受けている。新たに罪を重ねない限り、僕はこれ以上の制裁は望んでないよ」

「リュシアン……」

　むしろこの件で一番傷ついているのは、やはりエドガーなのだ。彼の母親がしでかした罪は、その息むす子こに一生消えない傷を刻み込んだのだ。

　デッキに到とう着ちやくしてみんなと合流するころには、彼は普ふ段だん通りに戻もどっていたが、護衛は相変わらず厳戒態勢で僕達の周りを取り囲んでいて、なんだか非常に目立つ集団になり果てていたのである。




　それから無事に船旅を終え、一行はモンフォールの港町を経由して、数日かけてオービニュ領へと入った。

　道中、特に何事もなく天候にも恵めぐまれ、順調な馬車の旅だった。そして懐なつかしい街並みを経て、小高い丘おかの上の我が家へと到着したのである。

「お、大きくなったな、リュシアン」

「……無理に決まり文句を言わなくていいです、父様」

　嬉うれしそうに僕を迎むかえた両親だったが、再会の際の、いわゆる常じよう套とう句くのアレコレは最近もっぱら聞かなかったことにしている。

「いいえ、リュシアン。本当に、立派になりました」

「母様……」

　母アナスタジアは、いつものように抱だきしめてくれた。友人たちの手前、なんとなく気き恥はずかしかったが、何といっても約二年ぶりなのだ。

「たった三年で、教養科卒業とは大したものだな」

　これは掛かけ値ねなく出た称しよう賛さんだろう。父親の誇ほこらしげな口調に、僕もついどや顔になってしまう。だって結構、頑がん張ばったんだもの。褒ほめられて嬉しくないはずはない。

　その後、エドガーたちには客間で夕食まで寛くつろいでもらうことにして、さっそく僕は、両親や兄弟たちと居間で向かい合っていた。

「……なんだと？　冒ぼう険けん者になりたい？」

　いきなりの報告に、両親は驚おどろきを隠かくせない様子だった。兄二人は予想していたのか、それほど動どう揺ようした様子はない。妹のマノンは、久々のチョビに夢中で、あまりわかってなさそうだった。

「これは幼い頃から考えていたことで、突とつ然ぜん思いついたことではありません」

　僕は、そう切り出した。

「もともと僕は三男で家は継つぎませんし、早く自立するためにも、手に職をつけるという意味でも、悪くない選せん択たくだと思ってます。それに、いざという時、拠きよ点てんを移せる冒険者はいろいろと都合がいいのです」

　船でもエドガーに言ったように、以前のような危険に晒さらされる心配は、表向きなくなった。本来の身分を隠す必要も、逃にげ隠れする必要もなくなったのだ。けれど、どちらにしても上に二人も兄がいる以上、普通に行けば国王になることもない。それなら、余計な派は閥ばつ争いを生むだけの、忘れられた王子など戻る必要はないのだ。

　故郷であるこの国は好きだし、できたらここでのんびり生きていけたらとも思うけれど、この先、この身を利用しようとする者が現れないとも限らない。

　王太子エルマンの不在がこのまま続けば、その危き惧ぐはまんざら皆かい無むとはいえないのである。下手に担かつぎ上げられそうになった時の為ためにも、どこでも生きていけるようなスキルが欲ほしかったのだ。

「……お前たちは、知っていたのか？」

「知っていたというより、学園では冒険者になること自体は珍めずらしくないので」

　父が、そう兄たちに問うと、数年前まで同じ学園に在学していた長兄ファビオが、補足するように答えてくれた。

　もっとも、ファビオ兄様は冒険者にはなっていない。

　友人であるエルマン様もだが、二人とも家を継ぐ跡あと取とりであるという共通点があった。貴族の子女でも、在学中に冒険者として登録することは珍しくない。だが、例外はあるのだ。基本的に、長男や跡継ぎは教養科を修しゆう了りようすると、その上の科を習得することはないので、結果、冒険者にならないことが多い。

「ダメよ、ダメ。家を出るなんて許しません！」

　そんな時、いきなり会話に割って入ってきた声があった。

　驚いて皆みなが注目した先には、普段なら大きな声など滅めつ多たに出さない母の姿があった。普段、夫や息子たちのやることにあまり意見することがない彼女が、今回ばかりは珍しくきっぱりと反対した。

　おそらく貴族育ちの彼女にとって、身内が冒険者になるなどということは、考えもしなかった事なのかもしれない。

　ファビオ兄様が伯はく爵しやく家を継ぎ、ロドルク兄様は騎き士し学校を経て、数年後には士官することになる。ゆくゆくは、次男、三男は家を出ることになるが、それでもまさか冒険者として外の世界へ、ましてや国外へ出ていくとは思っていなかったのだろう。

「えと……、母様。なにも、すぐにどうこうという話ではありませんよ？　冒険者になったからと言って、学校をやめるわけではありませんし、すぐに家を出るとかそういう話ではないんです」

　僕は、慌あわてて説明した。学園では教養科を終えたら当たり前のように冒険者になる、みたいなスタイルだったので気軽に報告してしまったが、どうやら両親にとっては、重大発表だったようだ。

　実際に、十代の冒険者がウヨウヨしているのは学園都市付近だけだというし、貴族が冒険者になるというのは、やはり普通は珍しいことらしい。

「……冒険者なんて、危険なことをしなくても」

「そんなに心配しないでください。冒険者と言っても、見習いみたいなものです。それに友人たちも頼たのもしいですし、なによりこの子たちもいますから」

　従じゆう魔またちを示しながら、僕は安心させるように笑った。

　母はまだ納なつ得とくした様子ではなかったが、それでも学園での活動を円えん滑かつにするためにも必要なことだと説得すると、渋しぶ々しぶではあったがそれ以上は何も言わなかった。

「そうだ、従魔が増えてるね」

　ロドルク兄様が、居間の天てん井じように張り付いているコウモリを見上げた。

「去年、新しく仲間にしたんだ。ペシュって名前だよ」

　さっきまで屋や敷しきの隅すみ々ずみまでを探検していたペシュは、どうやらあらかた偵てい察さつを済ませたらしく、今は真上の天井にぶら下がっていた。




　エドガーやニーナ達は三日間の滞たい在ざい予定だった。その後の移動や、訪問予定も詰つまっているので、少し短めなのは仕方がない。

　初日は、のんびりしつつもみんなで料理を作ろうということになった。朝食は、いつものようにシェフの料理を頂いたけれど、滞在のお礼にとニーナ達が、アフタヌーンティーを振る舞まいたいと言い出したからだ。もちろん、両親は喜んでその申し出を受けた。

　彼女たちも今ではパンを焼いたり、小動物の解体くらいは出来るようになっている。ここ数年で、解体はダリル、料理は僕、みたいな感じになっていたが、ニーナ達だって遊んでいたわけではない。

　以前、僕が作った魔力で起動する簡易竈かまどの扱あつかいや、多少の料理の手順、肉や野菜の扱いなど、適当に食事を済ましているその辺の冒険者なんかより、よっぽど器用にこなすようになっていたのだ。

　もちろん僕も、ダリルにみっちり解体を教えてもらい、これも料理と同じくらいに得意になっている。ちなみにエドガーは、もっぱら魔力担当で、あまり料理や解体が得意という訳ではないが、僕の影えい響きようを受けて生活魔法をかなり覚えていた。攻こう撃げき魔法至上主義で、それ以外は魔法ではないとまで言っていたのが噓うそのようである。

　火の属性が使えないので、お湯を作ったりは出来ないけれど、光が使えることで清潔な水がいつでもどこでも出せるのが大きい。風魔法と合わせれば、水場のないキャンプ地で食器洗いや衣類の洗せん濯たく、寒くなければ体の洗せん浄じようも可能だ。バカにする者もいるが、長なが丁ちよう場ばとされるダンジョン攻略に於おいて、これ以上便利な魔法もない。

「うわぁ、広い！」

「前回はあまりゆっくり見ることもなかったものね、本当に気持ちいいわ」

　フレッシュハーブを摘つむために、ニーナ達を連れて屋敷の裏の薬草園へやって来た。

　屋敷の中を通って厨くりやを経由すると、ひとが一人通れるだけの小さな裏口がある。普段は使用人たちが使う動線で、僕たち家族には専用の裏口があるのだが、こちらの方が近道だし、ティータイム用の軽食を作る厨ちゆう房ぼうを見たかったので、見学がてらこちらから外へ出たのだ。

　料理人たちが使いやすいようにと、扉とびらを出ると、すぐに食用に使うハーブ類や野菜などが植えられている場所へ出る。奥にはガラスで覆おおわれたハウスがいくつかあり、野外にも薬などに使うハーブ類が広がっていた。

　更さらに奥へ行くと、ずっと広がる緑の森林が続いており、その先には魔境と呼ばれる、遥はるか昔に巨きよ大だいな竜りゆうが眠ねむった姿が峰みねとなった、などの伝承が残る霊れい峰ほうが聳そびえていた。

　すこし霞かすみがかかったような、真夏の早朝のぼんやりした景色は、却かえってそんな言い伝えさえも真実ではないかと思わせる雰ふん囲い気きを演出していた。

「前も思ったけど、本当にこの山はスゴイな」

　エドガーが、今にも突つっ込んでいきそうな勢いで、遠くを眺ながめるように額に庇ひさしを作って身を乗り出した。

　一昨年は全力で止めたが、今の僕達なら探たん索さくのお許しが出るかもしれない。この辺に生息するオークモドキでも狩かりに出かけようかと、ちょっと本気で考えた。

　とはいえ、取りあえずはお茶や料理に使うハーブの採取だ。

「そっち、黄色い花のやつ、多めに摘んでね」

　草木編みの小さな籠かごに、それぞれ担当するハーブを丁てい寧ねいに摘んでいく。

　しばらくそうしていると、遥か後方から誰だれかが走ってくるのに気が付いた。大人ではない、軽い足音だった。何気なく顔を上げて、僕は思わず立ち上がった。

「坊ぼつちゃん！　お帰りなさい」

　この薬草園の一いつ切さいを任されているクリフの孫、ニール。クリフはオービニュ家の奴ど隷れいだが、この薬草園で彼に逆らえるものはいないヌシのような存在だ。

　ニールは、すでに奴隷の身分を解消されていたが、引き続き、この屋敷に雇やとわれて今に至っている。僕が屋敷を出た時は十四才だった彼も、今は十七才。なんというか、さすがはクリフの孫！　素す敵てきな筋肉の持ち主になっていた。

「お元気そうでなによりです、坊ちゃん」

「や、やあ、ニール。そっちこそ、元気そうだね」

　白いタンクトップから、すらりと伸のびる腕うでは健康的に日焼けしており、屈くつ託たくのない笑え顔がおとこぼれる白い歯。筋肉は付いていても、若々しく長く伸びた四し肢しは、まだまだ発展途と上じようのようである。

　……元々デカかったけど、一昨年に見た時はまだ子供だったよね？

　本当に子供って成長早いよ。皮肉じゃなくてね、冗じよう談だん抜ぬきでびっくりした。タイガービーに腰こしを抜かしていたのは、まだつい最近のことなのに。

　せっかくなので、お茶会にニールも誘さそうことにした。もちろん彼は遠えん慮りよしたが、途中で薬草摘みに参加した、妹のマノンが強ごう引いんに誘ったことで断れなくなって困り果てている。最近、自分専用の庭を貰もらったようで、ニールとはすっかり仲良くなっていた。

　マノンも、今では王都の学校に通っていた。僕と同様、夏の休きゆう暇かで実家に帰って来ているのだ。王都のお屋敷から通っているので、両親も少しは安心だろう。

　マノンも、十才。すっかり少女らしくなり、兄の欲目を差し引いても、かなり可愛かわいく成長している。きっと、大人になったら美人になること間ま違ちがいなしだろう。

「リュシアン、顔がダラしないわよ。まったくもう、デレーッとしちゃって」

「そっ、そんなことないよ！」

「……なんか、孫を見るおじいちゃんみたいな顔だよね」

　ニーナはどこか呆あきれたように指し摘てきして、アリスも横で頷うなずきながら肩かたを竦すくめていた。

「それな。なんかコイツ、時々じじ臭くさいんだよなあ」

　エドガーまでがそんなことを言って、僕を弄いじり倒たおした。

　実際、父親目線だったことは否いなめない。とはいえ、普ふ段だんからじじ臭いと思われていたとはちょっとショックである。

「昨日、じいちゃんから坊ちゃんが帰って来ていると聞いて、すぐにでも挨あい拶さつしたかったんだけど、どうやら爆ばく弾だん発言をしたとかで大おお騒さわぎだったとか」

　昨日のうちに、薬草園で薬草や野菜を収しゆう穫かくすることをクリフに伝えてもらったから、そこからの情報だろう。それにしても爆弾発言って、やっぱり冒ぼう険けん者になるって言ったことだろうか？

　そんなに大騒ぎになっているとは思いもよらなかった。だって、学園では貴族だって冒険者になるのも珍めずらしくない。確かに、僕と同じくらいの家格になると、必ずしもそうとも言えないけれど、母にも言ったように、何をするにも冒険者であることは意外と便利なのである。薬草学にしろ、魔法学、生物学にしろ、現場に近い冒険者ギルドからの情報を得ることができ、現物調達なども、お得に、新しん鮮せんな状態で手に入るのだ。

　ニーナ達に言わせると、この辺の考え方がすごく庶しよ民みん的というか、アリスなどには「私に近い匂においがするわね」とか言われてしまった。実際、今もって前世での記き憶おくの方が長いこともあり、却って貴族としての常識や道徳に戸と惑まどうことも少なくない。

　もともと、貴族はこうあるべきという心構えや慣例など、あまり熱心に学ぶことはなかった。他ほかに覚えるべきことが多すぎたとも言えたが、当時は、今よりもずっと精神的に切せつ羽ぱ詰つまっていた。なにしろ、年に何度も命の危機に晒さらされていたからである。

　国を出るべく、冒険者になるべく、詰め込む知識が山ほどあったのだ。

「マノンは、いつまでいるの？」

「新学期の準備もあるし、友達のサマーキャンプや、パーティもあるから、んと、今週中には」

　マノンも本当に大きくなったよな。引っ込み思案だった妹の成長に、知らず知らず眉まゆ尻じりが下がりそうになって、慌てて一つ咳せきばらいをした。ニーナ達がまた、なんだかニヤニヤしているのが見えたからだ。

　だって、ほんの数年前には、学園に向かう僕に縋すがって泣いていたんだよ？　それが、イッチョマエにキャンプだの、パーティに、一人でだよ？　とはいえ、まだ本格的な社交界デビューではないと思うから、身内の小さなパーティか、学校の主しゆ催さいするパーティなんだろうけれど。

　ともかく、マノンもエドガー達と同様、数日間の滞在らしい。

　そこで、マノンにお茶会参加を強引に迫せまられて困っていたニールに、僕は一つの提案をした。さすがに雇い主の家族が、友人と囲むティータイムに同席するなど、下手へたに緊きん張ちようするばかりで楽しくないかもしれない。

　それなら明日、薬草園での子供たちだけのティータイムならどうかと誘い、今度はきっちりと了りよう承しようさせた。かなり恐きよう縮しゆくしていたが、マノンも喜んでいたのでようやく頷いてくれたのである。

「あ、そうだ。クリフはいる？　この付近で狩りがしたいから、一応は了解を取っておこうと思って」

「狩りですか？　うーん、どうかな。それで旦だん那な様のお許しのほうは？」

「え？　いや、だってこの付近だけなんだから、父様には言っていないけど……、って何かあるの？」

　森の手前程度なら、それこそウチのちょっと手て練だれな使用人であれば、ちょいと行って獲え物ものを狩ってくるくらいはしているのだ。それに、普段からロランたちが屋敷の近きん隣りんはマメに探索しているはずだし、危険な動物や魔ま物ものが徘はい徊かいしていないかチェックしてくれてもいるはずだ。だからこそ、このあたりだけならクリフに連れん絡らくするだけでいいだろうと思っていたのである。

「実は早朝から、ロラン様と数人の騎き士し様、あとじいちゃんが森へ入ってるんですよ」

　ニールの話では、どうやらここ半年の間に、二度もＢ+クラスの魔物が侵しん入にゆうしていたというのだ。そして今回は、巡じゆん回かい中だったロランの部下がこの少し先で人ひと影かげを見たらしく、今度は数人で調査に向かったというのである。

「旦那様はきっと、せっかく休暇で帰っておいでの坊ちゃまに、ご心配をお掛かけしたくなかったんですよ」

　実際、数回迷い込んで来た魔物も、問題なくロランや騎士たちが追おい払はらったらしい。人影というのも、案外、人型のモンスターという可能性もある。

　ただ魔境からの魔物が半年の間に数回も、というのはちょっと気になる。

　魔境の向こうには、我が王国との国交はないけれど、ドリスタンと同盟を結んでいる国があったはずだ。大陸をぐるっと回りこめば、海沿いにモンフォールとも交易がある小国などもたくさんある。オービニュ領はこの魔境で遮しや断だんされているため、直接的には他国とは交流がないが、無関係とはいえない国が背後にいくつか位置しているのだ。

　とはいえ、普通に考えてあの魔境を越こえてくるとは考えにくい。

　それなら、あとは自然現象。

　例えば、ダンジョンでも発生していて、モンスターがあふれてきているとか……。

　ロランが帰って来ればわかるとは思うけれど、どちらにしても狩りは諦あきらめたほうがよさそうである。せっかく上達した解体の腕を披ひ露ろうしようかと思っていたのに残念である。




　取りあえずハーブを摘み終えた僕達は、ニールに収穫できそうな野菜などを教えてもらい、厨房へと戻もどって来た。保存してある肉類や、フルーツなどを用意してもらって、さっそく料理に取りかかる。

　アフタヌーンティーのために昼食は早めに取って貰っているので、今は厨ちゆう房ぼうには手伝いをしてくれる使用人が数人しかいなかった。もちろん料理は、飽あくまで自分たちだけで作ると言ってある。ニーナ、アリスは慣れた様子で食事の準備に取り掛かった。僕も、メインを飾かざる大物のケーキなどに取り掛かる。

　そして主役のお茶。普通に井い戸どからも水は汲くめるけれど、ここはエドガーに魔水を用意してもらって、とっておきのものを提供することにした。

　そうして子供たち主催のアフタヌーンティーは、家族を大いに満足させることが出来て、大成功を収めた。僕も含ふくめてだろうけれど、厨房になど立ったこともないようなニーナたちが、こうしてシェフ顔負けの料理を提供したことに驚おどろいているようだった。

　冒険者になるには、こういうスキルも必要なのかと誤解されたが、もちろんそんなことはない。解体や簡単な調理くらいは確かにあって損はない技能だが、茶葉を吟ぎん味みしたブレンドティーや、甘いマフィンにスコーン、具材たっぷりのサンドイッチにシチューなどをダンジョンで食べている冒険者など見たことがないからだ。

　ただ、長なが丁ちよう場ばになるダンジョンにおいて、少しは心を和なごませるようなお菓か子しや温かいお茶、料理などを食べるのは決して悪いことではない。もちろん、可能かどうかは別問題になるだろうけれど。




　その日遅おそく、ロランが帰って来た。

　お茶の時間の際、あえて父に追つい及きゆうしたりはしなかったが、ロランが帰ってくるのを時折人づてに確かく認にんしては、その時を待っていた。父の書しよ斎さいから、報告を終えてロランが立ち去るのを見届けて、僕は父の部屋を訪ねた。

　深夜の訪問に驚いたようだったが、案外あっさりと事情を話してくれた。

「何もわからないうちに、わざわざお前に言うまでもないと思っていたのだがな」

　こう前置きして、僕を部屋の中央のソファーに誘った。

　父の部屋は書斎と兼けん用ようになっていてかなり広い。僕も幼い頃ころに、ずいぶんここに入いり浸びたっていたものである。ここにある本は、ほとんど読破済みだ。

「最終的なロランの報告では、この辺り一帯には特に不ふ審しん人物もなく、危険なモンスターもいないとのことだった」

「……それじゃ、今回のことはたまたま？」

「いや……」

　首を振ふって父は「わからない」と呟つぶやいて、異常はないようだが森の奥に明らかに人が入ったような形けい跡せきがある、と続けた。

　魔境のお膝ひざ元もとであるこの森は、時折高ランクのモンスターが出ることから、あまり低ランクの冒険者が入り込んで来たりはしない。とはいえ、冒険者が狩かり場ばにしている場所もあるので、人が居た形跡があったからといってすぐに異常事態とはならないのだ。

　父の書斎を後にした僕は、どこかもやもやとした後味の悪さを感じたが、取りあえずロランが異常なしと報告したのなら、すぐにどうこうということはないのだろう。

　結果として、引き続き警けい戒かいはするが、明日からはすぐ裏の林あたりまでなら入ってもいいとお許しを貰もらったのである。

　次の日、さっそく狩場に入って野の兎うさぎや比ひ較かく的てき低ランクの鳥型モンスターを狩り、薬草園をあげてのバーベキューを開かい催さいした。数日後には、エドガーたちを始め、マノンも王都へ出発してしまうので丁度いいイベントになった。父に許しを貰って、薬草園の従業員や使用人たち総出の参加となった。

「坊ぼつちゃん、上達しましたね。オークモドキを前に、オロオロしてたのが噓うそのようです」

「へえー、こいつにもそんなときがあったんだな」

　次々に兎を解体し、剝はいだ毛皮に一いつ切さいの傷をつけず、的確に肉を各部位に分けた僕に、ニールがそんな余計な昔話をした。当然、エドガーは嬉き々きとして茶々を入れてくる。

「エドガーは、未いまだにオロオロしてるけどね」

　もちろん、僕も負けてない。

「ほらほら、どんどんお肉頂ちよう戴だい。全然足りないわよ」

　不毛なやり取りをしている僕達に、給仕を担当していたニーナが空になった皿を持ってやって来た。初めこそ僕やエドガーたちが手ずから提供する食事に恐縮して、なかなか手が出なかった薬草園の従業員たちだが、食べ始めてしまえばそこはもう戦争である。流石さすがに肉体労働の男たちが食べているだけあって、みるみる肉が無くなっていった。

「あ、そうだ。一週間前に処理して熟成したオークモドキの肉がありますので、そちらも一いつ緒しよにどうぞ」

　どうやらニールも、帰って来る僕達の為ためにと、とっておきを用意してあったらしい。それもありがたく頂戴して、テキパキと残りの獲物の解体も素す早ばやく済ませ、招待客の食欲を十分に満たすことができた。

　そうして賑にぎやかな昼食を大所帯で楽しく過ごし、間もなくこの地を去るエドガー達との別れを大いに惜おしんだのである。

　全員で片づけを済ませ、ひと段落つく頃には、薬草園のみんなはそれぞれ仕事へ戻っていった。場所を薬草園に隣りん接せつする庭園の東あずま屋やに移し、僕とエドガー、マノンの三人が小さなテーブルを囲んでハーブティーを飲んでいた。
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　やがて、そこへアリスが焼いたパンケーキと、ニーナが作ったカスタードクリーム、たっぷりのハチミツ、バターなどが運ばれてきた。

「このカスタードクリームね、ウチの食しよく卓たくでも大人気なのよ。私が作ると、まだダマができちゃうけど」

　どうやらドリスタンのロイヤルファミリーにも受けはいいらしい。教えたニーナより、やはり宮きゆう廷てい調理人たちは器用に作るらしく、そのクリームを使ってスコーンやビスケットを食べるのが流行はやっているという。結構いい加減なレシピでも、本職は何とかしてしまうものである。きっと、僕なんかより上手に違ちがいない。

　その気になれば、タルトなども案外作れてしまうかもしれない。今度、うちの料理人たちにも相談してみよう。ホールのケーキが食べられる日も、案外近いかもしれない。




　数日後、朝から雲ひとつない晴天で、暑い一日になりそうな空だった。

「暑くなりそうだから、熱ねつ中ちゆう症しようにならないように気を付けてね」

　三台の馬車にはエドガー達と護衛の冒ぼう険けん者たちが乗り込み、周りをさらに騎き馬ばの護衛達が囲んでいた。マノンも同行するので、かなりの大所帯での王都への旅になった。

「お前はやっぱり来ないのか？　父上が、いい加減寂さびしそうだぜ」

　さすがに少し気の毒にも思えたが、それでも僕はきっぱりと首を振った。

「やめとくよ」

　それほど期待していなかったのか、エドガーは「そっか」とだけ言って笑った。

　「チョビ、ペシュ、ご主人様を頼たのんだぞ。それじゃあ、また新学期に」

　エドガーをはじめ、その後ニーナ、アリスともしばしの別れを告げ、途と端たんに泣き出しそうになってしまったマノンには、優やさしく頰ほおにキスをした。そうして僕は、彼らを乗せた馬車の一行が、遠く見えなくなるまで見送ったのである。








第二章　冒険者になろう






　エドガー達が王都へと旅立った翌日、僕は下町を訪れていた。

　執しつ事じのギョームは馬車を出すと言ったが、それを固辞して、久しぶりに馬にまたがってのんびりと丘おかを降りてきた。言うまでもなく、普通のあぶみでは足が届かないので、ロランに乗馬を教わった際に自作した、専用の物を使っている。入学前に作ったあぶみが、いまだにぴったりだったのには少々傷ついた。

　ともかく久々の乗馬を楽しんだ後、町の入り口の馬車を繫つなぐ水飲み場に馬を預け、まっすぐに冒険者ギルドへと向かった。

　帰郷の道中に立ち寄った、あのドリスタンの港町の冒険者ギルドの事はもちろん、今年から冒険者としてデビューすることなど、いろいろ話したいことがあったからだ。見かけは二十代そこそこに見えるが、実は見かけよりずっと年長で物知りなジーンは、いろいろ教えてくれる相談しやすい相手だった。ジーンも僕には親しみを覚えている様子で、いつ行ってもとても歓かん迎げいされるのだ。

　冒険者ギルドに入ると、朝の早い時間だったので酒場の方には人はおらず、クエストが貼はり出されている掲けい示じ板ばんの前にちらほらと冒険者たちが屯たむろっていた。

「あら？　えっと確か、リュシアン様だったかしら？」

　僕に気が付くと、窓口から顔をだした猫ねこ耳みみお姉さんが耳をピコピコ動かし、ニッコリと笑った。ちなみにお名前は、ミウさんというらしい。名前まで猫っぽくて可愛かわいい。

「おはようございますミウさん。ジーンさんに取り次ぎを……」

「はい、少々お待ちくださいね」

　僕の言葉の半分を聞いた時点で、既すでに後方の誰だれかに声を掛かけていた。

「これはリュシアン様、ご無ぶ沙さ汰たしております。お元気そうで何よりです」

「あっ、リアムさん。おはようございます」

　最初に出てきたのはサブマスのリアム・ロベールだ。以前も思ったけれど、本当にイケメン紳しん士しだ。まだ早朝だというのに、身なりは当然のごとくビシッと整えられ、流れるような仕草でお辞じ儀ぎをしている。一つ一つの所作が本当に洗練されていて、いかにも貴族然としていた。これで本当に、乱暴者が集まる雑多な冒険者ギルドでやっていけているのだろうか。そんな余計な心配をしている間に、リアムはテキパキと僕をギルドマスターの部屋へと誘いざなった。

「お茶をお持ちしますね」

　そう言って、終始笑え顔がおを絶やさないリアムは、静かに部屋から出て行った。

　向かい合わせの応接セットのシングル掛けの方に、すでにジーンは座っていた。僕と目が合うと、すっと音もなく立ち上がった。

「お待ちしておりました。どうぞお掛けになってください」

　ジーンは特に約束をしていなくても、必ずこう挨あい拶さつをする。まるで来るのがわかっていたかのような出で迎むかえ方ではあるが、恐おそらく決まり文句のようなものなのだろう。勧すすめられるまま腰こしをかけると、穏おだやかな笑えみを浮うかべて自らも静かにソファーに身を沈しずめた。

「そうですか、冒険者に……」

「はい、この長期休きゆう暇かが終わって、学園に戻もどってからになりますが」

　大おお騒さわぎになった家族への報告とは異なり、ジーンは特に驚おどろいた様子もなく小さく頷うなずいた。リアムの淹いれてくれたお茶を勧めながら、自分もごく上品な仕草で口をつける。

「是ぜ非ひこちらで、と言いたいところですが、そうですね、在学中は学園から近い方がいいでしょう」

　リナさんにも言われたな、と僕は小さく笑って頷いた。

「僕も、少し時間が作れるようになったら、学園の傍そばだけじゃなくいろいろなところでクエストを受けてみたいと思ってます」

　さすがに在学中はこっちまで来られないとは思うけれど、それでも数年たてば仲間内全員が教養科を修しゆう了りようするだろうし、長期のクエストなども受けられるようになるだろう。

「そうそう、ドリスタン王国の港町でリナ・ブリュレという方に会って、ジーンさんによろしくとのことでした」

　その時の、あのレベル騒そう動どうの事をジーンに話した。

　もとより話さなくても、彼にはすでに想像がついていたのではないかと、なんとなく感じていた。なぜなら先ほど対面した時に、ほんの一いつ瞬しゆんではあったが驚いたような顔をしたからだ。

　もっとも、ちっとも変わってないことに驚いていた可能性はあるけど……。

　あらためて聞いてみると、彼には危険察知と、魔ま力りよく感知のスキルがあるらしく、大きなレベル差の相手は気配でわかるのだそうだ。よかった、背のことじゃなくて。

　爆ばく発はつ的なレベル上じよう昇しようの原因について、ダンジョンでの戦せん闘とうだということは話したが、その場所については彼にも話さなかった。そしてジーンによると、従じゆう魔まが倒たおした経験値の何パーセントかが、主人にもはいってくるのだという。たぶん、それもあって驚くほどのレベルアップをしたのだろう。チョビ、めちゃくちゃ張り切ってたしね。

　それともう一つ。

「おそらく、貴方あなたがまだレベル補正のつく幼年期だからです」

「幼年期？」

「ええ、これはエルフも人間も共通ですが、レベルが低ければ低いほど、経験値は少なくて済みます」

　ゲームでもそうだったように、こちらでも同じことが言えるようである。僕が頷くのを確かく認にんして、ジーンが続ける。

「それに加えて、いわゆる成長期と言われる期間があります。個人差はありますが、一番補正が大きいのが幼年期の六才くらいまで、そして次が少年期で十三才くらいまでのようです。これを知っている人は、魔力や能力の底上げを幼いうちから始めます」

　エルフ族などは、昔からそういう教育がされているようだ。実際、魔法大国であるモンフォールでも幼いうちに魔力検査を行い、早くから訓練を始めている。

「もっとも、今ではエルフ族も人と交わりすぎて、青年期まではほぼ人間と同じくらいの成長速度です。例外は、今でも昔のように森の奥深くに棲すんでいるダークエルフくらいなものでしょう」

　ダークエルフも、もとはといえばエルフから派生した同族である。ただ、はるか昔に分かれたまま、それぞれ生活スタイルを変えていくうちに姿形まで異なる種族になったのだ。

「ダークエルフは成長が遅おそいってこと？」

「というか、寿じゆ命みようが長いんです。もっとも、今ではほとんど見ないので実際のところはわかりませんが、以前はそうでした」

　そこで、ふと気が付いた。

「ん？　あれ、ちょっと待って、それって僕が……」

「違いますよ、言ったでしょう？　ダークエルフは容姿がまったく異なります。耳が長く、髪かみも銀か黒。瞳ひとみは青か灰色。肌はだも浅黒く、特とく徴ちよう的です」

　自分の背が伸のびないのは或あるいは！　と勢い込んだのを頭から否定されて、僕はストンと椅い子すに沈んだ。

「でも、もう一つの可能性はありますよ」

「……え？」

「以前から考えてたんですよ。そして、久しぶりに会った貴方を見て確信しました」

　ジーンはまっすぐに僕の瞳を覗のぞき込んで、どこか懐なつかしそうに、その双そう眸ぼうの奥の銀色に思いを馳はせているようだった。

「貴方のその姿は、どう見てもまだ幼年期です。エルフにしても成長が遅すぎます」

「あ、うん……」

　あまりにズバッと切り込まれて、頷くことしかできなかった。そんな悲しいことを改めて再認識しないで欲しいと思ったが、ジーンは珍めずらしく饒じよう舌ぜつになっている。

「人間の土地に降りて国を築いた現在のエルフは、湖や森を捨てた種族です。もちろん人間や他の種族と共存することが、必ずしも悪いことだったとは言えません。けれど、そのせいで神や精せい霊れいの加護が、著いちじるしく弱まってしまったのも事実です。そんな中、どういう加減か、それこそ神の思おぼし召めしかという、先祖返りのような現象も起こった」

　いきなりエルフ族の歴史を語り出したジーンに、僕はちょっと面めん食くらってしまう。話題がずれてしまったのかと思ったが、それは唐とう突とつに本題に戻ってきた。

「それが、貴方です」

　ひらりと優ゆう雅がに手のひらを向けられて、僕は思わず後ろを振ふり向いた。もちろん誰も居るはずはなく、仕方がなく自分を指差すとジーンはにっこり笑った。

「私たちは、便べん宜ぎ上じようハイエルフと呼こ称しようしておりますが、もちろん種族が違ちがうわけではありません」

　遥はるかいにしえのエルフの特長を持つ子供が、稀まれに生まれることがあるらしい。こうすれば必ず誕生するという定義はなく、基本的には突然変異に近い確率とのことだ。それでも、片親、もしくは両親がその系けい譜ふであれば、確率はそれだけ高くはなるという。

「ですが、僕の父親は人間ですよ」

　何世代も前にエルフの血が入っているとはいえ、現在のモンフォール王家はれっきとした人間である。生母はエルフの容姿を持っていたというが、それでも彼女の父親も人間だったのだから純じゆん粋すいなエルフではない。

「この先祖返りの条件に、純血は関係ありませんよ。それにお話を聞く限り、もしかしたら貴方の祖母、かつて失しつ踪そうしたという女性がハイエルフだった可能性もあります」

　僕の祖母は、銀ぎん髪ぱつに碧みどりの瞳の女性だったらしい。

　純血のエルフは緑の髪に碧の瞳だが、その色素の中に銀色の因子を持ち、光を浴びると白金色に輝かがやいたという。これは、彼らが森の女め神がみ、湖の乙おと女めとして信しん仰こうしている神や精霊と元は同じ発はつ祥しようである事を示している。神話の時代、エルフは恐ろしく長寿で、数も少なかった。新たな生命も、交配によるものではなく、神や精霊、妖よう精せいのように、森や自然、或いは想おもいや祈いのりによって育はぐくまれ、光の中から生まれたとの伝説がある。

　やがて人間と交わり、神の子から転落したエルフは、だんだんと寿命も短くなり、大地や自然から生まれることもなくなったというのだ。

「ハイエルフには、銀髪や、明るい金きん髪ぱつも多いんですよ」

　貴方のように、と僕の薄うすい色合いの金髪に視線を送る。

　ちなみに、エルフから派生して誕生したというダークエルフは、昔と変わらず森と共に生きることを選んだ。けれど、彼らもまた、魔族と交わることで神の子足りえなくなったのだ。彼らの銀の髪や、銀の瞳も、やはり昔の名残なごりだというのである。

　そして森を離はなれたエルフは、より人間と似た生活を送るようになり、町や国を作るようになっていった。それでも森への信仰は残っており、古いにしえより祀まつって来た森の女神、湖の乙女と言われる精霊や神を大切にしてきた。

　また、いにしえのエルフの再来とされるハイエルフは、いわゆる神聖な血を宿した神の子として、幼いころから神しん殿でんに入ることが慣例となった。

「神職に就つくってこと？」

「……いえ、どちらかというと信仰される側ですね」

　僕がよっぽど素すっ頓とん狂きような顔をしたのか、それとも思うところがあったのか、ジーンはちょっと苦く笑しようした。

「される、側……ってどういう？」

「今現在、ここにはエルフの国はありませんし、実のところ私はエルフの国で暮らしたことはないので、書物でしか読んだことはありませんが」

　そう前置きして、彼はゆっくり話し始めた。たとえ三百年以上前のこととはいえ、人道的にはどうなんだろう？　という、それはまさに前時代的な行事の数々だった。

　いわゆる生き神信仰と言われるもの──。

　神の子とされたハイエルフは、幼年期から少年期の約五十年間、神殿から出ることを許されなかった。俗ぞく世せに触ふれると神の子の資格を失うと信じられていたのだ。もちろん遺伝のいたずらであって、神の加護云うん々ぬんはまったく関係ないので、実際にハイエルフの特性は何をしても失われることなどない。

　エルフ族の根底に、森を捨てた罪悪感のようなものがあったのかもしれない。こうした彼らの深い信仰心は、その裏返しでもあったのだろう。

　ほとんどのエルフは、どんなに神や精霊に寄り添そいたくとも、既すでにそれらを視みることができなくなっていた。そのため、以前の自分たちの特性を持つハイエルフを、視える神として担かつぎ上げたのだろう。

「とはいえ、ハイエルフも成長が遅いだけで、やがて青年期を迎むかえ大人になります。そうなると、神の子としてのお勤めは終しゆう了りようです。そのまま神に仕える者もいれば、神殿を出る者もいたそうです」

「ずっと閉じ込められている訳じゃないんですね」

　少しだけホッとして僕が答えると、ジーンは複雑そうな顔で頷いた。

「もちろんです。お勤め期間はハイエルフの寿命からすれば、ほんの少しの時間です。けれど、どの種族でも成長期の教育や生活環かん境きようが重要なのは変わりありません。その期間を神として過ごした彼らは、少なからず心を病やんだものも多かったと言います」

「え……な、なんで？」

　多少の不自由はあれど、神として大切にされていたのだろうと考えていたのだが、違うのだろうか？　前世で見たような、お姫ひめ様さまやお殿との様さまの大名行列を模したお祭りのように、行事の時に仮かり初そめの姿で人前に出て、神の振りをするようなイメージだったのだ。

　けれど、そうではなかった。彼らは神であることを終始求められていた。

　寝ねるときも、飲食でさえ極限に制限され、むやみに口を開くことも出来ず、また片時も一人にはなれず、常に大人たちの監かん視しを受けていた。

「神の子として認定されると、まず親元から離されます」

　選ばれた子供たちの生活は思った以上に過か酷こくだった。毎日の朝のお勤めから始まり、深夜まで行事に、神事にと引きずり回される。しかも歩くことさえ、自らの足を使うことを許されなかった。移動は全すべて大人たちの手によって行われ、自分では何もさせて貰もらえなかったのだ。幼い子供が、何年も、何十年も、ほとんど自らの足で歩かない。地面に足を付けたことがない。これがどのようなことになるか容易に想像がつくだろう。

　すなわち、お勤めを終えた神の子の疾しつ患かんの一つは歩行困難である。

　こういった弊へい害がいはあれど、基本的には神の子を輩はい出しゆつすることは一族にとっては誉ほまれとされ、両親には手厚い保証が与あたえられ、場合によっては爵しやく位いを賜たまわることもあったらしい。

「どちらにしてもエルフの国はもうないですし、過去の話ですよ」

　ジーンは、話を手早く切り上げた。たぶん、僕の表情がだんだん強こわ張ばってきたのがわかったのだろう。

　いろいろな逸いつ話わもあったりして、確かに史実や物語としては興味深く、面おも白しろいかもしれないが、自分がそうなっていたかもしれないと感情移入して聞くのは、決して気分のいいものではなかった。それをジーンには悟さとられたのだろう。

　けれど、僕にはもう一つどうしても気になることがあった。

「ご、五十年？　五十年も……なの」

「……え？　なんですって」

　つい、呟つぶやいてしまった。小声で聞きづらかったらしく、ジーンは一度聞き返して、その後、ちょっとだけポカンと僕を見た。わかってるよ、そうじゃないよね。元々の論点は、あらゆる能力値にボーナスが付くという幼年期が、人間より長いって話だったよね。でもね、そんなに長い期間成長しないってのはちょっと聞き捨てられなかった。

「あ、いえ。五十年というのは、つまり、それまでが成長期という意味です。あと数年もすれば、幼年期は終わるでしょうし、いずれ少年期に入れば身長は伸びてきますよ」

「……よく考えてみたら、なにも僕がそのハイエルフだという確証だってありませんよね」

　ジーンのフォローが入ったところで、僕はちょっと強ごう引いんに話を畳たたんだ。どちらにしろ今すぐに結論が出るわけではないし、ちょっと信じがたい話でもあったからだ。

　思わず頭をかいたものだから、頭上のチョビが足を滑すべらせ半分ずり落ちそうになっている。どうやら話が長かったので、熟じゆく睡すいしていたらしい。

「そういえば、従じゆう魔まが増えていますね」

　ジーンは、僕がわざと話の腰こしを折ったことには触れなかった。首元、髪の陰かげに隠かくれた黒いコウモリを覗き込むようにして、すぐに話題を変えた。

「はい、まだ仲間になったばかりですが」

　そして、僕がペシュを紹しよう介かいしようとした時だった。

　ふと階下からの騒さわぎに気が付いた。何やらザワザワと慌あわただしい感じが伝わって来たのである。ペシュもなんだか急に落ち着かない感じでパタパタと飛びたち、僕の頭の上を飛び始めた。




　　　　＊




　ギルドマスターの部屋を出て、僕達は階下へと降りてきた。騒ぎの原因は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。ギルドの入り口付近で、冒ぼう険けん者が大人数で何かを取り囲んでいるのだ。

「何かありましたか？」

　受付のカウンターの中で人ひと混ごみの方を窺うかがっていたミウは、ジーンに声を掛かけられるとちょっとホッとして息を吐はいた。

「あ、よかった。喧けん嘩かとかではないし、連れん絡らくしたものかどうか迷って」

　どうやら問題のある人物が入り込んで来たらしい。この騒ぎを見ると罪人かなにかだろうか。そう思っていたのだが……。

「……やめて、触さわらないでよ。なんなのここは、冒険者ギルドじゃないの!?」

　聞こえてきたのは、まだ子供のような少女の声だった。

「一体、どこから入り込んできた！　おい危険だぞ、コイツに近寄るな」

「やだ、やめてよっ！　こんな不当な扱あつかいをされる謂いわれはないわ！」

「暴れるな、大人しくしろ！　警備隊に引き渡わたしてやる」

　それにしても、なんだか会話がひどく一方的な印象を受ける。果たしてどちらが理性的な返答をしているか、僕はむしろ取り囲まれている方が、周りを確かく認にんしたがっている印象を受けた。とはいえ、姿が見えないのでこれ以上の判断は難しい。

「ジーンさん」

「そうですね。とにかく一度冷静にさせないといけませんね」

　場はかなり混乱しておりパニックといってもいい。大の大人が、なぜこうも取り乱しているのかわからないが、ちょっとやそっとでは収まりそうな雰ふん囲い気きではなかった。

「ちょっと目を閉じてくださいね」

　ジーンはにこやかに断りを入れると、次の瞬しゆん間かん、辺りは巨きよ大だいなフラッシュを焚たいたような眩まばゆい光が数回瞬またたいた。咄とつ嗟さに目をつぶった僕でさえ、ほんの数秒反応が遅おくれ、少しのあいだ目くらましを食くらったようになった。

　どこかしこから「うわっ！」「ひゃっ!?」という、悲鳴に近い声がした。数人が次々と尻しりもちをつき、目を押さえて膝ひざを折り「目っ、目がーっ」と、情けない声をあげる。

　屈くつ強きような冒険者たちを、あっという間に阿あ鼻び叫きよう喚かんの渦うずへと叩たたき込んだのは、何ということもない、ただの光属性を放出しただけの魔法だった。効果としては闇やみ魔法のブラインドと同じような作用だ。希少の光魔法をなんなく操あやつるのは、さすがはエルフと言える。

「ひどいじゃないか、ギルマスの旦だん那な。まだ目がチカチカするぜ」

「水を掛けられなかっただけましだと思いなさい。いたいけな少女を寄ってたかって取り囲むなんて、紳しん士しの風上にも置けない所業ですよ」

　冒険者たちがのたうち回っている隙すきに、件くだんの取り囲まれていた人物は、どさくさに紛まぎれて救い出されていた。彼女は、すっかり不ふ貞て腐くされたように頰ほおを膨ふくらませ、僕の後ろに隠れるようにしながらも、不ふ埒らちな真ま似ねをしてきた大人たちを睨にらみつけていた。

　おおよそ十代前半くらいだろうか、見事なまでの青い髪かみの少女だった。その瞳ひとみも、海のような紺こん碧ぺきの青で、肌はだも透すき通とおるように白い。そして、なにより──。

「勘かん弁べんしてくれよ、だってソイツは」

　そう、彼女は普ふ通つうの少女ではなかった。その額からは、前に垂らした髪をかき分けるようにして、二本の短い角が突つき出していたのである。

「魔族じゃねーか！」

　その台詞せりふにカチンときたのか、少女は思わず前に出て仁に王おう立だちになった。

「魔族だからなによ！　差別なんて、どんな田舎いなか者ものなの」

　彼女は、今まさに「魔族」と、口走った男を見み据すえる。青く澄すんだ瞳が、一いつ瞬しゆんだけ血のように赤く染まり、男は思わず尻込みした。

「なんなのよっ、一体何が起こったの？　ねえ、ここはアルヴィナじゃないの？　だいたい、なんでこんなに人族が多いのよ!?」

　けれど、彼女のその勢いはすぐに萎しおれ、思わず泣き出しそうになりながら、僕達に縋すがるように尋たずねてきた。

「アルヴィナ、だって？」

　ジーンは問われた内容ではなく、その地名に驚きよう愕がくしたようだ。

　ギルドマスターが固まったせいで、様子を窺っていた冒険者たちは次し第だいにしびれを切らして騒ざわめき始めた。これは一いつ旦たん、収しゆう拾しゆうをつけたほうがいいのではないかと、こっそりジーンの袖そで口ぐちを引っ張った。

「ジーンさん、ここは一度解散したほうがよいのでは？」

「え、あっ？　ああ……そうですよね。ええと、お嬢じようさんのお名前をお聞きしてもいいですか？　私は、ここの冒険者ギルドの責任者で、ジーンと申します」

　聞きたいことは、それこそ他ほかにいろいろあったのだろうけれど、ジーンはひとまず少女の名前を聞いた。これから何を聞くにしても、お互たがいを知らなければ始まらないと思ったのだろう。

「私は、カエデです。カエデ・ムトー・クロイツ。まだランクはＦですが、冒険者です」

「え？」
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　今度は、僕が驚おどろく番だった。

「……どうかしましたか？」

「い、いえ。大だい丈じよう夫ぶです」

　ジーンの問いかけにも、気もそぞろで変な受け答えになった。

　もちろん理由は、言うまでもなく少女の名前である。ただの偶ぐう然ぜんなのかもしれない。そういう名前が、この世界に絶対にないとは断言できない。

　けれど、あの響ひびきは……。

　日本語に……、日本人の名前に感じたのである。

　あんまりジロジロ見たからか、カエデはちょっと唇くちびるを尖とがらせた。

「貴方あなたは？　自己紹介してくれないの」

「す、すみません。僕はリュシアン・オービニュです。失礼しました」

　慌てて僕が名乗ったところで、冒険者たちの騒めきが少し変わった。

　よそ者も数多くいる冒険者と言えど、流石さすがに自分たちが逗とう留りゆうしている土地の領主の名前くらいは知っている。必要以上に貴族におもねる者はいなくとも、少なくともトラブルは起こしたくないと思っているに違ちがいない。

　その空気の変化を感じ取ったのか、ジーンはここぞとばかりに声をあげた。

「この件は、ギルドマスターである私と、領主オービニュ家が引き受けます。事の次第がわかるまで、むやみな口外は無用です。いいですね、これはギルドマスターとしての命令ですよ」

　ちょっとゴネた輩やからも数人いたが、基本的には面めん倒どうには巻き込まれたくないと考えているようで、それぞれ酒場や掲けい示じ板ばん、受付窓口へと、冒険者たちはいつもの夕方の風景へと戻もどっていった。

「ミウ、リアムは？」

　カエデを二階の部屋へ案内していると、ジーンはサブマスターであるリアムの所在を聞いていた。どうやら、先ほどお茶を出したあと、所用で外へと出かけたらしいのだ。戻ったらすぐに部屋に来るようにと猫ねこ耳みみお姉さんに伝言したジーンは、いささか気負った様子で二階へと上がって来た。




　かつてこの世界には、大きな大陸が双ふた子ごのように並んでいた。

　人族が多く、魔力に頼たよらず道具などが発展した大陸と、エルフや魔族、亜あ人じんなど多種多様な種族が魔法を軸じくに発展させていった大陸が、それぞれ違った進化を遂とげていたのだ。

　これらの過去については、幼い頃ころに父の書しよ斎さいの書物で得た、せいぜいがうわべ程度の知識である。いわゆる、諸説あるが……と注ちゆう釈しやくがつく仮説だ。

　現在は、一つの大陸と大小さまざまな島からなるこの世界だが、約三百年前のある事件までは、この大陸とほぼ同じサイズの大陸がすぐ隣となりに存在したという。アルヴィナは、その失われた大陸に存在した大きな町の名前だったようである。

　エルフ、魔族、数多あまたの亜人、そして人族の国をも支配下に置いたという、当時最強のフォルティア帝てい国こく。今や大国として名高いモンフォール王国やドリスタン王国さえも、かつてはその支配下にあったらしい。

「幼いころにこちらの大陸に移り住んだので、当時の事はあまり覚えていないのですが、故郷が消失したということは父から聞かされていました」

　ギルドマスターの執しつ務む室、その大きなソファーの三人掛がけの方に、突つっ立ったままで待っていた僕たちに、ジーンは座るように促うながした。部屋に入ってくるなり、いきなり語り出したジーンに、僕達二人はそれぞれ違う意味で驚いた。

　僕の驚きは、三百年前に幼かったというジーンの年ねん齢れいのことで、恐おそらくカエデの驚きはアルヴィナが失われた地だと語られたことだろう。

「本当に、ここはアルヴィナじゃないのね」

「君が言っているのがフォルティア帝国のアルヴィナの事なら、その通りです」

　思わず立ち上がりかけ、再び沈しずみ込むようにソファーに腰かけた少女は、胸の前で寒そうに手を擦こすりながらギュッと両手を握にぎった。やるせない表情でジーンを見つめ、ふと縋るようにこちらを見る。

「……貴方たちはエルフ、よね？　さっきは人族が大勢いたけれど、まさかここは人族の国なの？」

「その通り、ここは人族の国です。というか、ほぼ人族の国しかない、というのが現状です。おそらく貴女あなたが危き惧ぐしている通り、ここは貴女のいた世界とは異なる場所なのだと思います」

　驚いたことに、彼女はこの状じよう況きようをすでに甘かん受じゆしているようにも見えた。そしてジーンも、彼女がどこから来たのかおおよそ想像が付いている様子だった。

　むしろ、この場で一番混乱していたのは僕だったかもしれない。

「すみません、さっきから事情が吞のみ込めないのですが、彼女は、つまりどこか別の世界からやって来たってことですか？」

「そう、ですね。ただ、かつては同じ世界の、と前振りがつきますが」

　ジーンの答えに、僕よりも先に少女が「やっぱり」と呟つぶやいた。今までの話から察するに、彼女はこの世界では消しよう滅めつしたと考えられている大陸の住人で、その大陸は、今現在も別のどこかに存在し、そこから何らかの事情でこちらに来てしまった、とそんなところでいいのだろうか？　ちょっと突とつ拍ぴよう子しもない話ではあるが、二人の深刻そうな表情を見るに冗じよう談だんとかではなさそうだ。

「よりにもよってなんでこんな時に……、きっと大おお騒さわぎになってるわ」

　カエデは心底困ったように呟いて、しばらく黙だまり込んでしまったが、ふと何かを思いついたように顔をあげた。

「ねえ、その子ベヒーモスよね？　肩かたに乗ってる子は吸血コウモリだし、あなたも私と同じように……いいえ、それともまさか異界渡わたりを？」

　いきなり向けられた質問に、とっさにどう答えていいのかわからず、思わずポカンとしてしまった。助けを求めるようにジーンを見上げたが、驚いたことに彼もまた「どうなの？」的な視線を寄よ越こしていた。その様子に、彼もまたずっと自分に対してそのような疑問を持っていたのだろうと推測できた。

　いやいや、異界渡りとか意味わかんないんですが!?

「た、確かにこの子たちは異界の住人だと思うけど、それはある人が引き合わせてくれたってだけで……」

　そこまで話して、そういえばと思わず口を噤つぐんだ。

　今まで記き憶おくの奥底に眠ねむっていたものが、なんの前まえ触ぶれもなく、まるで水面に浮うきあがる空気玉のように弾はじけた。そうだ…、あれは水面。

　鏡のように研とぎ澄まされた恐ろしく凪ないだ湖面。一つ二つと静かに生じた水すい紋もんの輪は、まるで何かがつま先立ちで歩いているように近づいて来た。

　誘さそわれるように目で追うと、水面に立ち上るけぶるような霧きりの中に、獣けもののような一つの影かげがあった。やがて凜りんとした声が、優やさしく言い含ふくめるように、また窘たしなめるようにいくつかの警告をしたのだ。

　それは、ほんの数分の出来事だったけれど。

　なぜ、今まで忘れていたのだろうか──。

「……そういえば、僕はどこか違う場所に立っていた」

　でも、あれはほんのひと時の事だ、何かの思い違いかもしれない。それに、もしそうだとしても、あの獣が何かしたことなのではないだろうか？

「貴方……っ、えとリュシアン、だったわね。なぜそれを早く言わないのよっ！」

　独り言のような僕の話に、その少女、カエデは驚くほど食いついてきた。身体からだごと身を乗り出してきた彼女に、思わずびっくりしてその顔を押し返してしまったとしても、僕に罪はないだろう。

「な、なに!?　どうしたの？」

「うぷっ、……だ、だからね。貴方が会ったのはたぶん神しん獣じゆうよ。あらゆる世界を跨またぐことが出来るという麒き麟りんに間違いないわ」

　両手で押し戻されながらも、カエデはめげずに顔を振ふってその手を払はらいのけ、逃にがすものかと言わんばかりに、僕の両肩をがっしりと摑つかんだ。

「案内して頂ちよう戴だい！　その湖よ、そこへ連れていって！」

　必死の形相の彼女にタジタジになっていたその時、いささか吞のん気きな調子でドアがノックされた。ジーンは、僕たちの様子に構わず「どうぞ」と来訪者を招き入れる。

「お呼びと伺うかがいましたが……、なにか御ご用ようでしょうか」

　ギルドのサブマスター、リアム・ロベールは、見知らぬ少女にホールドされている僕に気が付き、驚いたように一つ二つ瞬まばたきをしたが、すぐにいつものように微笑ほほえみつつ優ゆう雅がな会え釈しやくをした。相変わらずの紳しん士しな対応……。でも余計に恥はずかしいので、むしろ何か突っ込んで欲しかった。

「あ、貴方は!?　……いえっ、ごめんなさい。違うわね、同族かと思ったのだけど」

　リアムが入ってくるなり、カエデは何かに気が付いたように彼の姿を上から下まで確かく認にんして、すぐに肩を落としてぶしつけに見つめた無礼を詫わびた。まるで迷子の子供が親に出会ったかのような勢いだったので、リアムはちょっとだけ気の毒そうに微笑んだ。

「私は人族ではありますが、多少なりとも魔ま族ぞくの血を引いておりますよ」

　リアムは、事もなげに衝しよう撃げきの事実を暴ばく露ろした。今までのカエデの言動などから、彼女の世界において魔族と人族とは共存している様子ではあるが、少なくともこちらの世界では魔族は忌いむべき存在として認知されている。

　後で詳くわしく聞いたのだが、リアムの一族は魔族と深い関わりを持っていたらしい。かつて人族は、魔族やエルフと縁えんを結ぶ者も多く、その交わりの中で高い魔力という恩おん恵けいを享きよう受じゆしてきた。例にもれず、リアムの一族もそのおかげでモンフォールでの地位を確立し、今現在も貴族の名家として存続している。

　とはいえ、その魔力の源である魔族の事は、代を重ねるごとに隠かくされるようになった。すでに記録から抹まつ消しようされてしまった魔族のご先祖様が、どんな種族であったのかさえ定さだかではないのだというのだから薄はく情じようなことである。今となっては直系の男子に、その事実のみが口頭で伝えられているとのことだ。

「なんて不ふ愉ゆ快かいな。でも、これで先ほどの人族の態度が頷うなずけたわ」

　カエデは、不満そうに唇を尖らせている。

　種族の特性として夜を好み、生気や血を好むものも多く、どちらかというと闇やみに属する印象がある魔族。もちろん、必ずしも全部がそうではないし、ほとんどの場合、成人までにパートナーを見つけることで、誰だれ彼かれ構わず襲おそうということもない。正直なところ、眉まゆ唾つばな伝承や創作物語などの影えい響きようで、人族の多くが魔族を誤解しているのだ。

「貴方のところでは、どの程度あちらの世界の事を聞いてますか？」

「すみません、私は長男ではないですし、特別なことは詳しくは知らされてません。もちろん、失われた大陸の事も、こちらの資料以上の事は知りません」

　お役に立てずにすみませんと頭を下げるリアムに、ジーンは首を振った。魔族の血を引く彼ならば、少し違ちがった情報があるかと考えたのだろうけれど、どうやら当てが外れてしまったようである。

「こちらこそ、立ち入ったことを聞いて申しわけない。さて、どうしたものか」

　話に付いて行けず、すっかり傍ぼう観かん者を決め込んでいた僕は、カエデの姿を改めて見つめた。容姿から察するにニーナと同じくらいだろうか？　でも、たしか魔族の中にはエルフほどの寿じゆ命みようを持つものもいるというし、もっと年上かもしれない。額から覗のぞくツノはなんだか鬼おにみたいだし、服装も和風と言えば和風だ。そうだ、名前。例の日本人みたいな名前、偶ぐう然ぜんじゃないよね？

「……ねえ、貴方。さっき言っていた湖に連れて行って！」

　ぼんやりと考え事をしていると、思いつめたような顔でカエデがいきなりこちらを振り返った。そういえば、さっきそんな話してたね。リアムが入って来て、うやむやになっちゃったけど。両手を掬すくい上げるように握られて、「お願い」と、頭を下げている。

「えーと……」

　もちろん、困っている彼女を助けたいのはやまやまなんだけど、あそこは学園の所有地で、いわば部外者が勝手に立ち入ることが出来ない場所だ。ましてや、彼女をそこへ連れていくとなると、まずはじめに国境を越こえなくてはいけない。僕の年齢や身分証では、残念ながら彼女の保証人にはなれないのである。

「学園の近くの湖というと、ドリスタン王国ですか」

「かなり遠い上に、彼女は通行証も持ってませんからね」

　ジーンとリアムが頭を抱かかえている。

　身元不明の魔族を連れて、国境を越えるのはかなりの難関だ。少なからぬ偏へん見けんも加わって、その行く手を阻はばまれることは間違いない。さらに、麒麟？　だっけ、その獣が世界を渡る力を持っているとして、果たして今もその場にいるだろうか。

「身分証なら持ってるわ。言ったでしょう、私も冒ぼう険けん者だって。ただ、なったばっかりなので、まだＦランクだけどね」

「向こうの世界のカードを渡されても……」

　このままでは埒らちが明かないと思ったのか、カエデは腰こしのポーチから一枚のカードを取り出してジーンに手て渡わたした。貰もらった本人を含め、僕たち三人はそれぞれ困こん惑わくしたように顔を見合わせるしかなかった。ともかく受け取ってしまったジーンは、無む駄だだと思いつつカードに魔力を通した。

「え……、あれ？」

　途と端たんに、戸と惑まどったような声が漏もれる。

　すぐにサブマスターであるリアムにも、慌あわててその面を見せていた。みるみるリアムの表情が驚おどろきに彩いろどられていった。

　なに、なに？　そんな驚くことが書いてあるの？　正直、リアムの微笑んだ表情以外の顔って、初めて見たんだけど。流石さすがに黙っていられなくなり、思わず立ち上がってそのカードを覗き込んだ。

「これって……」

　すべての身分証は、ほとんどの国や町で共通とされている。それはギルドカードでも同じことだ。冒険者になり、ギルドではじめてカードを作るということもあるが、学校などに入学すると、学生証としての身分証を貰うことになる。その場合は、追加項こう目もくとして機能が増えていくだけで、ずっと同じものを使うのだ。即すなわち、すべてのカードはどんなものでも様式は共通なのである。

　そして彼女が持っていた身分証は、ごく見慣れた様式のものであった。

　昔のこととはいえ、過去においては共通の通貨、身分証を使っていた隣となり同どう士しの大陸だ。様式が同じであったとしても、それ自体は不思議なことではない。

　ただし、この三百年の間に技術は進歩してカードの機能は変わっているし、新しく興おこった国もあれば、滅ほろびた国もある。カードの情報は当然ながら刻々と移り変わっていき、それらの更こう新しんはカードを使用する際に、自動的に新たな情報に書き替かえられていくという仕様なのである。

　お互たがいの情報が途と切ぎれて三百年、カードの機能はもちろん、記録されている情報も同じはずはない。現にオービニュ領は、もとはといえば百年ほど前に魔境を調査するための拠きよ点てんとして開かい拓たくされた新しい土地だ。三百年前には、影も形もなかったのだ。

「私の魔力に反応して、現在地が記されている」

　そのカードには、モンフォール王国オービニュ伯はく爵しやく領の冒険者ギルドであることが、間違いなく明記されていた。ジーンはもちろん、僕もリアムも驚きを隠せなかった。なぜなら、当然そこは照合できない、と反応するはずなのだ。

「まさか、これは……」

「このカードに、このオービニュ領の情報があったということですね？」

　思わず言葉を濁にごした先を、僕が引き継つぐ形で答えると、ジーンはゆっくりと頷いた。失われたはずの大陸からやって来た少女。彼女が持ってきたカードは、何な故ぜかこの大陸で発行されている各種身分証明カードと、なんら変わらないものだとわかった。もちろん、この一点だけでは断言できないし、このカードが何らかの技術でここの情報を読み取ったとも考えられた。

　なぜなら、彼女が来たとされる大陸は、もともとこちらの大陸よりずっと魔法技術が発展していたからだ。

「このカードの情報が正しいとするなら、彼女の身分は確かに冒険者ですね。プライベート欄らんはプロテクトがかかってますので出身地などはわかりませんが、冒険者登録は一週間前で、アルヴィナとなっています」

　身元を確認してみると、カードには当あたり障さわりのない情報のみが現れた。ギルドマスターの権限を使えば、もっと詳しく開示もできるようだが、犯罪に関係するなどの理由がなければむやみに行使できないとのことだった。

「しかし、やはりこのカードで国境は……」

　リアムが気がかりそうに彼女を見て、ジーンの方へ視線を移した。同族の血が流れているせいか、珍めずらしく同情的になっているように見える。

「当然、アルヴィナってどこ？　ってなりますよね」

　思わず呟つぶやいた僕の言葉に、二人は苦く笑しようしつつも頷いた。

　正直なところ、アルヴィナなど聞いたこともなかった。失われた大陸のことは、歴史でもたいして語られることはなく、それこそ王立図書館の奥深くに眠ねむっている伝承記など、極ごくわずかな資料しかない。そんな訳のわからない場所のギルドカードを提示されても、却かえって怪あやしまれるのがオチだろう。

「……方法が、ないわけではありません」

　心配そうに見守るカエデに、確認を済ませたカードを返しながら、ジーンは僕の方を見てそう言った。




　いつもの猫ねこ耳みみお姉さんが、処理を終えたカードを差し出した。

「では、こちらを。これでギルドへの登録は完かん了りようです。説明をお聞きになりますか？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。ありがとう、ミウさん」

　ギルドの窓口。ミウさんは、ちょっとだけ余よ所そ行きな口調での対応だったが、僕がお礼を言うと、いつものようにお茶目にウインクをした。ひらひらと手を振ふって、笑え顔がおで見送ってくれる。

　そして、旅の同行者になる青あお髪かみの少女を見上げた。

「よろしくね、リュシアン」

「こちらこそ」

　僕は結局、冒険者としての資格を取ることになった。学園のみんなには申し訳ないけれど、当初の予定より早く冒険者デビューを果たすことになったのだ。

　事の成り行きは、数時間前──。

　ギルドマスターの示した提案から始まった。

「幸い、彼女はまだ子供です」

　カエデにカードを返したジーンは、彼女の容姿を確認してそう言った。

　ギルドカードの基き礎そ情報には十三才とあった。就学前にしては少し年長だが、そこはなんとでも理由をつけられる、という事だろう。

「学校に行ってない限り、身分証を持っていなくてもおかしくない年ねん齢れいです。そこで身分証がある大人、あるいは冒険者などの護衛をつけて国境を渡わたる。賞しよう罰ばつの審しん査さくらいはされるかもしれませんが、あのカードを見る限りではその点も大丈夫です」

　青い髪と、ツノは隠す必要があるが、よほどの理由がない限り、女性のベールを取れとまでは言わないだろう。

　後は──、とジーンはそこで言葉を濁した。

「誰だれを保証人に立てるか、ですね」

　リアムの言葉に、ジーンが頷いた。ジーンにしろ、リアムにしろ、身元の保証という点では、これ以上の人材はないだろうけれど、ギルドマスターであるジーンはもちろん、リアムもそうそう簡単に動ける立場ではない。

「いっそ、依い頼らいを出すというのはどうでしょうか？　ドリスタン王国へ同行し、学園への交こう渉しようを含ふくめた護衛依頼という形です。問題の私有地への立ち入りは、私の方から一筆したためますので」

「……いやよ！　冒険者ってさっきの人達でしょ？　ご、ごめんなさい、でも申し訳ないけれど、なんだか信用ならないもの」

　ジーンの提案に、思った以上にカエデは嫌けん悪お感かんを露あらわにした。魔ま族ぞくという種族への偏見を理由に、不当に扱あつかわれたことがよほど不ふ愉ゆ快かいだったのだろう。こちらの長年の風評がもたらした不幸な行き違いだったとしても、そこは割り切れないものがあったのだろう。

　まあ確かに、あんなガタイの良いおっさんたちに寄ってたかって取り囲まれれば、僕でもトラウマになりそうだからね。

「先ほどのことは、本当に失礼しました。ですが彼らもプロです。依頼となれば……」

「ねえ、貴方あなたじゃダメなの？　子供に見えるけど貴方はエルフよね、だって冒険者なんだもの、見かけよりは年上でしょう？」

　頑かたくなに首を振ったカエデが、いきなりこちらに身体からだを向けた。

「えっ、ん？　いやいや、僕はエルフじゃないよ」

「う、うそ。だって……」

　いきなり矛ほこ先さきを向けられて思わず狼狽うろたえたが、これは本当だ。

　種族判定は、基本的には血の濃こさで決まる。行ゆく方え不明の祖母が、エルフかハーフエルフだろうとされているが、どちらにしろクオーター以下となるので、間違いなく判定は人間なのだ。まあ、人が決めた法則だけどね。

「彼──、リュシアン様はエルフの特長を数多く持っていますが、おそらく先祖返り、というか隔かく世せい遺伝だと思われます。エルフだったと思われるお祖母ばあ様の血を色濃く受け継いでおられるのでしょう」

「それならやっぱりエルフじゃない。同じことよ」

　そんなざっくりと、適当に……。

「同じじゃないと思うけど、まあそれはいいや。でも、ごめんね。どっちにしろ、僕はまだ冒ぼう険けん者じゃないんだよ」

「そうなの？　え、じゃあ、どうしよう」

　冒険者としてここに居るのだと思っていたカエデは、ひどくがっかりしたように肩かたを落とした。確かに、僕としてもここまで関わりを持った以上、見知らぬ他人に丸投げするのはなんだか気が引けるというか、気になって仕方がないのだけど。

「リュシアン様、これは提案なのですが」

「あ、はい？　なんでしょうか」

「先ほど確か、休みが明ければ冒険者になるとおっしゃってましたね？」

「はい、学園が始まり次し第だい、友人たちと……って、え？」

　カエデに気を取られつつ受け答えをしていた僕は、そこまで来てようやくジーンの思おも惑わくに気が付いた。この騒さわぎが起こる前、冒険者ギルドの件や世間話のついでに、確か夏期休きゆう暇かはいい機会だから、チョビやペシュたちと小旅行でもしようかと思っているとかなんとか、ペロッともらした覚えがある。

「いい機会じゃないですか」と、ジーンはにこやかすぎる微笑ほほえみを浮うかべた。

　あ、これ知ってる。

　スゴイ面めん倒どうな案件を、無茶な期日でねじ込んで来る時の上司の顔だ……。




　と、言うわけで──急きゆう遽きよ、学園へと戻もどることになった。

　冒険者ギルドを後にした僕らは、馬を預けている町外れまで歩いていた。

「すぐにでも出発したいところだけど、ひとまず家族にも報告したいから、ウチに寄って貰もらうことになるけど」

「ええ、もちろんよ。私のせいで迷めい惑わくをかけるんだもの、ご家族の皆みな様さまには、きちんと挨あい拶さつさせていただくわ」

　カエデは人族に少し隔へだたりがあるように感じるが、それでも節度や礼れい儀ぎはわきまえているようである。理由もなく嫌悪感をあらわにしたり、それによって態度を変えたりするつもりはないようだ。

「それにしても、すごい人ね」

「ちょうど夕時だからね、お店もそろそろ全部閉まっちゃうし、今が一番人が多い時間なのかも知れないね」

　そうは言ったものの、こんな時間に町中に出ていくことがなかったので、こんなすごい人ひと混ごみになるとは思わなかった。サイドに並ぶ食品を取り扱う屋台が、見切り品を出す時間だということを皆知っているのだろう。バーゲンセールのワゴンにわんさと群がる人々を思い出してしまった。

「カエデ、はぐれるといけないから」

　僕が手を差し出すと、カエデは少し驚おどろいた様子だったが、ちょっと遠えん慮りよがちな仕草でぎゅっと摑つかんできた。背は僕よりもずっと高いけど、やはり女の子だからだろうか、思ったより指は細く、手のひらは小さく感じた。

　そして無意識かもしれないが、その手にはかなり力がこもっていた。こんなことになって、彼女もやはり心細いのかもしれない。相手は年上とはいえ、ここは守ってあげなきゃいけないな、と珍しく気負った気分になった。周りから見たら、僕の方がお姉さんに手を引かれている構図なんだろうけど。

　──そういえば、なんだっけ？

　何故かふと、先ほど思い出した湖での出来事が頭をよぎった。確か、そうだ。なにか忠告を受けた気がする。岩いわ陰かげ、水陰……、人々の思考が行き交かう雑ざつ踏とうに近寄るな、だったかな。

　言われてみれば、不可解な転移をした時って、必ずそんな場面だったかも？

　そんなことを考えていたからなのか。

　いきなりそれは起こった。

　ざわざわざわざわ……。

　周りの音が、急に耳を塞ふさいだような、くぐもった音に変わった。

　疑問を口にする余よ裕ゆうすらなかった。

　ただ、この感覚はすでに何度か経験したことがあった。そして、直後に起こる事象も想像できた。こうなると、もう出来ることは一つしかない。

　カエデを迷子にしないように、繫つないだ手を強く握にぎることだけだ。

　それは時間にして、一秒あるかないかの刹せつ那なの出来事。けれどその時、僕ははっきりと感じた。意識が引き込まれるその瞬しゆん間かん、二にの腕うでを誰かに強く摑まれたことを。




　　　　＊




　ふと気が付くと、ざわざわとした人の波が、先ほどまでと変わらずに僕達の脇わきを通り過ぎていった。

　一見、何事もなかったかのようだけど……。

　カエデと手を繫いでいたことを思い出し、すぐに確かく認にんした。僕の手は、しっかりと少女の手を摑んでいる。ほっとして顔を上げると、向こうもこちらを見て、大きな瞳ひとみをぱちぱちと瞬またたいている。

　さらにもう一つ、今も感じる二の腕を摑む大きな手の感かん触しよく。

「……ゾラ」

　それは、ある程度想像した通りの人物だった。

　僕が名を呼ぶと、はっと気が付いたように手を離はなし、片かた膝ひざをついて頭を下げた。

「勝手なことをして、申し訳ありません」

「いや、うん……いいから、とにかく立って」

　ここで跪ひざまずくのやめて。

　案の定、周りの人々の視線が、まるで奇き異いなものでも見るように、じろじろとこちらに向けられていた。また、その注目は僕の頭上にも注がれていた。

　どうやらいつもの指定席に乗っていたチョビは、しっかりとしがみついていたようで無事だったようだ。ただ、人混みに緊きん張ちようしているのか、短い手足をゴソゴソと動かして、髪かみをかき分けるようにして、さらに深く潜もぐろうと必死だ。

　頭皮をえぐるように掘ほるのやめて、痛い……。

　ペシュも、ひょこっと襟えり元もとから顔を出した。咄とつ嗟さに服の中に避ひ難なんしていたらしく、首を伸のばしておっかなびっくり外の様子を窺うかがっていた。

　みんな無事でよかった。下手をしたら、迷子どころでは済まなかっただろうからね。

　……なぜなら。

「ねえ、リュシアン。ここ……」

　辺りを見回していたカエデも、どうやら気が付いたようだ。

　そう、僕はもうわかっていた。なんら変わらず人々が行き交う雑踏ではあるが、何もかもがさっきまでと違ちがうのだということに。なにより、変わらないはずのさんざめく人々もまた、全員と言っていいほど人族ではなかったのだ。

「僕が言えるのは、ここがオービニュ領ではないってことだけだけどね」

「……ここはアルヴィナよ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやいたカエデに、僕は頷うなずいた。

「さっき、カエデが言っていた場所だね。君はここから飛ばされたの？」

「ええ……でも、時間がかなり経たっているみたい。あの時は朝だったけれど、今はどう見ても夕方だわ」

　カエデは何かを探すように、きょろきょろと辺りを見回している。

「そういえば聞かなかったけど、カエデは誰だれかと一いつ緒しよだったの？」

「うん、あ……いいえ、連れというわけではないわ。迎むかえに来ていた護衛と、一緒だったのよ」

　護衛？　……まさか、連行されて、ということはないだろう。だが、少なくとも何かに於おいて重要人物だったのは確かなようだ。

　僕の表情が読めたのか、カエデは少し苦く笑しようして、一つ息をついた。

「どうやら、その一行はいないようだし、ここまできたら慌あわてても仕方ないわ」

　何にしても、こんな人ごみの中で御ご託たくを並べていても仕方がない。取りあえず、カエデの案内で宿屋に向かうことになった。

「リュシアン様、私はいつものように……」

　そう断って、ゾラが姿を消そうとしたが、僕はそれを止めた。

「待って、ゾラ。ここは、見知らぬ土地なんだ。キミが、勝手な行動をとるとは思わないけど、この先のことがわかるまで目の届くところにいて欲しい。それに、言っておきたいこともあるし」

「……承知しました」

　静かに頷いて、ゾラは僕の少し後ろを歩き始めた。

「……さっきから、気になってたんだけど」

　カエデが後ろを気にしながら、小声で話しかけてきた。

　まあ、気になって当然だろう。ずっと二人で歩いてきたはずなのに、こちらに来た途と端たん、いきなり一人増えてたら驚くよね。

「どうやらお互たがい、積もる話がありそうだね。ともかく、宿屋へ行こうか」




「これはまた、高級そうな宿屋だね」

「そうね……」

　目の前にある宿屋は、普ふ通つうの冒険者が逗とう留りゆう場所にするような宿屋ではなかった。あえて言うなら、セキュリティが整った高級ホテルだろうか。

「……ある意味、接待だったのかもしれないわ」

「従じゆう魔まが一緒でも、大だい丈じよう夫ぶかな」

　どうやらカエデも馴な染じみというわけではなく、先日初めて泊とまったらしい。まだ詳くわしくは聞いてないけれど、この町のことはそれほど知っているわけではなく、目的地への道中に立ち寄ったというのが真実らしい。

「そのサイズの従魔でしたら、ご一緒で構いませんよ。皆さまは、大部屋がよろしゅうございますか？」

　宿屋の女将おかみさんだろう女性は、ニコニコと笑って対応してくれた。

「いえ、二部屋お願いします。食事もこちらでお願いしてもいいですか？」

「もちろんですよ。夕食と朝食三人分、お部屋は二部屋ですね」

「はい、よろしくお願いします」

　子どもの二人連れに、その後ろに佇たたずむ無口な青年。とても普通の一行とも思えなかっただろうけれど、初めにいくらかの金貨を積んだのがよかったのだろう。なんとか今夜の宿は無事に取れたようだ。

　カエデは提示された金額に驚いていたようだが、これほどの宿屋であれば、吹ふっ掛かけられたわけではないだろう。立派な門構えの入り口には、身なりの整った用心棒が立っていたし、従業員はしっかりと教育されている。

　貴族や高級官かん僚りようなどもご用よう達たしの、ちゃんとした宿に見えた。

　セキュリティも万ばん全ぜんのようで、一いち見げんさんには必ずやってもらうのだと言って、玄げん関かん先さきでなにやら小さなカードに触ふれた。おそらくあれは、犯罪履り歴れきを確認する魔法道具か何かだったのだろう。たとえお金をいくら積んでも、そこで引っかかれば、用心棒によってつまみ出されたに違いない。

「驚いた、こんなに高い宿屋だったのね。ごめんなさいね、昨日は私が支し払はらいをしたわけではなかったものだから、知らなくて……」

　カエデは、高い宿屋を紹しよう介かいしたことを申し訳なく思っているようだ。

　僕とゾラに用意された部屋で、今は三人一緒に寛くつろいでいた。カエデには別室が用意されているが、夕食まではここでウェルカムサービスのお茶を頂いているのだ。さすがは高級宿屋、おもてなしが行き届いている。

「それに私の分まで出して貰もらっちゃって、ごめんなさい」

「仕方がないよ、カエデはほとんど身一つだったしね。それに、セキュリティがしっかりしてるのは悪いことじゃない。なにしろ僕にとって、ここは未知の世界だしね」

「それにしても、貴方あなた何者なの？　あんな大金をポンと出しちゃうし、それに……」

　カエデは、少し遠えん慮りよがちにちらっと僕の背後を気にした。

　言わずもがな、ゾラの事だ。彼の僕に対する態度から、たぶん従者か何かと思ってはいるのだろう。無理もない、こうしてお茶を囲んでいるのに、彼一人、僕の斜ななめ後ろに控ひかえているのだから。

　彼には彼の矜きよう持じもあるだろう。僕も、どうしても納なつ得とくいかないこと以外は無む理り強じいする気もないし、アレコレと口を出す気もないんだけど、ね。

「君が迷い込んだ世界……どうやら、元は同じ世界にあったようだけど、その国家の一つで、モンフォール王国、伯はく爵しやく家。その三男、というのが僕の身分だよ」

　僕の身分など、ここではなんの意味もないだろうけれど、カエデの事情を聞くにあたって、自己紹介は必要だろうし信用してもらう必要もある。

「後ろに控える彼は、僕の隠おん密みつ。要するに護衛だね。普段は姿を隠かくしているし、こちらに介入してくることはないよ。今回は、いろいろイレギュラーだけどね」

「……申し訳ありません」

　しおらしく頭を下げるゾラに、僕は小さく肩かたを竦すくめた。実際、職務に忠実であり、謝るどころかお手て柄がらとも言えるのだろうけれど……まあ、今はとりあえず、カエデがいるので話を戻もどすことにした。

「ともかく彼の事は気にしないで。少なくとも、あやしい者じゃないから」

　隠密という言葉で納得したかどうかはわからないが、取りあえず僕が身元を明かしたことで信用してくれたようだ。たかだか伯爵家の三男坊ぼうに、ずっと護衛が付くことにいささかの疑問もあったかもしれないが、今ここで詳しく話したところで意味はないので、僕はあえてスルーした。

「それとお金のことは、また別の機会にでも話すけど……今は」

「そうね、私の事よね」

「話したくないことは、無理に話すことはないよ。ただ、今の状じよう況きようやこれからの行動に必要なことがあれば聞かせて欲しいんだ」

　僕がそう言うと、彼女は少し考えて首を振ふった。

「いいえ、貴方には協力してもらわないとならないと思うし、話すわ。……ううん、たぶん聞いてほしいのかもしれないわね。ごめんなさい、きっと愚ぐ痴ちのようになってしまうかもしれないわ」

　こちらの世界の事をほとんど知らない僕の為ために、カエデはこの世界の勢力図的な説明から話し始めた。

「まずは頂点に帝てい国こくがあり、その属国がいくつかあり、なにより女め神がみ、ソティナルドゥ神を祀まつる神しん殿でん付近を聖地とした、特別自治区があるわ。大陸の丁度中央、神界への入り口ともいわれるソナ大瀑ばく布ふの近くよ」

　ソティナルドゥ神、そんな女神は聞いたことがないな……ソナ教は聞いたことがあるけど、そもそもソナって地名だったの？

　もとより一神教ではなかった元日本人の僕にとって、どんな神を信じるかとかいう拘こだわりはあまりなく、なんの疑問もなく普通に教会でお祈いのりしてた気がする。

　それにしても、神さまの名前と滝たきの名前がなんで入れ替かわってるんだろう。

　その疑問に、カエデはあっさりと答えを出した。

「もともとソナという名のエルフが、女神に昇しよう華かして主神にソティナルドゥという名を貰ったと言われているの。たぶんそちらの大陸が、こちらから分かれた時に名前がごっちゃになったのかもしれないわね」

　元を辿たどれば、信しん仰こうの対象は同じなのだろう。ただ、教会の規模は天と地ほどの差があるようだ。皇帝に意見を言えるほどの影えい響きよう力を持ち、帝国の行事のいくつかを牛ぎゆう耳じり、大半の国民の信仰を集めているというのだ。聖地は、形こそ帝国の領地だが、事実上、治外法権なのだという。

「ソナは、元エルフってことだけど、エルフが神になるなんてことあるの？」

「うーん、どうかしら？　どちらにしても、エルフが神の子だったっていう神話の時代の話のようだし、創造かもしれないわね」

「ごめん、話の腰こしを折って。続けて」

「貴方もエルフだもの、気になっても仕方がないわよ。でも長くなるし、その辺は端は折しよるけど……で、今その教会と皇帝の力の均きん衡こうが危あやうくなっているのよ」

　彼女の中では、僕はエルフ認にん定ていのようである。どうやら人間という種族に、残念ながらあまり良い印象を持っていない様子だった。

「教会が力を持ちすぎた、ってこと？」

「そうね、それもあるけど……皇帝家の力が弱まった、というのが一番の理由ね」

　ここ数十年は特にひどく、市民の反乱、属国同士の小こ競ぜり合あい、果てはクーデターや、後こう継けい者しや争いなどなど、不ふ祥しよう事じのオンパレードだったというのだ。

「よく存続したね……」

　逆にそれだけのことがあって、何とか持ち堪こたえてるってすごいな。

「それは、ひとえに過去の英えい雄ゆうの威い光こうのおかげよ」

　フォルティア帝国を建国した英雄王──。

　遡さかのぼること約千年前、元は爵しやく位いも地位もない、どこから来たのかも知れぬ、一人の流る浪ろうの若者だったという。

　その当時、すべての種族はそれぞれの勢力を主張するばかりで、ほぼ全面戦争状態だった。それを和解に導いたのがその若者だったらしく、最終的には全種族が交流しつつ、たくさんの豊かな国を作る基き礎そを作ったのだという。

　そこには壮そう大だいなストーリーがあったに違ちがいないが、全部を聞いていると日が暮れてしまうので、話したそうにしているカエデを促うながして、簡潔にまとめてもらった。

「名前は、確かミークーリャ・ムトー、だったかしら。人族で、なんでもスゴく無口な方だったらしく、会話のほとんどを彼の従者だった女性が担になっていたらしいわ。その女性は魔ま族ぞくだったらしいけど……」

　ムトーって苗みよう字じじゃなかったんだ。っていうか、それって御み厨くりや霧む灯とうとか、キラキラネームだったりしてね。もっとも、ミークーリャなんて変な風に伝わってるし、ムトー自体、もっと違う名前の可能性もあるけど……それとも本当に、そんな名前のこっちの人だったのかもしれないんだけどね。

　でも、無口だったっていうし、それって言葉が通じなかったんじゃないかな？　その従者だった魔族の女性の、例えばテレパスとか、そんな能力で通訳してもらってたとかあるよね。

　でもまあ、そんな漫まん画がみたいなことがあるわけないか……。

「さっきも言ったけど、実際クーデターや皇帝暗殺なんかもあって、世代交代が激しくてね、何代も前から、肝かん心じんの英雄の血、その証あかしを失ってしまったのよ」

　なるほど、英雄の威を借りて国をまとめていたのに、その根源を失ってしまってはさぞかしやりにくいだろう。

「そっか、英雄が人族ってことは……」

「ええ、子供たちは長命な母親の血を受け継ついでいたけど、人族の血が入るとどうしても寿じゆ命みようは短くなるから、今の皇帝陛下はもちろん、その家族に、直系は存在しないわ。英雄王の妻の一人だったエルフの女性が、最近まで存命だったという話も聞いたけど所在がわからないし……そこで、私というわけ」

　どうやら話が核かく心しんに来たようだ。……ん？　妻の一人？

「……奥さんは、全員違う種族で七人いたそうよ」




　夕食が終わり、今はゾラと二人で自室へと向かう廊ろう下かを歩いていた。

　ついさっき、カエデに用意された部屋まで彼女を送ったところである。まだ話したそうにしていたが、かなり夜も更ふけてしまったのでまた明日にしてもらったのだ。

　高級宿屋に偽いつわりなしのとても美味おいしい夕食だったが、なにしろ心配事が山ほどあるので悠ゆう長ちように楽しんでばかりもいられないのが残念だった。

　それにしても広い宿屋である。その上、案内板のようなものもなく、うっかりすると迷いそうになる。この難解な道筋もまた、いわゆる防犯システムの一つなのだろう。

　なんとか無事に部屋にたどり着き、ベッドに腰をかけると、ゾラはテーブルにあるランプに火を入れた。部屋の入口にも魔石を使ったランプがあるが、手元を照らすために火をつかったランプがいくつか用意されている。

「ありがとう、ゾラ。ここでは寛いでいいよ」

「はい」

　返事はしたが、やはりゾラはテーブルの傍そばに立ったままだった。苦く笑しようしたものの、こればかりは職業病とかいうものかもしれないな、と半ば諦あきらめている。

　さて、明日からどうしようか。

　すごく簡潔に話をまとめれば、カエデは皇帝の元へと嫁とつぐため、神殿のある聖地に向かっている途と中ちゆうだったということだ。

　ソティナルドゥ神を祀るその神殿では、百年前までハイエルフが神事を行っていたらしく、いわゆる生き神信仰が残っていた場所だという。皇帝に嫁ぐ者は、ここで禊みそぎや儀ぎ式しきを行うのが習わしだというのだ。

　カエデは今でこそ平民の娘むすめだが、数世代前までは皇位継けい承しよう権を持つ公こう爵しやくの家いえ柄がらだったらしい。それが一度のクーデター騒さわぎですべてを奪うばわれたというのだ。

　昨今の皇帝は、ほぼ純血の人族なので世代交代が激しい上、簒さん奪だつや弾だん劾がいが多く、慌あわただしい継承のどさくさで、英雄の系けい譜ふからどんどん外れてしまった。

　一方、カエデは身分こそ一いつ般ぱん市民だが、かつて英雄王が与あたえた名前の痕こん跡せきを残し、亡き高祖父に至っては英雄王の息むす子こだ。よほど血筋は確かである。

　ともかく、教会の圧力や家臣からの弾劾に怯おびえる皇帝が、英雄の威を借りようと元公爵家であり年とし頃ごろのカエデに目を付けた、ということだった。もちろんカエデにその気はなく、家族もそんな話は受けなかったのだが、腐くさっても相手は皇帝である。ましてや、市民のほとんどが信仰している宗教の力も持ちだした。

　それでもカエデの祖父は、いざとなったら世界の果てに逃にがしてやる、などと強気なことを言っていたようだけど、家族が次々と正体不明の病に倒たおれ、暮らしていた村にも病が蔓まん延えんするに至り、ついに村に残ることが難しくなってしまった。

　どちらにしろ、要は形だけでも英雄の名前が欲ほしい皇帝が、カエデとの婚こん姻いんによってそれを手に入れようとした、という政略結けつ婚こんが事の始まりだったのである。

「そうそう、ゾラ」

　僕が立ち上がると、ゾラは部屋の出入り口付近に用意されていた着物を取りに行き、すぐに手て渡わたしてくれた。どうやら宿屋が用意してくれた寝ね間ま着きのようだ。突とつ然ぜんこっちに飛ばされたせいで、ろくに旅の準備ができなかったので助かる……って、そうじゃなくて。

「ありがとう。でも、まだ寝ないよ。少し話があるんだ」

　ゾラは頷うなずいて、改めて僕の前に跪ひざまずいた。

「うん、それね」

「……？」

　唐とう突とつに指し摘てきされて、ゾラは何のことかと首を捻ひねる。

「こっちでは常に姿を晒さらしているし、できれば普ふ通つうに接して欲しいんだけど……いや、わかってるよ。君も仕事なんだし、余計な口出しはしたくないんだけどね」

　ゾラが困っているのが伝わって来て、僕は言い含ふくめるように続けた。

「目立つといろいろ支障がでるんだよ。それと、これは最初に言おうと思ったんだけど、僕が移動する現象が一体どういう条件で起こるのかわからないけど、危険だからむやみに飛び込んだらいけないよ」

　とっさに口を開きかけたゾラを、押しとどめるように一気に話した。

「誤解しないでね。君を蔑ないがしろにしてるわけでも、信用してないわけでもないよ。でもね、万一にでもどこかではぐれて違う場所……ううん、下手へたをすれば未知の空間に迷い込むとも限らないんだ」

　実際、前回はとんでもない高レベルのダンジョンの最深部だった。下手をすると、そこは空気がない場所かもしれない、あるいは毒が充じゆう満まんした場所かもしれない、地面がない奈な落らくかもしれない……そんな場所へ、放ほうり出されないとも限らないのだ。

　ゾラは、じっと僕の瞳ひとみを見つめて一度口を噤つぐみ、再び口を開いた。

「……仰おおせの通りに」

　うーん……、ほんとかな？　やけにあっさり頷いたゾラに、僕は却かえって納なつ得とくいかなかったが、そもそもこの現象がどうやって起こっているのかわからないので、注意のしようがない。

　同じ理由で、今のところ帰る手立てもない。噓うそか本当か、カエデの祖父がそれらしいことを言っていたらしいので、本人に会ってみるのも手かも知れない。

　どちらにしろ、当面では出来ることもないのでカエデに協力するしかないだろう。




　目が覚めると、ここがどこだかすぐにはわからなかった。

「おはようございます。リュシアン様」

　その声に顔だけ向けると、ベッドの側そばに静かに佇たたずみ、軽く頭をさげているゾラの姿があった。あ、一気に思い出した。ここはアルヴィナという町で、迷い人のカエデと一いつ緒しよに宿屋に泊とまったんだったね。……いや、今は僕が迷い人か。

「おはよう、早いね」

「お支し度たくの準備が整っておりますので、お使いください」

　起き上がってテーブルを見ると、洗面用の小さな桶おけと手て拭ぬぐい、髪かみを手入れするブラシなどが揃そろえてあった。相変わらず至れり尽つくせり。姿を消している時は、存在しないものとして手を貸すことはないが、表に出ている時は従者として振ふる舞まうようだ。

　……まあ、人目のない所ならいいか。

　身支度を整え部屋を出ると、食堂へ向かう途中の廊下でカエデに会った。どうやら時間はきっちり守るタイプらしい。合流して階下へと向かい、それぞれ用意されたテーブルにつくと朝食が運ばれて来た。ゾラも昨日言い含めた通り、ちゃんと僕らと並んで一緒に食事をとっていた。

「それでカエデとしては、聖地へ向かうつもりなんだよね？　同行人を待つ、って手もあると思うけど」

「そ、そうね……でも、丸一日行方ゆくえ不明だったんだもの。私は逃げたと思われてるんじゃないかしら。早々に帝てい都とに戻もどっているか、聖地の方へ連れん絡らくに向かっているか……きっと、もうここにはいないと思うわ」

　カエデの様子からして、同行人だった者たちとは合流したくなさそうな雰ふん囲い気きだ。この結婚話からして、脅きよう迫はくめいた理り不ふ尽じんな圧力を感じるし、カエデがよく思ってなくても当然だろう。

「帝都ってここじゃないの？」

「ええ、ここはかつての帝都だった場所。ずいぶん昔に帝都はもっと東に移ったのよ」

　聖地へ向かって、カエデはどうするのだろう？

　ふと、いつもの余計なお節せつ介かいが頭をもたげたが、無関係な僕がこれ以上首を突つっ込むべきではないと、小さく頭を振って食事を再開した。

　どちらにしても、旅支度は必要かな。

　もっとも、カバンには道具や食料、今までに手に入れた戦利品、装備、その他もろもろ入れっぱなしになっている。実際、昨日の宿屋での支し払はらいではそのおかげで助かった。とはいえ、数日の旅をするとなるといろいろ追加しておきたいところだ。

　あれ？　そういえば足ってあるのかな。

「聖地に行く手段って馬車？」

「ええ、聖地まではわりと需じゆ要ようがあるので、乗合馬車が頻ひん繁ぱんに出ているはずよ」

　じゃあそれほど大おお掛がかりな旅の準備は必要ないかな。

「食事が終わったら、少し買い物に出掛けよう。乗合馬車の出発時間とか、聞きに行かないといけないし」

　僕がそう締しめくくると、カエデはまだなにか言いたそうにしていたが「そうね」と頷いて、それからはずっと無言で残りの食事をとっていた。








第三章　もうひとつの世界






　改めて外へ出てみると、その光景に驚おどろいた。

　昨日はすっかり陽ひが暮れており、街並みなどはよく見えなかったが、そこには和洋折せつ衷ちゆうの街並みが広がっていた。中世の西洋風な向こうの様子とは違ちがって、どことなく懐なつかしい印象だった。

　和のテイストが混じった建物を見ようとは、よもや思わなかった。とはいっても、むろん全体的に見れば石造りの建物のほうが圧あつ倒とう的に多いけれど。

　時折ポツンと、瓦かわらのようなものを葺ふいた屋根などがあったりする。もちろん民家とかではなく、店てん舗ぽや宿屋なので、一般的に普ふ及きゆうしているという様子ではない。

　なんだろう、初代皇こう帝ていの遺のこした文化なのだろうか？　時代に大きなズレがあるけど、やっぱり初代は日本からの転生……もしくは、転移者ではないかと思ってしまう。もしそうなら会ってみたかったが、どちらにしてもはるか昔のこと、それも叶かなわぬだろう。

　ともかく僕らは、そんな市場や露ろ店てんなどを巡めぐり、消しよう耗もう品の日用品や食料品などを買い揃えていった。さすが大きな町だけあって新しん鮮せんな果物、野菜、肉などが豊富にあった。自分たちで旅をするなら、狩かりなどで多少は現地調達できるが、乗合馬車ではそうもいかない。フリーバッグには、すぐに食べられるものなどいくつか補ほ充じゆうすることにした。

　冒ぼう険けん者ギルドでも、錬れん金きん素材などを手に入れたい。当面は大だい丈じよう夫ぶだが、巻物用の材料が少し心もとない気がしたからだ。

「リュシアンって、マジックバッグ持ってるのね」

　カエデが言うそれは、僕達がフリーバッグと呼んでいるものの事のようだ。僕が、次々と品物をバッグに突っ込んでいくのを、カエデは面おも白しろそうに見ている。その様子から、どうやらこちらでも貴重品ではあるようだ。

「あっ！」

「ど、どうしたのよ？」

　いきなり大声を出して立ち止まった僕に、カエデは驚いて振り向いた。

　僕の視線は、とある店先に並んだ商品に釘くぎ付づけになっている。露ろ店てんではなく、ちゃんとした店舗で、しかも先ほど和テイストの建物だと指摘した、その軒のき先さきに、それは並べられていた。

　大きな樽たるからしゃもじで掬すくい上げられ、店先に並べた皿にこんもりと盛られていく、茶色くモッタリとした物体。それは木のへらで樽から取り出されては、そそりたつ山のように整えられ形成されてゆく。そして、仄ほのかに香かおるこの匂におい。

　まさかこれって、味み噌そ!?

　うそ、発はつ酵こう食品があるの？　いや、そういえば魚ぎよ醬しようを見たことがあるし……そっか、大豆じゃないけど、マメはあるし、小麦のようなものもある。米だってあるんだから、当然と言えば当然かもしれない。

　本当に味噌だとすると、めっちゃ役立つ。屋外での料理の幅はばは限りなく広がり、万ばん能のう調味料にもなる。

「す、すみません！　それ、その……味噌？　でいいのかな」

「はい、どれほど？」

　指さす僕に、店主のおじさんはにこやかに対応した。

「え？」

「え？　……なんです」

「み、味噌？」

「？　……ミソがなにか？」

　そっか、まんま味噌なんだ！

「いえ、そう！　えと、そうだ。味見ってしてもいいですか？」

　店の親父おやじは、小さな楊よう枝じのようなもので味噌を削そぎ取って、僕に手渡してくれた。匂いを確かく認にんして口へ入れると、なんとも懐かしい日本の味。試食でくれたものは、濃こい褐かつ色しよくの味噌、赤味噌だった。多少の渋しぶさはあったが、とてもコクがあって美味おいしい。少し薄うすい色合いのものは、ちょっとだけ甘く田舎いなか味噌っぽい感じだ。どうやら、ここにはその二種類しかないようだ。残念ながら白味噌はなかった。

　でも間ま違ちがいない、これは正しよう真しん正しよう銘めい味噌だ。

「じゃあ、その小さい樽のやつ二種類を、一個ずつください」

「はいよ、……って、樽で？」

　味噌を入れるお椀わんのようなものを片手に、おじさんは思わず僕を二度見した。

「樽で！」

　ホクホクと小ぶりの樽をカバンに突っ込んでいく僕を、カエデとおじさんはどこか呆あきれた顔で見ていた。いやまあ、だってここへ来たのだってどういう経けい緯いかわからないんだから、買える機会を逃のがすわけにはいかないよね。

「さて、食料品関係はこれでおしまいかな」

「味噌もだけど、すごくいっぱい買ったのね。そんなに長旅にはならないと思うわよ」

　聖地までは馬車でゆっくり行っても三日程度の距きよ離りらしい。もちろん僕もそれは承知していたが、多すぎて困るものでもなし、備えあれば憂うれいなしというではないか。

「何があるかわからないしね。大丈夫、カバンに入ってる限りは腐くさらないから」

「そう、なのね」

　さて、次は冒険者ギルドに行きたいところだけど、先に乗合馬車の出発状じよう況きようとか聞いておいた方がいいかな？

　というわけで、僕達は次の目的地へ向かうことにした。

「カエデってフリーバッグ……マジックバッグを持ってない？」

　先ほど買い物しているときの様子から、おそらくそうだろうとは予測していたが案の定彼女は頷うなずいた。

「え、うん。まあ、必要なかったしね」

「そっか、じゃあ……」

　普通に暮らしていれば確かに必要はないかもしれないね。冒険者といっても、なって間もないと言っていたし、まだ活動すらしてない様子だった。

　僕は、フリーバッグから小ぶりのポシェットを取り出した。ベルトに装着することも出来るし、肩かた紐ひもをつければ肩から下げることもできるものだ。もとはと言えば熟練度上げのついでに、仲間たち用にと作ったフリーバッグの数々である。ニーナやエドガーはともかく、ダリルは持ってなかったし、アリスは容量に余よ裕ゆうがなかったからね。

　素材をいろいろ試ためしたから、あまり容量がなかったり、時間経過が外と変わらなかったりと、それこそ多種多様な物ができた。まあ、いわゆる失敗品とかも……。

「え……？　私に、ってこれ」

「そんなに容量はないけど、小さくて邪じや魔まにならないだろうから。それと……コレ、入れといてね」

　カエデが戸と惑まどっている間に、その手に薬の瓶びんをいくつか渡わたした。

「カバンの刻印に魔力流したら入るから、ほらやってみて」

「あ、うん。……こう？　あ、ホントだ入った」

「そうそう、これで所有者設定できたから、カエデ以外はそのカバンに出し入れ出来ないからね」

「ん？　ええ……じゃ、やっぱりこれ」

　戸惑うカエデに、更さらに追加で革かわ製の巾きん着ちやく袋ぶくろを渡した。手て渡わたしたときにジャラッと音がしたことから、それがお金だとわかってカエデは僕の方を見た。

「もしもの為ためだよ、いつ何があるかわからない。僕とはぐれたり、どちらかが怪け我がしたりね……絶対ないとはいえないでしょう？」

　着の身着のままだったカエデは、ほとんど何も持っていなかった。これでは何かあった時に対処できない。前に怪我をして意識を失った時に、僕のカバンから薬が取り出せなくて大変だったと、アリスに泣かれたことを思い出していた。

「そ、そうね……じゃあ預かっておくわ」

　カエデはそう言って、腰こしのベルトにポシェットを装着した。

　あとは、あれか。初心者とはいえ、冒険者なんだから身を守る術すべはあると思うけど、武器は何を使うんだろう？　手持ちの武器で何かあれば渡しておいてもいいんだけど……。

　僕がそう持ち掛かけると、ポシェットの位置を気にしていたカエデは顔を上げた。

「私の武器？　……そうね、まあいいか」

　そう言ったが早いか、彼女が手を一ひと振ふりするとまるで滑すべり落ちてきたように、あっという間にクナイのようなものが握にぎられていた。

「えっ？　今、どこから出し……っわ!?」

　カエデの手品のような武器にも驚いたが、即そく座ざにゾラの腕うでが僕の腹辺りを掬いあげ、素す早ばやく真後ろに飛び退すさったのには、つい身構えるのが遅おくれた。

　落ちそうになったチョビが、思いっきり踏ふん張って爪つめが痛かったし、ちょっと胃がグエッ！　てなったんだけど。

「ゾラ……大丈夫だってば。目立つから降ろして」

「び、……びっくりした。いえ、私が驚かせたのね、ごめんなさい」

　まだ少し警けい戒かいしている様子だったが、ゾラはゆっくり僕を降ろした。こっちへ来て以来、ちょっと過か敏びんになりすぎているような気がする。見知らぬ土地に来たのだから、仕方がないのかもしれないけれど。

　逆に、僕の方が緊きん張ちよう感かんが足りないのかな。そう思ってゾラに一言謝って、改めてカエデに向き直った。

「こっちが聞いたんだし、気にしないで。カエデは暗器使いだったんだね」

「んー、そうね。でもこれは中ちゆう距きよ離り用。あとは、これかな」

　そう言って、素早い動きでパンチと手刀を繰くり出した。

　……あ、察した。

　うん、役に立てそうにないや。持ってないもん……ガントレットとかナックルとか。それにしても僕の知ってる女の子って、全員が前衛職なんだけど、……偶ぐう然ぜん？

　型としては空手に似ている、どちらかといえば動きが静かで忍にん者じやっぽい。暗器の形もそうだけど。

　そんなこんなで僕達は、町の外れにある乗合所の近くまで来た。
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　すると、朝早く偵てい察さつに飛ばしていたペシュが戻もどって来た。

「お帰りペシュ。変わったことはなかった？」

　手のひらにとまったコウモリは、パタパタと羽を動かしたりして、少し落ち着きのない様子だった。どうやら何かあったことは確かなようだ。こんなことなら、回線を繫つないでおけばよかったか。ずっと繫いだままだとちょっと酔よっちゃうけど。

　僕たちは、まっすぐ乗合所へ行くのを止やめて、物もの陰かげに隠かくれながらゆっくりと目的地へ向かうことにした。




　たくさんの馬車が置かれた広場から、人々の戸惑うような声が聞こえてくる。

　身を潜ひそめつつ、騒さわぎの方へ移動して奥を覗のぞき込むと、大勢の人達がなにやら揉もめている様子が窺うかがえた。

「いきなりそんなことを言われても困ります。神しん殿でんに送る荷物もあるんですよ！」

「全すべてだ、例外はない」

　商人らしき大きなリュックを抱かかえた男や、いかにも買い出しにやって来た子供連れの女性など、それぞれ立場は違ちがうようだが、なにやら困ったことになっているのは確かのようである。乗合馬車の乗り場には、大勢の人が困こん惑わくしたように屯たむろしていた。

　馬の水飲み場の近くに居るのが乗合馬車の主人のようだが、苦情を訴うつたえている商人風の男に受け答えしていたのは違う人物だった。何というか、態度と口調がひどく横おう柄へいで尊大な、身なりだけは良い男だった。

「……馬車が出ないらしいね」

　聞こえてくる話をまとめると、どうやらそういう事らしい。ゾラは油断なく背後を確認しながら、僕のすぐ後ろで身を屈かがめていた。カエデはというと、じっと騒ぎの方を見つめており、何かを確認している様子だった。

　そして、たっぷり数分後。

「あの男……私、知ってるわ」

　どこか忌いま々いましそうな声で、カエデが呟つぶやいた。

「まだこの町に居たのね。たぶん間違いないわ、私を迎むかえに来た男たちの中でやたら威い張ばっていた男だわ」

「じゃあ、例の同行人？」

　カエデは頷いた。

「やたら派手な、あの馬車には見覚えがあるもの。人数は足りないけどね」

「一つ、聞いていい？」

　これからの行動を決めるのに、これだけは聞いておかないとならないと思った。送り届けるだけなら、それは余計なお世話かと思って聞かなかったが、もし同行するとなると僕の行動が彼女の命運を左右しかねない。

「結局のところ、カエデはどうしたいの？」

　思いがけない質問に彼女は言葉に詰つまって、しばらく俯うつむいた。

「迷ってるなら言わなくていいよ。ただ、聞いておいた方がこれから先、僕の彼らに対しての対応が変わってくる可能性があるから」

　何しろ相手は、曲がりなりにも時の権力者だ。不測のアクシデントで一時的に逃れたとはいえ、最終的にどうするか決めるのはカエデなのだ。何か決意があって、彼らに従うと決めているのなら、僕がそれを無にするわけにはいかない。

　たとえ僕が、納なつ得とくいかなくとも──。

「違う、迷ってないわ。最初から心は決まっていた。申し出に従って、大人しくここまで来たのだって、売り言葉に買い言葉じゃないけど……あの時は、どうとでもなれって感じだったのよ。いい加減にうんざりしてたしね」

　なにしろ村には謎なぞの病が蔓まん延えんし、カエデの家族もその被ひ害がいに遭あっている。そんな時、教会がグルになって、病気は神に背そむいた咎とがなのだと吹ふい聴ちようして回った。人は弱いもので、苦しさのはけ口を求めて攻こう撃げき対象を探すものだ。わかりやすい標的があれば、情報の真しん偽ぎなど関係なく、完かん膚ぷなきまで叩たたきのめす。いわゆる集団ヒステリーのたちの悪さである。

　それにしても神って……皇こう帝てい、どんだけ上から目線なんだ。

「教会は教会で、トップの教皇様が病に倒たおれて十数年たってるし、次の後こう継けい者しや争いで内部がゴタゴタしてるって話だし、皇帝陛下に恩を売っておきたいのよ」

　要するに二大権力が、寄ってたかって村娘むすめ一人を追い回していたわけか。

「……でも、決めたわ。私だって冒ぼう険けん者になったんだもの、何としても病の原因を突つき止めて、治すための手段を探してみせるわ」

　考えるまでもなく急に病が蔓延したのは、天に逆らったからではなく、他ほかに原因があるのだ。彼女が大人しく神殿へ向かい、皇帝の花はな嫁よめになった暁あかつきには、不思議とその病は収まる、なんてシナリオが用意されていたのだろうけれど、だとすれば、逆に解決法はあるはずだ。

　更に聞いてみると、彼女が神殿に向かうと決めた本当の理由は、もっと上の……偉えらい人、例えば教皇にでも会って、村の現状を話し（というか抗こう議ぎして）、拒きよ絶ぜつの意思を叩きつけようとしていたという、割と喧けん嘩か腰ごしのものであったことがわかった。

　うん、やらなくてよかったよ、間違いなく上の人には会えなかっただろうし、下手をすると闇やみから闇へと恐おそろしいことになっていたかもしれない。

「……じゃあ、神殿には」

「行かないわ」

　まあ、そうなるよね。たぶん行ったが最後、それこそ流れ作業のようにあれよあれよという間に儀ぎ式しきは終わり、皇帝がいる帝都へと運ばれるだろう。

「行くとしても、やることをやってからよ」




　監かん視し役にペシュだけ残して、僕達はこっそり宿に戻ることにした。

　おそらく宿屋にも一応の探さぐりは入っただろうけれど、カエデがここに泊とまっているとは思わなかったに違いない。なにしろ、ここはかなりの高級な宿で、カエデが無一文であることは彼らは知っていただろうから。そして、なにより僕達が三人連れの客だったこともカモフラージュになった。

「取りあえず村へ戻りたいところだけど、待まち伏ぶせされているかしら？」

「ここから近いの？」

「そうね、ここからなら一昼夜というところね」

　ここは、僕とゾラの二人部屋の方だ。運よく買い物の際は見つからなかったが、冒険者ギルドへ立ち寄っていたら間違いなくアウトだった。まず最初に捜そう索さくの手が伸のびるのは乗合馬車、そして次は冒険者ギルドだったに違いない。まさか吞のん気きに生せい鮮せん食品など買いあさっているとは夢にも思わなかっただろう。

「村に着いたとして、村の人達はどう出ると思う？」

　聞きにくいことだったが、ここもはっきりしておかないとならない。彼らが味方になってくれるかどうかは、これからの行動に影えい響きようしてくるからだ。

「……正直、わからないわ」

　カエデは悔くやしそうに床ゆかを睨にらみつけている。教会のデマに踊おどらされた住民たちに、不ふ愉ゆ快かいな目にあったことを思い出したのかもしれない。

「家族は、たぶん大だい丈じよう夫ぶ。祖父と母が一番味方になってくれるだろうけど……」

　村の名前はミーデシア。数年前に、隣りん接せつする湖の近くでダンジョンが発見されて以来、少し有名になった所である。もともとは寂さびれた何もない村で、その先の港町へ向かう街かい道どう沿いということで、休息所としての宿屋や商店があるくらいだ。

　ダンジョンが見つかった時は、それはもう大おお騒さわぎで、臨時の冒険者ギルドが設置されたり、冒険者たちもたくさんやって来た。だが、その賑にぎわいもほんのひと時だった。

　なぜなら、そのダンジョンにはボスがおらず、たった三階層しかなかったのだ。そのため、モンスターも雑魚ざこしかおらず、たいしたお宝も眠ねむってない。早々に見切りをつけたギルドも、冒険者も、すぐに引き上げることになり再び村は静かになった。

　カエデの家族は静かに暮らしたかったこともあり、その結果にむしろ喜んだが、大多数の住民はたいそうがっかりしたらしい。

　ほんの二年足らずではあったが、冒険者や、物見遊ゆ山さんの旅行者が落とすお金で、それこそにわかバブルだった村人たちは、すぐには元の生活に戻ることが出来ず、次の冬にはかなり借金をしたらしい。

　そんな時に降ってわいたのが、カエデの嫁入りである。

　眉まゆ唾つば物ものの話に乗せられる形で、罪人のようにカエデを帝都に追いやったが、村人たちには身勝手な思おも惑わくもあった。村の人間が皇室に入るとなれば、すなわち強大な後うしろ盾だてを得ることに繫がる、そんな浅はかな皮算用があったに違ちがいない。

「話は、大体わかったよ。どちらにしても追手はかかるだろうし、カエデは姿を変えたほうがいいかもしれないね」

　僕たちのほうは面割れしてないので、一いつ緒しよに行動することは目くらましにもなる。カエデの場合は、取りあえず角だよね。それと髪かみの色。いろいろな種族がいるだけあって、こっちの人達は割と髪の色が多種多様だが、青い髪というのはあまり見かけない。

　カバンから雨具兼けん防寒着の中で、わりと薄うす手でのフード付き肩かた掛かけを取り出した。これはニーナ用に作製したものだったが、……後で謝っておこう。

「ツノはこれで隠してね。それとも、君のような容姿はこちらでは珍めずらしくない？」

「……鬼き人じん族は、この辺りでは私たちの家族だけよ。もともと少数の種族だし、私たちの血族は、例のクーデター騒ぎの際にかなり粛しゆく清せいされたのよ。もっとも、魔ま界かいと呼ばれるこの大陸のずっと南、多数の島からなるムーアー諸島にならもっといると思うけどね」

　魔界、あるんだね……、というか南国の島なんだ！　イメージ違うね、なんかリゾート地みたいな響ひびきだ。でもその地名、どこかで聞いたことがあるような……。

「取りあえず、偵てい察さつに置いてきたペシュからの映像では、あの集団はまだあそこに居座っているようだし、今がチャンスかもしれない」

　馬車で行くところを歩きとなると、三日以上はかかるだろう。村の住人が味方として見込めないらしいが、カエデの家族に会えれば何か打開策があるかもしれない。

　僕たちは危険を承知で、深夜に出発することにした。盗とう賊ぞくやモンスターへの心配はあったが、今は見つからないことが最優先だ。

　ミーデシアまでの道のりは、ほぼ森林地帯である。ときどき広い道には出るが、大体は両りよう脇わきを背の高い木々に囲まれていた。身を隠かくせる反面、盗賊などが近くまで来ても気が付きにくいのが難点だ。

　町から離はなれるまでは、用心しつつ夜通し歩いた。翌朝になって、ようやく少し休むことができたが、先を急いでまた歩き出した。昼間の方が危険が少ないので、明るい時間に出来るだけ距きよ離りを稼かせぎたかったからだ。

「カエデ疲つかれてない？　今日は、暗くなる少し前になったら野営の準備をしよう」

　かなりハイペースで進んだので、明日も早朝に歩き出せば、深夜には村に入れるかもしれない。女の子の足ではきついかと心配したが、さすがに魔族だからなのかカエデは結構体力があった。無茶かと思われたこの強行軍も、スイスイと足取りが軽い。

「大丈夫、了りよう解かいよ。でもそうね、お腹なかがすいたわ」

「そういえば、朝食べたきりだったっけ。じゃあ、広い所へ出たら食事にしよう」

　だんだん日差しが強くなり、おそらく昼を過ぎた頃ころといったところか。そういえば、こちらの季節はどうなっているのだろうか。体感では、あまり向こうと変わらない気がする。ずっとこの気温なのか、それとも今がこういう季節なのか……ともかく、現在は春から夏にかけての季節のようだ。

「ああ、季節ならあるわよ。例外として、南の魔界は年中暑いらしいし、大陸の北ほく端たんの山さん岳がく地帯なんかには、ずっと雪が残ってるところもあるけど。でも、この辺りは普ふ通つうに四季があるのよ」

　街道をすこし外れた場所にある空き地で、休きゆう憩けいを取ることにした。たぶん多くの旅人がそうしているのだろう、自然とそのあたりは火が使えるように石が積まれていたり、座るのにちょうどいい大きな岩が設置されていたりしている。

「へえー、そうなんだ。僕の勝手なイメージだけど、魔界は寒いんだと思ってたよ」

「あら、寒いところもあるわよ」

　いつものようにペシュには周辺調査をお願いして、気配察知のスキルを発動させておいた。ゾラも、久々に忍にん者じやスキルマックスで木々を飛び回って警けい戒かい中だ。

「あれ？　さっき魔界は年中暑いって」

「ええ、それは通常の場所でのことよ。ムーアー諸島には、たくさんの鍾しよう乳にゆう洞どうや海底洞どう窟くつなんかもあるし、中心地にある魔王の城なんかは、膨ぼう大だいな魔力で作られたという永久凍とう土どの氷ひよう壁へきに囲まれた絶対零れい度どの土地なのよ」

　フリーバッグから取り出した簡易コンロを、思わず取り落としそうになった。あまりにも僕が勢いよく振ふり向いたので、チョビまで落ちそうになった。

「ま、魔王っ!?」

　ええっ、魔王がいるの!?　それにやっぱり、イメージ通りだったよ、魔界。

「あ、でも絶対零度って言っても本当にそうなんじゃなくて、それくらい寒いっていう意味なんだけどね」

　いやいや、驚おどろいたのそこじゃないからね。

　テーブルに簡易コンロを置いて、僕は作り置きのスープを温めた。それほどゆっくりもしていられないので、ここはアルヴィナで仕入れた串くし焼やきやパンなど、そのまま食べられるものを出すことにした。

　それにしても魔界。なんだか興味あるね。うさんくさい聖地なんかより、すごく行ってみたいよ。

「変わった、魔道具？　ね。火が出てないのにどうして鍋なべが温まるのかしら？」

　なんかアリスやニーナと同じこと言ってる。

　まだ数日しかたってないのに、すごく懐なつかしい気がする。みんな、今頃どうしているだろうか。いろいろありすぎてゆっくり考える暇ひまがなかったけど、あらためて無事に帰れるのだろうかと不安になってくる。

「……どうかしたの？」

「ううん、何でもないんだ。ペシュもゾラも戻もどって来たし、食事にしよう」

　しばらく手が止まっていた僕を、カエデはふと心配そうにのぞき込んで来たが、その時ちょうど、ゾラが音もなく近くの木から飛び降りてきたので、気を取り直してお茶のポットを取り出し、ちょっと遅おそい昼食をとることにした。




　手早く食事を終わらせた僕たちは、すぐに片づけて出発した。

　追手が掛かっているとは限らないが、あまりグズグズしている時間もない。皇こう帝ていがどの程度の手段を取って来るかは未知数だが、花嫁に逃にげられたとなると向こうだっていろいろ痛手だろう。カエデがもたらす利益を逃のがすだけでなく、皇帝としての威い厳げんや体面も傷つくのだから。

「村に着くのは明日の深夜になるけど、カエデの家に行くってことでいいの？」

　ゾラは僕の斜ななめ後ろ、カエデは横に並んで、しばらく黙もく々もくと歩いていたが、僕はこの先の行動を確かく認にんした。

「……深夜とはいえ、村を横切るのは危険ね」

　見つかったら捕ほ縛ばくされ、教会に突つき出される可能性がある。なにせ、村を出る頃にはカエデへの風当たりはかなり酷ひどかったという。本当にそう信じているかはともかく、病の元げん凶きようだと口くち汚ぎたなく罵ば声せいを浴びせる者もいたらしい。病による死者こそ出なかったものの、このまま働けなくなればいずれは同じことなのだ。

　おそらく村人たちも、誰だれかを責めずにはいられなかったのだろう。

「村を避さけて、湖の方へ行きましょう。元冒ぼう険けん者だった母が、踏とう破は済みダンジョンの管理人をしているのよ」

　例のしょぼいダンジョンだが、たまに冒険者ギルドが催もよおす新人研修の場に使われているのだという。ダンジョン発見の際、臨時で設置された冒険者ギルド出張所だった場所が、管理小屋になっていた。イベントのない通常時は、だいたいカエデの母親が一人で業務を切り盛りしているのだそうだ。

　道すがら、カエデは祖父に聞いた話だと断りを入れて、昔の出来事を少しだけ語ってくれた。

　百年ほど前まで、例の湖こ畔はんには、質素ではあったが美しい城があり、ティファンヌ公こう爵しやくが所有する離り宮きゆうがあった。

　それはカエデの本来の家名であり、何代か前の皇帝によって廃はいされ、今もまだ名乗ることを許されてはいないものだ。以前に名乗ったクロイツはミドルネームのようなもので、本来はその後にティファンヌと続くようである。……長いね、名前。

「あの湖には、皇帝の権力さえ及およばない存在がいるのよ。そのせいで当初はダンジョンにも迂う闊かつに近づけず、冒険者ギルドは母に仲ちゆう介かいを依い頼らいしたのよ」

　だから今も、管理人としてギルドの依頼を受けているのだという。

「あ、もしかして。それって、湖の乙おと女め？」

「あら、よく知ってるわね。そう、もとはエルフ族と共に主神に仕えた精せい霊れい。彼女たちはエルフ族と神、神の使徒にしか姿を現さないの」

　それは本にも書いてあった。確か気難しい精霊で、滅めつ多たに姿を現さず、湖や森を冒おかすものには容よう赦しやがないといわれている。

「じゃあ、君のお母さんは」

「母はダークエルフよ。鬼人族は、昔から森林地帯に住処すみかを構えていて、エルフと婚こん姻いん関係を結ぶことも多かったのよ」

　現在は多くの魔族が魔界へと居を移し、あまりエルフとも親交を持たなくなったらしいが、カエデの祖先は、かつての英えい雄ゆうの血筋として爵位を持ち、帝都に残ったのだ。

　代々のティファンヌ公爵は、何時いつも湖の乙女を尊重し、城を構える際も、その手順を怠おこたることはなかった。もちろん、血族にエルフが多くいたことも、彼女を懐かい柔じゆうする助けになっただろう。

　その後、公爵の没ぼつ落らくにより城を手放した際、とある人族の貴族が住み始めたのだが、乙女の怒いかりを買ったらしく、城は一夜にして忽こつ然ぜんと消え去ったという。

「私たち一族は、やはりこの土地が好きなのね……」

　もちろん今となっては他人の領地であり、一家は近くの村に住んでいるに過ぎない。けれど、人が勝手に作った身分や領土は、精霊には一いつ切さい関係ない。よって湖一帯は、誰であれ手の出せない場所になっているのだ。

「うちも裕ゆう福ふくじゃないから、ギルドからの依頼はとても助かってはいるけどね」

　カエデは自じ嘲ちよう気味にそう言って、話を締しめくくった。




　夕方になり、野営に丁度良い場所を見つけると、僕達はキャンプの準備をした。

　暗くなる前にテントを設置して、テーブルにはランプを用意する。それ程ほど広い場所ではないので、たき火のような大きな火は使えない。代わりに、魔ま物もの避よけのにおい袋ぶくろを四よ隅すみに置くことにした。

「へえ、なかなか便利なものをもってるのね」

「従魔たちも嫌いやがるから、あまり使いたくないんだけどね。でも、火も使えないんじゃ仕方ないよ」

　チョビたちが不ふ機き嫌げんそうにしているのを宥なだめながら僕は肩を竦すくめた。それほど乾かん燥そうしている時期でもないが、山火事でも出したら洒しや落れにならない。

「そういえば、カエデはチョビのことよくわかったね。こっちではヘビーモスは珍めずらしくないの？」

「いいえ、ヘビーモスを見たのは初めてよ」

　以前、僕の連れている従魔を見て、こちらの人間じゃないかと指し摘てきされたのを思い出して何気なく聞いたのだが、意外にもカエデはすぐに首を振った。そして、吸血コウモリはこの辺の洞窟に入れば結構いるけどねと、付け足した。

「え？　……じゃなんで」

「姿を知っていたのは、絵を見たからよ」

　高祖父が所蔵していた絵に、初代皇帝のものが何点もあった。そこに描えがかれていた魔物が、ヘビーモスだったのだ。他ほかにも初代皇帝の従魔たちは、たくさんの画家たちによって描かれている。それこそ大型のフェンリルに、希少なグリフォン、果ては古代竜りゆうなど伝説級の魔ま獣じゆうたちも多く従えていたらしい。

　奥さんだけでなく、従魔までも。なんというか凄すさまじい包容力だったんだね。

　カエデは、幼い頃から身近に英雄王の話を子守歌のように聞き、それら絵画を見て育ってきた。これら国宝級の品々は、一族が爵位を奪うばわれた際、当然のように皇帝によって没ぼつ収しゆうされたらしいが、何な故ぜかすぐに持ち主へ返されたのだという。

　何があったかはわからないけどね、とカエデは片目をつぶった。

　……知りたいような、知りたくないような。

「ところで、その魔道具はリュシアンのオリジナルなの？」

　食事の準備をするため、昼食でも使った魔導コンロを取り出すと、カエデは興きよう味み津しん々しんと言わんばかりに手に取って、上から下まで念入りに眺ながめている。僕は、続けて中身の入った鍋を取り出して、三人分の分量を小さな鍋に移した。それからチョビのために新しん鮮せんな葉っぱをボウルに盛り付け、ペシュのための果物も皿に載のせる。

「貴重な書物を見る機会があってね。たまたま魔石が手元にあったから、僕はほんの少し改良しただけだよ」

　王城にあった生活魔法の魔法陣じんをまとめた書物には、魔石を使うことにより半永久的に使える技術なんかの記述もあった。これも魔石を湯水のように使えたからなせる業わざで、必要諸経費を考えると、正直あまり現実的ではない。もしかして、かつてはモンスターから確実に魔石を落とさせる手法でもあったのだろうか？

　実のところ、大幅なレベルアップはこの魔石と密接な関係があるのだけど……うん、これって学園の研究材料になるんじゃないかな？　無事に帰れたらみんなに相談しよう。

「ゾラさんは、また偵てい察さつ？」

「うん、徹てつ底てい的にやらないと落ち着かないみたい」

　とても仕事熱心なんだよ。と言うと、カエデは少し呆あきれたような顔をした。

「……ゾラさんも報むくわれないわね」

　翌日早朝、僕らは予定通り出発した。そして再び日が暮れた頃ころ、頑がん張ばって歩いたおかげで少し早めに目的地に到とう着ちやくすることができた。幸いなことに、追手に見つかることはなかったようだ。

　辺りにはすっかり薄うす紫むらさき色の闇やみが降りていたが、湖畔の小屋から明るく漏もれる光で、湖の水面は少しだけキラキラと光を反射していた。

「あれ……？」

　その光景を見た瞬しゆん間かん、僕は思わず立ち止まった。

　──この景色、どこかで？

　ぽつんと一いつ軒けんだけ佇たたずむ大きな丸太小屋は、例の臨時冒険者ギルドだったところだろう。ということは、ダンジョンの入り口もこの付近にあるに違ちがいない。もっとも辺りを見回しても、真っ暗な闇に包まれてほとんど周りが見えない。僕のぼんやりした既き視し感かんも、この暗闇に塗ぬりつぶされてわからなくなってしまった。

　ちょうど夕食時だからだろうか、その煙えん突とつからはいい匂においがしている。

　カエデの母は、元冒ぼう険けん者ということもあり、ギルドからの信しん頼らいも厚く、簡単な依頼の掲けい示じや達成報告など、低ランク程度なら自己判断で処理することを許されていた。

　あえて言うなら、ギルド出張所の雇やとわれ店長といったところだろうか。

　正式なギルド職員ではないが、ちゃんと依頼として受けており、もろもろ正式な許可を得ているようだ。ダンジョンで得た鉱石やドロップ品など、買い取るための資金も提供されているとのこと。いくら僻へき地ちとはいえ、丸投げ過ぎだろう冒険者ギルド……。

　まあ、カエデたち家族がそれで助かっているならいいんだけどね。

「カエデ待って。僕が最初に行くよ」

「え？　……ああ、そうね。ありがとう」

　もし待まち伏ぶせでもされていたら目も当てられない。ここは、ひとまず旅人でも装よそおって様子を窺うかがうことにした。

「フードをちゃんとかぶって隠かくれててね。ゾラ、カエデを頼たのむよ」

「……はい」

　ゾラが頷うなずいたのを見て、僕は木製のドアを叩たたいた。

　トントンと軽く叩いたが、なんの反応もなかった。人の気配はするので、今度は少しだけ力を込こめて叩くと、何の前まえ触ぶれもなく、いきなり扉とびらがガバッと開いた。

「……っわ!?」

　とっさに後あと退ずさって思わず仰のけ反ぞる。危なく鼻が無くなるところだった。

「しつこいわねっ！　カエデは来てないって言ってるで……あら？」

　扉から飛び出してきたのは、年若い黒くろ髪かみの女性だった。ドアから身を乗り出して、すぐに怪け訝げんな顔になって、ゆっくり視線を僕の方へ落とした。

　薄い色合いの青い瞳ひとみが、パチパチと驚おどろいたように瞬またたく。あ、耳が少しとんがってる。前にジーンに聞いたダークエルフの特とく徴ちようだ。

「あらあら、ごめんなさい。ぼうや、こんな時間にどうしたの？　村の子じゃ、ないわよね？」

「ここが冒険者ギルドだと聞いて来たのですが」

「ええ、そうよ。でも君……」

「あ、僕なら冒険者ですよ。ここへは港への中ちゆう継けいで寄りました。宿しゆく泊はく可能ですか？」

　僕が冒険者だと聞いて面めん食くらったようだが、それでもすぐににこやかに対応して中へと入れてくれた。ダンジョン付近の冒険者ギルドには、宿泊所や、キャンプが出来る施し設せつが併へい設せつされていることが多いのだ。

「思ったより広いですね。他には誰だれかいるんですか？」

「いいえ、今はギルドの依頼も入ってないし、ダンジョンに冒険者も潜もぐってないから誰もいないわよ。港町へ行く旅行者や冒険者は、設備の整っている村の宿屋に泊とまるのが普ふ通つうだしね」

　勧すすめられるままに椅い子すに腰こしかけた僕は、彼女の目を盗ぬすんでこっそりペシュを飛ばし、小屋の中を調べさせることにした。

「ご迷めい惑わくでしたか？　ダンジョンも覗のぞきたかったものだから、こちらに寄らせていただいたんですが」

「そんなことないわよ、大だい歓かん迎げい。今は新人研修も入らない時期だから、このダンジョンは閑かん散さんとしてるんですもの。でも、疑うわけではないけれど君、本当に冒険者？」

「はい、まだ新人ですけどね」

　僕は、証明するために身分カードを、それも冒険者ギルドの欄らんだけを見えるように提示した。出身地などは伏ふせて、名前、年ねん齢れいなど当あたり障さわりのないものを表示したものだ。年齢の欄を確かく認にんして、少しだけ納なつ得とくしたように頷いた。

「そう……もしかして、君はエルフかしら？　どうやら見かけ通りの年齢じゃないみたいだけど、まさかここまで一人で来たの？」

「……それは」

　すると、奥の階段の方からペシュがパタパタと飛んできた。ここまで時折視覚を共有し、僕も一いつ緒しよになって隅すみ々ずみまで確認したが、誰かが隠れている様子はなさそうだ。あやしい気配もない。

「ご苦労さま、ペシュ」

「コウモリ？　……これは一体」

　ただ、初しよっ端ぱなの彼女の様子からすると、やはり追手はかかっていたのだろう。僕はペシュを手のひらに乗せ、彼女に向き直ると小さく頭を下げた。

「失礼しました。勝手に調べるような真ま似ねをして申し訳ありませんでした」

　カエデの母の名は、アリソン。僕はこれまでの経けい緯いを簡単に説明し、彼女に改めてこれからの協力を得たいと申し出た。

　すぐにでもカエデを迎むかえて感動の再会といきたいが、ここは慎しん重ちように事を進めたかった。なにしろカエデを匿かくまうとなれば、彼女だけでなく下手をすれば家族全員が、村に居られなくなる可能性もあるのだ。

「カエデは……それで、カエデは一緒なの？」

「はい、僕の連れが付いていますので安心してください」

　思わず立ち上がりかけた彼女は、ストンと気が抜ぬけたように再び腰を下ろした。

「最初から、私たちは反対だったのよ。それをあの子は……」

　村の意向はどうあれ、彼女はここを追われてでも娘むすめを皇こう帝ていに差し出す気はなかったようだ。カエデはその反対を押し切って出発したというわけだ。もっともカエデとしては、汚きたないやり口に断固抗こう議ぎするつもりであり、きっぱり袖そでにするつもりで乗り込もうとしていたわけだが。

「私たち家族はすでに覚かく悟ごしてます。家族の半数が病に倒たおれ、あまり役には立てないかもしれないけれど、私たちに出来ることなら何でも協力するわ」

　そこまで聞いて、僕はようやくカエデを小屋に呼んだ。ゾラに連れられて入って来た彼女は、どこかバツが悪そうにして母となかなか目を合わそうとしなかった。まあ、言うこと聞かないで威い勢せいよく飛び出した挙句、結局こうして舞まい戻もどって来たわけだから、ちょっと情けない気持ちもあったのだろう。

　こうして母子の再会を無事果たし、ちょうど夕食前だったというアリソンさんのご相しよう伴ばんに与あずかる形で、僕達も夕食を頂くことになった。

「お母さんの煮に込こみ料理は世界一なのよ。あっ、リュシアンのご飯も美味おいしかったわよ、ちゃんと」

　そんなついでみたいに褒ほめなくてもいいよ。でも、確かにこのシチューはめちゃくちゃ美味しかったので、ついおかわりをしてしまった。しばらくは旅のたわいのない話などをして食事を楽しんだが、お腹なかも気持ちも満たされたところで自然と本題に入った。

「病はそれほど蔓まん延えんしているのですか？　見たところアリソンさんは影えい響きようを受けていないように感じますが」

「ええ、私もですがカエデもそうです。そして、そのことも村人たちを煽あおる原因になったのでしょう」

「ほんっと言いがかりも甚はなはだしいわ」

　カエデの家族にしたところで祖父をはじめ、父、叔母おば夫ふう婦ふなどは病に倒れている。もしカエデのせいだというのなら、これはどういうことかと問いただしたい気分だっただろう。

「……でも、このことから水が関係しているのではないかと思っています」

「水？」

「はい、私は見ての通りダークエルフで、幼い頃に乙おと女めの加護を貰もらってますし、カエデもその加護を受け継ついでおります。なので、水の汚お染せんや呪のろいなどにはある程度なら耐たえられるのです」

　なるほど、仕し掛かけた方も村人を殺すつもりはないので、毒を使うにしても呪いを使うにしても、ある程度経たったら回復する程度のものにしたはずだ。

　また、毒の存在を疑ったアリソンさんは、村の井い戸どは使わずにこの湖の近くの湧わき水みずを使っているのだと言った。村人にもその旨むね伝えるように村長に進言したらしいが、むしろ呪いはその湖にあると、断固として村人たちは近寄らなかった。

　もちろんそれには理由があって、カエデを探しに来た神しん殿でんの使者が数日滞たい在ざいした際、湖こ畔はんにある小屋に近づくたびに局地的な謎なぞの大雨に遭そう遇ぐうし、その中の一人が足を滑すべらせて湖に落ちてしまった。そして助け出されたその男は、なぜか足に大やけどを負っていたのだという。

　使者たちは声を揃そろえて、湖の乙女が怒おこっている、早く花はな嫁よめを差し出さねばもっとひどい災わざわいが起こる、と大おお騒さわぎして逃にげ帰ったのだという。

「……それって」

「そうね、変な話だわ。母がそういう目にあったっていうならわかるけど」

　僕とカエデが首を傾かしげる中、アリソンさんは苦く笑しようして頷いた。

「ええ、たぶん乙女の怒いかりを買ったのは、むしろ神殿の使者よね。でも、村の人たちはそうは思わなかった」

　もともと湖の乙女は、自分たちが信しん仰こうする女神と親密な関係がある精せい霊れい。そして女神を信仰する皇帝の花嫁にならないカエデに、乙女の怒りが向いていると考えたほうが村人たちには納得がいくのだろう。

　また、そうでなければカエデを差し出した自分たちの正当性がなくなってしまうのだから──。




　翌朝、身み支じ度たくを整えゾラと共に部屋を出ると、すでにアリソンさんは朝食の用意を始めていた。

「おはようございます。お手伝いします」

　僕の早起きに驚きながらも、にこやかに挨あい拶さつを返したアリソンさんは、その申し出にはとんでもないと手を振ふって笑った。

「あらあら、ウチの娘はまだ寝ねているのかしら。いいのよ、リュシアン君は気にしないで、お客様はゆっくりしてらしていいのよ」

　そして、とても天気がいいから朝の散策でもしてらっしゃいな、と勧められた。僕は少し迷って、昨日彼女が井戸の水が使えないとぼやいていたのを思い出して、ついでだからと背負しよい子こに載のせられた水みず樽たるを手にした。

「じゃあお言葉に甘えて湖畔を歩いてきます。こちら持って行きますね」

「え？　……あら、でも」

　場所は大体聞いているし、水場はそこしかないと言っていたので迷うことはないはずだ。けれど、僕が背負子の肩かた紐ひもに腕うでを通そうとした途と端たん、ゾラが横合いから手を伸のばしさっさと背負ってしまった。

　アリソンさんも、大きな樽を持ちあげた僕を止めようとしたが、ゾラが替かわったことで「ありがとう、悪いわね」とお願いする気になったようだ。

　いや、僕だってその気になればそのくらい持てるんだよ。

　無属性の身体強化での体力の底上げはあるとはいえ、やはり見かけはそれこそ小さなおこちゃまである。どんと任せられる信しん頼らい感とか、包容力とかに欠けるのかもしれない。

　大おお袈げ裟さな話ではなく、これは冒険者としてはあまり嬉うれしくない。

　ジーンが、ひょっとすると僕は成長が遅おくれるかもしれないと言っていたが、この先冒険者をやっていくのにいささか不利なんじゃないかと不安になってしまう。一刻も早く独り立ちしたいという僕にとっては、前ぜん途と多難な課題でもあるのだ。

　ついついため息が出てしまうが、ここでゾラに僕がやる！　というのもある意味子供じみた態度なので、素す直なおに任せることにした。

　背後から「行ってらっしゃい、お願いね」というアリソンさんの声を聞きながら、僕達は重い木の扉とびらを開いて小屋の外へ出た。

「眩まぶし……っ！」

　朝日に照らされ、湖の水面がキラキラと光を反射して、思わず手のひらでひさしを作る。目の前には美しい湖が広がっていた。透すき通る碧みどりの湖面に、青々とした木々、それが清すが々すがしい朝日に照らされて何とも神秘的な光景だった。

「……やっぱり、昨日のは気のせいじゃなかった」

　湖のほとりをゾラと二人歩き始めて数分、僕は思わず呟つぶやいた。

「どうかなさいましたか？　リュシアン様」

「うん……」

　ゾラの問いかけにも気もそぞろのまま頷うなずいて、一つ一つ記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄せていった。学園一年目の武術科の恒こう例れい新人合宿。そこで僕は少しの間行方ゆくえ不明になった。その間の事を、つい先日まですっかり忘れていたのだが、カエデと出会ったその日、ふいに記憶が蘇よみがえったのだ。

　そう、……僕はこの湖を見たことがあった。

　そしてあの美しい生き物を見た──。

　無意識に湖の中央に視線を送る。

　あの辺だ……あの辺に、シカのようなスラッとした獣けものが立ってた。今考えると、湖の上に普ふ通つうの獣が立てるはずもなく、あれは夢を見ていたのだろうかとも思う。

　すると、ちゃぷっと湖の中央が丸く盛り上がった。

「ん？　……なにか」

　魚かとも思ったが、それはすぐに泡あわになって弾はじけ、わずかな水すい紋もんを作りながらこちらにするすると近づいて来た。なんだろうと立ち止まった僕の足元、そこに湖の中から白い手がヌッと現れた。

「わっっ!?」

　驚おどろいて後あと退ずさった僕を、あっという間にゾラが抱かかえて後方に飛んだ。それと前後して、湖の中から何かが飛び出してきて、今まで僕がいた場所辺りにぺちゃっ！　と、勢い余って突つっ伏ぷしたのだ。

　それは、薄うすい水色の光こう沢たくのある生き地じのワンピースのようなものを着た、僕と同じくらいの年とし恰かつ好こうの少女であった。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　思いっきり、鼻からいったよね？　スライディングぎみに、見事に地面に突っ伏した少女を助け起こしに行きたかったが、もちろん僕は動けない。なにしろゾラが、がっちりと腹の辺りに腕を巻き付けたまま、警けい戒かいを解いてないからだ。気持ちはわかる、なにしろ登場の仕方が突とつ飛ぴすぎた。
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　でも、さすがに地べたにウルト〇マン状態の女の子を放置するのは可か哀わい想そうな気が……。

　やがて腕を支えに起き上がった少女が、こちらを恨うらめしそうに見た。

「リュシアン、よけるなんてひどいの」

「え？　……なんで名前、ってか！　ゾラ、締しまってる」

　ますます警戒を強めたのか、ゾラの腕に無意識に力が入った。やめて、中身出ちゃうから離はなして。

　なんとかゾラを宥なだめて降ろしてもらった僕は、さすがに用心してすぐに近づくことはしなかった。一見すると普通の幼い少女。けれど、髪かみの色は浅あさ葱ぎ色いろというか青と緑が混じったような色で、瞳ひとみは空色、肌はだは透とう明めい感かんのある象牙色アラバスターだ。

　少なくとも、僕には見覚えがなかった。

「君は一体誰だれ？　僕のことを知ってるの？」

　それまで誰も居なかったはずの、湖の中から突とつ如じよ飛び出してきたのだ。少なくとも、普通の人間ではないだろう。

「しってるのよ、ディリィのいとしごでしょ？　まえにきたときはおはなしできなかったけど、みてた」

　ぴょんと立ち上がって、彼女はワンピースの裾すそを払はらうような仕草をしてニッコリ笑った。

　──ディリィ……前に聞いた名だ。

「わらわがはなすってゆったのに、リンがよこはいりしてきたの」

「……え？　誰が何って」

　次々知らない人の名前が出てきて、訳が分からない。いや、そもそもこの子が誰って質問なんだけど、答えになってないよね。

「リュシアン様、申し訳ありませんが、どなたとお話を？」

「え？　この子……、まさか見えてないの」

「……いえ、見えてはいますが、声は」

　どういうこと？　確かく認にんするように彼女を見ると、じっとゾラを見つめて小さく頷いた。

「このひと、せいれいのかごをもってるの。だからわらわをみることができる」

「精霊の加護って、アリソンさんみたいな？」

　僕の受け答えでおおよその見当がついたのか、ゾラは表情一つ変えずに「なるほど、そういう事ですか」と一言呟いた。

「ということは、彼女は精霊……つまり、湖の乙おと女めというわけですね」

「あ、うん」

　とっさに気のない返事をした僕に、ゾラは思わず苦笑した。聞きたかった答えではないと察したのか、すぐに表情を改め、その疑問に答えるべく口を開いた。

「……私は、いわゆる精霊憑つきですよ」

　ゾラが言うには、精霊憑きとは両親とは似ても似つかない容姿で生まれることをいい、彼の生まれた地方では稀まれにあったらしく、しかも不ふ吉きつだとされた。例にもれず、ゾラも生まれてすぐに養子に出されたらしい。

　彼の隠おん密みつのスキルが異様に高いのは、もしかしたらこの辺も関係しているのかもしれない。

「じゃあ君……いえ、貴女あなたは湖の乙女と呼ばれる方なんですね」

「そうよ、でもリュシアンはとくべつにリィヴってよんでいいの」

「リィヴ、それは名前？」

「そう、ディリィもリンもそうよぶの」

　その二人の事を重ねて尋たずねたが、もうすぐ会えるよ、とだけ答えた。踏ふみ込んで詳くわしく聞こうかとも思ったが、今は取りあえず他ほかにやることがあるので、そちらを優先させることにした。

　そう、彼女が湖の乙女なら話は簡単である。

「リィヴ、お水を頂いても構いませんか？」

「リュシアンならかまわないの、すきなだけもっていくといいの」

　湖の水辺のすぐ近く、石をくりぬいた大きなお椀わんのような水場が設置されていた。その底から溢あふれるように水が湧わいており、器うつわの縁ふちから滔とう々とうと絶え間なく光を反射して流れ落ちていた。

「ここの水は大丈夫だって、アリソンさんも言ってたっけ。井い戸どはともかく、さすがに湖には手を出さなかったんだね」

「いどもみずうみもおなじみず。じめんつたってこっちにもふじょうきた、ゆるせない」

　汚お染せんされた井戸の水は、こちらにも滲しみてきたようだ。どうやら、それが乙女の怒りに触ふれたのだろう。しかも、自分たちで汚よごしておきながら、乙女の呪のろいとか言っているのだから、彼女の憤いきどおりも頷ける。

「いまはだいじょうぶ。わらわがきれいにじょうかしてるの」

　思わず憂ゆう鬱うつになってしまった僕に、どう勘かん違ちがいしたのか、リィヴはそのお水は大丈夫だよ、と太たい鼓こ判ばんを押して無む邪じや気きに笑った。




　　　　＊




「まあ、乙女とお話をしたの？」

　樽いっぱいに水を汲くんで小屋に戻もどり、先ほどの出来事をアリソンさんに話した。どうやらゾラ同様、彼女も姿は見ることはあっても話はしたことがないらしい。

「よほど精せい霊れい様と波長が合うのかしら？　確かにエルフ族には寛かん容ような彼女だけど、お声を聴きくのは神しん殿でんの巫み女こ様や、かつて存在した生き神様くらいだったのよ」

　昔はもっと見る者もいたと言うが、今はめっきり減ったということだ。なんでも今の教皇様が、人道的理由から生き神信しん仰こうを廃はい止ししたが、皮肉にもそのことが信仰への強力な吸引力を失い、人々の教会離ばなれが進んでしまったというのだ。

　もちろん原因はそればかりではなく、教会の強ごう引いんなお布ふ施せ強要に異教徒への弾だん圧あつなど、少しきな臭くさい噂うわさもあった。大陸最大の帝てい国こくの頂点に人族が立って数十年、帝都や中心部などは人族や獣人が増え、エルフ族や魔ま族ぞくは他所よそへと追いやられている。

　今やエルフ族の総本山であるソティナルドゥ教でさえ、上層部は人族で固められていた。と言っても、もちろん人族が悪いと言っているわけではない。もともと少数派であった故ゆえに、他種族の中で一番必死に働き、この大陸での地じ盤ばんを作っていった結果なのだ。手段を選んでいる暇ひまなどなかったのだろう。

　やたら寿じゆ命みようが長いせいか、どこかのんびりした気質のエルフなど、あっという間にこれら勢力に圧あつ倒とうされてしまったというわけだ。

　古都アルヴィナの近きん郊こうはそうでもないが、中心地はどうやら人族で溢れているようだ。力仕事などの下級労働者が多かった獣人などは、いつの間にか差別の対象となって、今は奴ど隷れいになる者も少なくないらしい。

　向こうの大陸の悪習の再来……いや、逆行か？

　しかし、人族逞たくましすぎだね。

　この大陸に取り残された人族は、ほんの一ひと握にぎりだったと聞いている。もっとも技術提供者や、皇帝に近しい権力者、学者など、頂点に近い能力のある人材ばかりだったわけだから、ある意味頷けるのかな？

　どちらにしても、必死になりすぎるあまり暴走の感はある。

　話は逸それたけど、もともとエルフ族が自分たちの同族の女神を信仰したソティナルドゥ教は、今やただの権力の象しよう徴ちようになりつつあるということだ。かつては視みえるもの（資格のある者）、神に仕えるために修しゆ行ぎようしたものが巫女や祭司などの要職に就つき、間違うことなく神事を行っていたが、今は権力者に都合のいいようにお告げを操作し、お布施を強要したりしているという。

「……っ！」

　その時、アリソンさんの食事を一いつ緒しよに食べていたゾラが、いきなり椅い子すを蹴け倒たおして立ち上がった。すぐに玄げん関かんまで走り、扉とびらを開く。ペシュもいつの間に飛び立っていたのか、ゾラの開け放った扉からスイッと飛んで行った。

　そのまま追いかけようとしたゾラは、すぐに僕の方を振ふり向いて、もう一度ペシュの飛び立った方を見た。

　たぶん僕の安全確保と、追つい跡せきとを天てん秤びんにかけたのだろう。諦あきらめたようにこちらに戻って来ると、びっくりして布ふ巾きんを片手に固まっているアリソンさんに、失礼を詫わびて倒した椅子を戻した。

「申し訳ありません、アリソン様。お騒さわがせしました」

　苦く笑しようしつつも手を振って大丈夫と返して、アリソンさんは再び洗い物を始めた。

「どうしたの？　ペシュも飛んで行ったけど誰かいた？」

「……いえ、人の気配はありませんでした」

　僕が首を傾かしげると「おそらくですが」と、前置きして。

「姿を見たわけではありませんが、誰かの従魔かもしれません」

「従魔、か。たまたまかな？　それとも」

　どこにだって従魔持ちはいるだろう。そして、この辺りではエルフや魔族が多かった土地でもあるので、庶しよ民みんでも魔法が使えたり、魔物を従えたりする者がたくさんいる。

　もちろん強力な使い手は、それなりに出世するので田舎いなかにはあまり存在しないが、畑仕事や力仕事、商業ギルドの郵便事業など、わりと普ふ通つうに従魔が使われていたりするのだ。

　だから、そういう類たぐいの従魔がたまたまここに居た、ということも考えられる。

「監かん視し、とは思いたくないけど」

　僕がぼそっと呟つぶやいた時、ペシュが戻って来た。時々感覚を繫つないでいたが、探し当てることはできなかったようだ。向こうもペシュと同じようなスキルの持ち主なのかもしれない。

　すると、階段下にある木の扉がカチャッと音を立てて開いた。

　思わずゾラが身を硬かたくして、僕を守るように己おのれを盾たてにするように身を乗り出してきたが、次に聞こえてきたのはいたって吞のん気きな朝の挨あい拶さつだった。

「……ふああ、おはよう。みんな早いわね」

　カエデである。

　なんと今の今まで寝ねていたようだ。可愛かわいい寝ね癖ぐせがピョンピョン跳はねている髪かみを撫なでつけながら、スリッパのようなサンダルを履はき、果てしなく寛くつろいだ姿で登場したのである。

「まあ、なんて格好なのカエデ！　お客様に失礼でしょ、着き替がえてらっしゃい」

　洗い物を済ませ、娘むすめの分の朝食をテーブルに置いたアリソンさんは、指をクルッと回して、すぐさま回れ右をさせた。寝ぼけ眼まなこだったカエデは、母の𠮟しつ責せきに「気を付け」をすると、指示通りに回れ右をして部屋に飛び込んだ。

　ちらっとゾラを見たことから、おそらく僕はともかく成人男性のゾラの前で、ほぼ寝間着はマズイと気が付いたのかもしれない。

　寝過ごしたせいで、いささか寝ぼけた感もあったのだろう。神殿への旅にしろ、見知らぬ土地への転移にしろ、昨日までは極度の緊きん張ちよう状態だったのだ。母親に会って、一気に気が緩ゆるんでしまっても仕方がないのかもしれない。

「おはようリュシアン、ゾラさん」

　あらためてテーブルについたカエデは、昨日まで着ていた服とは違うが、それでもどこか和テイストなすっきりとした装よそおいだった。アリソンさんも同じような恰かつ好こうだが、アルヴィナではカエデのような恰好の人はいなかったので、この服装は彼女たちの家族特有のものかもしれない。種族的なものか、家系的なものかはわからないけど。

　カエデとアリソンさんは、親子だけど種族が違うからね。

「え？　曾そう祖そ父ふは人族だったの？」

「ええ、そのせいもあって曾祖父は、同じ人族の英えい雄ゆう王にとても憧あこがれててね。彼が好んで身に着けていたという衣い装しようを模して着用するようになって、なんとなく代々うちではこの恰好なのよ」
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　例の英雄王は人族で、カエデの家系は彼が娶めとったうちの一人、魔族である鬼き人じん族の妻の系けい譜ふだ。その息むす子こ、カエデからみて高祖父は種族こそ鬼人族だったが人族とのハーフ、そしてハーフエルフを妻としたため、その息子は人族判定だったというわけだ。彼は鬼人族を娶り、彼らの子供、つまりカエデが以前話していた祖父は、種族としてはダークエルフなのだという。

「祖父はダークエルフなんだけど、人族の血の影えい響きようが強かったらしく、姿もほとんど人族で、見た目も年相応なんだけどね」

　僕も人族だけど、エルフの先祖返りって言われてるし、種族判定はあまりあてにならないよね。

　もともと僕たちの鑑かん定ていって、物やモンスターに対しては正確だけど、人族やエルフ、亜あ人じんもだけど、その辺の数値は、過去の偉い人じんたちの計算式に則のつとった後付けのものだって説が有力なのだ。

　元始記憶層アカシツクレコードから読み取れないのは、なんでも神が後から放った箱庭の住人だから、とのことだが……その辺は眉まゆ唾つばっていうか、お伽とぎ噺ばなしっぽいね。

　話は逸れたけど、カエデが朝食をとっている間に、僕たちは今朝の出来事をカエデにも話した。乙おと女めと会話したという段になると、アリソンさん同様、驚おどろきのあまり大きな瞳ひとみを何度も瞬またたいた。

「さすがリュシアンというか、貴方あなたってほんとおかしな人ね」

　いきなりのおかしな人判定には物申したいが、問題はそこじゃない。

「とにかく乙女が腹を立てているのは、何も水を汚染した人だけじゃないってことなんだよ」

　カエデは、母の焼いたパンケーキにバターをたっぷりのせて頰ほお張ばった。僕もさっき食べたが、ふんわりしていてすごく美味おいしかった。ハチミツでもかけたらもっと美味しいだろう、とちょっと思った。

　もぐもぐ口を動かしながら「え？」と顔を上げたカエデに、僕は続けて口を開く。

「村人たちは湖の水は使わないと言っていたらしいけど、乙女いわく、どうやら何人かは夜中に汲みに来たようで、それらを全部追い返したって言ってたから」

　乙女の口ぶりから、彼女なら、村の井い戸どの浄じよう化かも可能なのではないかと思われた。それでも、今もって放置しているのがその証しよう拠こである。

　自分たちからは動かず、教会の言いなりでなにも行動を起こさない村人。彼女がつむじを曲げても仕方がないのかもしれない。




　カエデが朝食を終えると、アリソンさんは僕達に食後のお茶を出してくれた。

　チョビやペシュたちのご飯も先ほど貰もらったので、空いている椅子で、今は二匹ひき並んで食べていた。チョビは朝採れの新しん鮮せんなみずみずしい野菜、ペシュは洋よう梨なしに似た柔やわらかい果実である。

　乙女の恩おん恵けいなのか、アリソンさんの畑にはいつも新鮮な作物が育っていた。

「じゃあ、乙女なら井戸の浄化もできるんだ」

「みたいだね……だけど、今のままじゃ無理だろうね」

　湖に流れ込む汚お水すいを乙女が浄化していると聞いた時、僕は村の井戸も浄化してくれるようにお願いしてみたのだが……答えは、わかりきっていた。

　自分たちで汚よごしたんだから、自じ業ごう自じ得とくだろうと。うん、正論だよね。ぐうの音もでないというやつだ。

「そっか、リュシアンが乙女と会話できるってことで、何らかの解決策があるかとも思ったけど、難しそうね」

　カエデは肩かたを落としたが、アリソンさんは「意い思し疎そ通つうが叶かなっただけでも大きいわよ」と僕にお礼を言った。実を言うと、村に住んでいるカエデの一家は、ここの作物を食べることによってかなり状態が良くなっている。村とは少し距きよ離りがあるため、生活で使う水のすべてをここから家に運ぶのは大変だが、食事に使う材料を、ここで採れたものだけにすることはできた。それだけでも、かなりの回復が見られたのである。

　乙女がここの水を浄化していると知って、その対処が間違ってなかったと確信が持てたとアリソンさんは胸を撫で下ろした。本当は水も運びたいところだが、呪のろわれた水と言われているものをわざわざ運んでいると、また何を噂うわさされるかわかったものではないと複雑そうである。

「それなんだけど、乙女……リィヴがね」

　僕がそう言いかけた時である、いきなり扉を叩たたく音が聞こえた。コンコン、というよりドンドンと荒あらっぽい叩き方だ。

　確かにここは冒ぼう険けん者ギルドだが、今は閑かん散さん期きでダンジョンには誰だれも居ないはずだ。フィールドクエストがいくつか掲けい示じ板ばんに貼はってあるが、誰も受けていないと言っていた。

　アリソンさんが扉の前に立つのとほぼ同時に、待ちきれなかったのか、いきなり扉が大きく開いた。ノブを摑つかんだ手を、危あやうく扉に持っていかれそうになって、アリソンさんは慌あわてて手を離はなした。

　何事かと僕達も腰こしを浮うかせたが、そこに立っていたのは普通のおじさんだった。あえて言うなら、ちょっと感じの悪そうな、と注ちゆう釈しやくがつくかもしれない。

「村長さん。まあ、どうなさったの？　そんなに息を切らして」

　どうやらその人はこの村の村長だったらしい。中に迎むかえたアリソンさんに、横おう柄へいにふんと鼻で答えてずかずかと入って来る。僕に目をやり、またしてもふんっ、と鼻を鳴らした。そこまできて、僕はハッと息を吞のんだ。

　──あっ、カエデ！

　慌てて振り向いたが、既すでにそこにはカエデはおろかゾラさえいなかった。

　たぶん、扉が開いた瞬しゆん間かんにカエデごとゾラは身を隠かくしたのだろう。その辺には居ると思うが、相変わらずぜんぜんわからない。

　村長は、そのまま中央のテーブルまで歩き、勧すすめられもしていない椅子にドカッと座った。アリソンさんが言うように、まるでマラソンでもしてきたかのように汗あせだくでゼイゼイと息を切らせている。

「……ったんだ」

　長く大きい息を一つ吐はいて、彼はぼそっと呟いた。掠かすれた声で良く聞こえず、アリソンさんがキョトンとすると、イラついたように首を振ふってバンッと腿ももを叩いた。

「迷ったんだ！　ここへたどり着くまでたっぷり一時間以上な！」

「え……村からおいでになったんですよね？」

　村からここまでは一本道だ。僕も近くを歩いたけど、普通ならどうやっても迷うことのない道筋だ。割と距離はあるが、少なくとも一時間もかかることなどない。それこそ不思議な力が働いたとしか思えない。

　そうなれば、誰の仕し業わざか考えるまでもないだろう。

「お一人でいらしたんですか？」

　そこそこいい歳としのおじさんが、モンスターも徘はい徊かいする林道を一人で歩いて来たのかと、アリソンさんは心配して聞いたのだが、彼はまたしてもふんと鼻を鳴らした。

「……そ、そんなことはどうでもよろしい」

　その口調から、たぶんゾロゾロ若い衆でも連れてきたのかもしれない。バツが悪そうに、何度も咳せきばらいをした。なにをしに来たのか知らないが、少なくとも相手を威い圧あつするための人材を用意していた様子である。

　どうやら途と中ちゆうで、一人、また一人といなくなったようだ。

　話し合いには、彼一人いれば済むと判断されたようだ。──もちろん、彼女に。

「アンタに頼たのみたいことがあって、こうしてわざわざ足を運んだんだ」

　お願いに来たにしてはかなり態度が大きいが、アリソンさんは慣れたものでちょっと苦く笑しようして肩を竦すくめた。




　意地を張って、こちらの水場の水は使わないと息巻いていた村人たちだったが、実は何人かは背に腹は代えられず、水を汲くみに来ていたらしい。けれど、なぜか水場までたどり着けなかったというのだ。

　大体はこっそりと深夜に訪おとずれていたようだが、さんざん迷った挙句に村に戻もどってしまったり、大きな獣けものに追い掛かけ回されたりと理由はさまざまである。

　それを何とかしろと、こう言っているのである。

「それが乙女の意思なら、私にはどうにもできません」

「……水を独ひとり占じめしようというのか？　分かっているのか、ここも村の管かん轄かつ地だ。それに村にはお前の家族もいるのだぞ」

　何言ってんのこの人。もともと乙女の呪いだから、ここの水など飲めるか、とか言ってた人だよね？　もし、ここの水が汲みたいなら順番が違ちがうでしょ。まずは乙女の濡ぬれ衣ぎぬを晴らし、管理人であるアリソンさんにも謝るべきだよね。

「もっともアンタの家族は最近調子が良いらしいな。アンタが水を運んでいるのだと聞いているぞ。これを独り占めと言わずしてなんというのだ」

「私はこちらの水を使ってくださいと、以前から進言しておりましたが？」

　アリソンさんが家族へ運んでいたのは水ではなく作物だが、この場合は言っても始まらないだろう。

「実際に、使えないではないか」

「……あんな呪われた水を使えるか、とおっしゃいましたよね」

　ぐっ、と村長が詰つまる。

　そう、もともとは使わないと宣言していたのは村人なのだ。管理人である彼女が清水で育はぐくんだ作物を、自己責任で家族に持って行ったことを責められる謂いわれはない。しかも、夜中になんの断りもなく盗人ぬすつとのように侵しん入にゆうしてくる不ふ審しん者を、たとえ乙女でなくても追っ払いたくなる気持ちもわからないでもない。

「ともかく何とかしろ、ここの管理はあんたが任されているのだろう？　ギルドの出張所が出来るとき、ここを村人が管理するのを条件にしたのも、こういう時の為ためだ」

　ようするに村の人間なら、村の為に尽つくすのが当然だと言いたいらしい。

　アリソンさんは呆あきれたようにため息を吐ついて、首を振った。

「私が任されているのは、ギルドの仕事であって水の管理ではありませんし、そもそも水の汚お染せんについては、お聞きになる相手が違うのではありませんか？」

　そう、ここの水が欲ほしいと言っている時点で、水の汚染が乙女の呪いのせいじゃないとわかっていることになる。それなら、ここに責任云うん々ぬんを押し付けるのは筋違いだということだ。

「問題をすり替かえるな！　いいから水を寄よ越こせ、今すぐに！」

　正当性がアリソンさんにある以上、口で村長に勝ち目はないのは目に見えて明らかだ。

　頭に血が上った村長は、ガタッと椅い子すを倒たおして立ち上がった。

　……ちょっ、やば！

　アリソンさんの襟えり首くびに、村長の手が掛かるか掛からないかの瞬間、僕は思わずその手首を摑んだ。身長差があるため、ちょっと……かなり、さまにならなかったが一応止めることはできた。

「な、なんだこの小こ僧ぞうは……！」

　すぐに僕の手を振り払はらった村長は、けれど同時にちょっと冷静になったのか、思わず手を上げそうになったのをごまかすように咳ばらいをした。

　行き場をなくした手をブラブラさせて、不ふ機き嫌げんそうに僕を睨にらみつけている。

「彼は冒険者ですよ。一応、ここはギルドの出張所ですからね」

「……冒険者だと？　こんな子供が、か」

　アリソンさんの言葉を疑うように、僕の姿を上から下までじろじろと眺ながめて、またしても馬ば鹿かにしたようにフンッと鼻を鳴らした。……それ、癖くせなの？

「僕は間違いなく冒険者ですよ。今は居ませんが、大人の連れもいます」

　変に勘かん繰ぐられても困るので、ここはちゃんと冒険者だと納なつ得とくしてもらわねばならない。ゾラは冒険者ではないが、まあ噓うそも方便だ。

　それが良かったのか悪かったのか、村長は何かよからぬことを思いついたようである。

「……よし、それなら冒険者、お前に依い頼らいだ」

「ちょ、ちょっと……やめてください村長さん。彼のランクでは、指名依頼は受けられませんよ」

　とんでもない事を口走った村長に、アリソンさんは慌てて僕たちの間に入った。

　ギルドの、仮にも職員となれば、ここは黙だまっている訳にはいかなかったのだろう。なりたての僕でも知ってる、指名依頼はＣランク以上の冒険者、それに別べつ途と指名料が必要となるのだ。

　僕がＦランクであることをアリソンさんは知らなかったが、それでも冒険者になったばかりだと伝えてあったので、そこは察してくれたのだろう。

「クエストボードに貼れば同じことだろう。冒険者としてここの施し設せつを使用している限り、この地域に貢こう献けんしてもらわねばならん」

　またまた独特の持論が出たようだ。呆あつ気けに取られているうちに、おじさんはクエスト依頼の手続きを強ごう引いんに進めようとしている。アリソンさんも一応、正式なクエスト依頼なら断ることはできない。

「アリソン、早くせんか」

「それは構いませんが、彼が受けるかどうかは当然ながら彼次し第だいですよ。そこだけはご理解ください」

　困こん惑わくしながらも、仕方がなく受付に置いてある書類ボードを手に取った。

「……もとはといえば、お前ら家族が……ったく、ろくなことがない」

　忌いま々いましそうに口の中で悪態をついて、返事の代わりにふんっと鼻息を荒くした。この期ごに及およんで、まだカエデたち家族のせいにしておきたいらしい。

「依頼内容は？」

「ふん、決まっておる。井い戸どの汚染の原因解明と、水の浄じよう化かだ」

　…………は？

　まあ、百ひやつ歩ぽ譲ゆずって浄化はわかる。

　だけど汚染原因の解明って、……この村長さんだってわかってるはずだよね？

　いや、わかっているから厄やつ介かいなのか。要は、面めん倒どう事ごとごとを一いつ切さい合がつ切さい通りすがりの冒ぼう険けん者に擦なすり付けて、体ていよく問題を片付けようとかいう魂こん胆たんってわけ？

「汚染は湖、ダンジョンに広がっている。もともと乙おと女めの支配する湖一帯、むろんダンジョンもだが、すべてギルドの管轄だろう。ああ、それからギルドに掛け合って賞金を出させる手続きをすぐにしろ。この件に関して儂わしはびた一文出さんからな」

　……うん、もう呆れて言葉もない。

　アリソンさんも、さすがに依頼書に記入する手を止めて口を開きかけたが、僕はそれをやんわりと手で制して、村長に目を合わせてきっぱりと言い放った。

「その条件だと、依頼を受けることは出来ません」

「な、なんだと、小僧！　冒険者の分際で舐なめた口を……っ」

　僕がなにか発言するとは思わなかったのだろう、驚おどろいたように振り向いてまるで脅おどしつけるようにテーブルを力いっぱい叩たたいた。上に載のっていた食器が、激しくガチャッと一いつ斉せいに跳はね上がる。

　けれど、その様子を白けたように見やった僕に、村長は気け圧おされたように一歩下がった。

「……確かに僕はたかが新人の冒険者だけど、それが乙女の言葉ならどうです？」

「な……、なに？」

　そう、これはさっき僕がみんなに言いかけたことだ。

　朝、乙女から頼まれたこと。

「乙女は、村人が自らの過あやまちを認め、ダンジョン側に滲にじみ出す汚お水すいを浄化させたなら、今回の件を水に流すと言ってました」

　要するに、乙女の条件には村人たちの改心が絶対条件になっているのだ。出来ることなら、何もかもをうやむやにしたいであろう村長にしてみれば、厄介な条件である。

「な、なにを……お前、適当なことを」

「適当なんかじゃありませんよ、村長さん。彼は、私よりも精せい霊れいを視る力が有ります。たぶん本当の事だと思いますよ」

　反射的に噓だと決めつけた村長だったが、それはアリソンさんによってすぐさま肯こう定ていされてしまい、鯉こいのように口をパクパクさせた。

「なん、だと。そっ、いや……そうか、そのナリで冒険者というのはおかしいと思ったんだ。エルフで、しかも巫み女この力の持ち主か……」

　村長は思わず僕を二度見したが、しばらく思案気に俯うつむいて何やらブツブツと呟つぶやいた。その際、謎なぞの沈ちん黙もくがあったが、最後にポツリと「これは、あるいは」と、小さく頷うなずいて顔を上げた。

「……わかった。取りあえず、村の者にはそのように伝えておく」

　分が悪いと思ったのか、村長はやけにあっさり頷いた。その後、始終ちらちらと僕の方を盗ぬすみ見るような視線に多少嫌いやなものを覚えたが、とにかく条件が通ってホッと一息つくことができた。

　最終的に村長がギルドへ申しん請せいしたクエストは、ダンジョンの浄化の一件のみ。そして報ほう酬しゆうも村側が出すと言った。

　また村では会議を開き、井戸の見張りを行うこと、実行犯はその場で拘こう束そくする旨むねを約束させた。ある意味、これは神しん殿でん、教会に対しての反逆だが、乙女の怒いかりが解かれれば加護といかないまでも身の安全が保障されると見込んでのことだろう。たとえ神殿の人間が何かしてきても、乙女の不可思議な力で守られるのだと信じたのだ。

　建前として、乙女は教会が祀まつる女神と同列の存在。もし乙女が村人を守れば、公的にも教会は村に手出しすることが出来なくなるのだから。

　まったく調子のいいことである。

　もちろん乙女に心から謝罪し、悔くい改めることが条件だ。その第一目標として、村人総出で犯人を見つけようとなったのである。この場合は実行犯を、だ。

　アリソンさんも、村長と敵対するつもりはなかったので、今回のことにひとまず安心した様子である。

　行く当てもなかったカエデたち家族を迎むかえてくれた村でもあったし、もとよりこの辺り一帯は、ティファンヌ公こう爵しやくの領地で、自分たちの故郷でもあるのだから思い入れも一ひと入しおなのだろう。

　村長が帰った後、これからの事をみんなで相談した。

「ダンジョンは浅いので、僕達だけでも大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　乙女に頼たのめばあるいは浄化は可能だが、あくまで村が行うことという条件があるので、村の雇やとった冒険者がダンジョン内の汚染を調査する必要がある。

「リュシアンって、本当にお人よしね。この村の事なんて、貴方あなたには関係ないのに」

　カエデとゾラは、まるで忍にん者じやが隠かくれ蓑みので身を隠していたかのように壁かべから現れ、今はしれっとテーブルでハーブティーを飲んでいる。ちなみにゾラは、村長の暴言にカエデが暴れ出しそうになるのを何度も止めたらしく、ちょっとだけ疲つかれた顔をしていた。

　カエデって割と直情型だよね。

「それは違ちがうよ」

　僕だって、そんな何でもかんでも首を突つっ込まないよ。そう言って首を振ふった僕に、かなり疑わしそうにこちらを見たゾラの視線がチクチク刺ささった。

　いや、ホントに今回は違うから！

「関係なくはないんだよ。だって、乙女は僕のこと知ってたし……」

「えっ!?　そうなの、でもリュシアンってこっちの人じゃないでしょ？」

「そうなんだけどね、どうも彼女は僕の知り合いから聞いたらしいことを……あ、いや、僕にも会ったことがあるって言ったかな」

　そう例の湖で……あのキャンプ場で垣かい間ま見みた湖がここなのだとしたら、知らないうちに邂かい逅こうしていたのかもしれない。

「……？　よくわからないわね」

「ごめん、僕にもわからないんだ。ただ、彼女が言っていたディリィという名は、ある人の口からも聞いたことがあって気になっているんだ」

「へえ、ディリィ。ディリィね……愛あい称しようかしら？　だとすると、えーと……そうね、コーデリアかしら」

「……あっ！」

　カエデが何気なく呟いた言葉に、僕は思わず椅い子すから立ち上がっていた。




　村の事はアリソンさんに任せて、僕達は再び湖を訪おとずれていた。乙女のお膝ひざ元もとであるダンジョンに潜もぐる前に、一言挨あい拶さつしたかったのと、もう一つ、ディリィという人物について聞きたかったからだ。

　カエデが言うように、その名前がコーデリアの愛称だとすると、もしかすると僕の想像どおりの人物である可能性があるのだ。

　けれど、残念ながら湖のほとりに立っても乙女は現れなかった。

　向こうから出てきてくれないと、こちらからどう呼べばいいのか皆かい目もく見当もつかない。仕方がなく、僕達はダンジョンの入り口の方へと向かった。

「ここよ、この洞どう窟くつの先がダンジョンに繫つながっているの」

　カエデが手を掛かけているのは、大人なら身体からだを屈かがめないと入れないような小さな入口であった。

「わかったよ、ありがとうカエデ。あとは僕達で……」

「何を言っているの、私も行くわよ」

「え……？　あ、でも」

「忘れてるかもしれないけど、私だって冒険者なんだし、何よりこれは私の問題でもあるのよ」

　それはそうなんだけど。以前、武器は見せてもらったけど実際の戦せん闘とうは見たことがないし、そういえば、ゾラの戦闘スタイルもあらためて聞いたことがない。まあ強いだろうことは想像がつくので、問題ないとは思っていたわけだけど。

　ゾラは冒険者ではないが、助すけっ人ととして傭よう兵へいのような人材を雇ってはいけないという決まりはない。ただし、ランク査定には影えい響きようするので、昇しよう級きゆうを狙ねらっている冒険者は部外者をパーティに入れることは少ない。

　ちなみに傭兵と冒険者の違いは、すごく大おお雑ざつ把ぱに分けると戦闘対象が対人か対モンスターかである。また、どこかの国に雇われることが多い傭兵に対し、冒険者は基本的に国家間の戦闘に参加することはない。

　もちろん高ランクの冒険者を抱かかえていることは、その国にとって有益でもあり、体よく爵しやく位いでも与あたえれば国家に引き入れることも可能なので、有能な冒険者は優ゆう遇ぐうされることが多いのも事実だ。

「えーと、じゃあ……あらためて、カエデの戦闘スタイルを教えて。前に見せてもらった暗器がメインってことでいいの？」

「いいえ、アレはどちらかというと、近づけない時のセカンドウェポンね」

　袂たもとからするっと取り出したのは鉄てつ扇せん。一見、漆うるし塗ぬりの美しい扇おうぎに見えるが、近くで見るとちゃんと金属製だった。どうやら直接叩くというより、躱かわしたりいなしたりするもののようだ。僕の革かわの籠こ手ての性能に近い。

「で、前にも言ったけどメイン武器はこれよ」

　扇を片手でパチンと閉じて、素す早ばやく突き出したのはなんとナックルを付けた拳こぶし。

　聞くと、身体強化系のスキルを複数持っており、機き敏びん（身躱し）の数値が異様に高い。やっぱり文句なしの前衛だった。鉄扇で払はらった後、すかさず間合いに入って刺すようにパンチ！　……だね。

「……ま、魔ま法ほうは？」

「使えるわよ。でも、私の場合は生活魔法しか使えないわ。属性はともかく、魔力が少なくてね。だから戦闘には向いてないのよ」

　生活魔法！　すごく興味が湧わいたが、今は取りあえず戦闘能力である。

「回復魔法は？　使える？」

「そうね、水の属性があるから、初歩のキュアドロップくらいなら」

　キュアドロップ、これは風魔法のヒールと同義の魔法だ。属性の違いがあるだけで、効き目はほぼ変わらない。回復魔法が使えるのは、かなり大きい。

「わかった、じゃあ一いつ緒しよにいこう」

「そうこなくっちゃ」

「そうそう、分かってると思うけどダンジョンの水は飲んじゃダメだからね」

　湖のほとりの湧き水は浄じよう化かされているので、ここへ滲しみてきている水も大丈夫だと思うけれど、大事を取って水を飲むのは控ひかえるのが良いだろう。

　アリソンさんによると毒の目め処どは、おおよそ想像がついているらしい。ただ、分かってはいても解げ毒どくが難しい代しろ物ものだというのだ。

　彼女は、出張所で販はん売ばいしている薬のほとんどを自ら作っているので、薬草などには詳くわしい。そもそも彼女がクエスト受注を任されているのは、ごく低いレベルとは言え鑑かん定ていのスキルを持っているからだ。高レベルの鑑定は、鑑定料を取って巻物を使うという形を取っているようである。

　もちろん毒そのものを見たわけではないので断言はできないが、湿しつ度どの高い岩場にしか生えない毒草ではないかと推測していた。非常に珍めずらしいもので、万ばん能のう薬やくの材料の一つでもあるらしい。

　この辺で採取できるのはソナ瀑ばく布ふの滝たき壺つぼ周辺。美しい白い花を咲さかせることから、女め神がみの名を取ってソティナ草との名が付いている。採取場所が聖地でもあることから、年に数回の開放日にのみ採取できる特別な代物だ。

　普ふ通つうなら市場に出回ることのないソティナ草であるが、カエデの祖父にそうではないかと聞いたアリソンさんが独自に調べ、ほぼ間違いがないと結論づけた。この毒は、遅ち効こう性でさらに水に溶とけた後なんの処理もしなければ数週間ほどで成分の検出が困難になることから、証しよう拠こが残りにくいという利点があった。

「それじゃあ、改めて調査の必要はないの？　毒はもうわかってるんでしょ」

　話を聞いたカエデは、拍ひよう子し抜ぬけしたようにダンジョンの入り口を見た。

「だからこそなんだよ。毒が浄化されているなら、なおさら急がないと。ダンジョンに生息する薬草をいくつか持って帰りたいんだ」

「薬草……でも、このダンジョンには大したレベルの薬草はなかったと思うけど」

　何度か母に連れられて、このダンジョンを探たん索さくしたことがあるらしい。カエデはそう言って、ここで採集できる薬草を指折り数えている。ダンジョン産としても、もともとここで採取できる物は、ドロップ品を含ふくめて大したレベルではなかった。

「もしソティナ草が原因なら、特効薬がなくてね。解毒にはちょっと特とく殊しゆな薬草が必要になるんだよ。でもね、それは特別な薬草って意味ではなくて……」

　ソティナ草は一いつ般ぱんに出回る薬草ではなく、その中毒患かん者じやも皆かい無むに等しい。よって、専用の解毒薬はないのだ。だから、一から薬を作る必要がある。

　村長さんが帰った後、僕がフリーバッグを持っているのを知って、アリソンさんはぜひとも依い頼らいを受けて欲しいと頼んで来た。もとより断る気はなかったので、僕は二つ返事で了りよう解かいして、正式にクエストを受けることになった。

　カエデにも言ったけど、これは僕にとっても関係のない話ではないのだ。

　こうして、奇くしくも異界に於おいて初のクエストを受けることになった。冒ぼう険けん者としての初の一歩を、こんな形で歩み出すとは夢にも思わなかった。








第四章　初めてのクエスト






　小さな入口から洞窟内に入ると、まず最初に広いドーム状の部屋があった。

「中は広いんだね。天てん井じようも高い。それに、ここの光の鉱石はかなり純度が高いようだ」

　光の鉱石とは、ダンジョン内の光源となっている岩のことだ。大たい抵ていのダンジョンは、この岩のおかげでうすぼんやりとした明かりが常時内部を照らしている。けれど、不思議なことにこれを持ち帰っても光は保たれず、ただの石になってしまうという。また鉱石としての価値もほとんどない。

「この広場は、ダンジョンの玄げん関かんともよばれている場所で、例の新人冒険者の研修をやるときは補給所になったりしているの」

「地図を貰もらったけど、本当に三階層しかないんだね。確か、ダンジョンボスもいないって言ってたっけ」

　すごく簡単に描かかれた地図。一階層はこの部屋と、ここから延びる通路の先の階段部屋のみ。二階層はちょっとだけ広いが、単純な通路に小部屋が連なっており、特に迷めい路ろという感じではない。正直、地図いらないよね。

「ええ、そうよ。冒険者が何人も潜ったけれど、ボス部屋はなかった。だから、ここはダンジョンではなく、ただの洞窟だと言っている人もいるわ」

「えっ、そうなの？」

「ええ。だけど、ここにはダンジョンモンスターも出しゆつ没ぼつするし、ダンジョン産の鉱石も出るのよね」

　浅い階層のダンジョンもあるにはあるが、どんなに小さなダンジョンでも普通はボスが存在する。なにか特殊な事情でもあるのだろうか？

　どちらにしても、今回のクエストには、ここがダンジョンだろうとなかろうとあまり関係がない。欲ほしいのは水辺で採取できる薬草である。

「それなら三階層ね。行き止まりに地底湖があるわ。三階層で一番広い部屋よ」

　三階層の地図を見ると、一、二階層と違ちがって全体的にかなり広い。これもまた単純な構造だが、まっすぐ続く通路の距きよ離りだけならかなりのものだ。そして、三方向に分かれた道の一つ、その先に広い空間があって、その半分を地底湖が占しめていた。

「これだけ広い場所なら薬草くらい生えてるよね」

「もちろんよ。でもさっきも言ったけど、どこにでも生えている薬草よ」

「……まあ、現物を見てみないと判断つかないけど、大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんとアリソンさんに特とく徴ちようを聞いて来たから」

　そうして地図を確かく認にんした僕達は、いよいよダンジョン内部へ出発することにした。

「あ、そうだ。ここのモンスターの特徴は？」

「そうね、たぶん地底湖の影響なんだろうけど水すい棲せいモンスターが多いわ。虫タイプのワーム系と、あとトカゲなんかの爬は虫ちゆう類るい系も結構出るわね。そうそう、地底湖には結構大きい魚型のモンスターが出たこともあるって聞いたことあるわ」

　かなりの強敵だったらしく、ボスだと勘かん違ちがいされたのだという。けれど、倒たおした後もダンジョン内に変化がなく、ボスではなかったと判断されたらしい。

　一階層では、何事もなく階段まで辿たどりついた。

　カエデの話によると、二階層にはそれなりにモンスターが出没するとのことだ。

「じゃあ、階段を下りるけど、カエデは前衛でいいよね。それとゾラは……」

　僕の問いにカエデはもちろんと答え、ゾラはおもむろにカエデの横に立った。前衛ってことかな？　それにしてもゾラは何一つ武器を持ってないけど、大丈夫？

　そんでもって僕はいつもながらマッパー兼けん後方で支し援えんだ。巻物の補ほ充じゆうができなかったので、基本的に薬での治ち療りよう担当である。

「階段、下りるわよ」

「うん、気を付けてね」

　いくら三階層のダンジョンだといっても油断はならない。

　ダンジョンは、何が起こるかわからない場所なのだから。実際、そういう経験もしてるからね。今回は、探索や討とう伐ばつを目的としているわけじゃないので、できたら何事もなくクエストを完かん了りようしたかった。

　二階層に下りた途と端たん、さっそくエンカウントした。

　カエデが階段を下りた際に、モンスターを踏ふんづけたのだ。

　……てか、ちっさ！

「ロックワームよ！　ごめん、踏んじゃった。なにしろ、こいつったら岩と同じ色に擬ぎ態たいするのよ」

　ショックを受けると元の色に戻もどるらしく、カエデが踏んだところは肌はだ色いろになっている。まんま姿はミミズだった。モンスターにしては小型かな、たとえるならアスパラガスくらいの大きさだね。ただ、それが大量にうじゃうじゃいるのだ。

　手に入る素材は、土。倒すと大量に土を吐はき、その土は商業ギルドで高く売れるらしいが……集めるのには、色々な精神力が必要になりそうだ。

「面めん倒どうなのが来ちゃったわ。弱いんだけど、とにかく数で来るのよ。相手が軽いからパンチは力が逃にげちゃうし、私ちょっと苦手」

「そっか、分かった。こんなところで無む駄だな体力使うのもよくないし、僕が巻物を使うよ」

　残り少ないとはいえ、まだ巻物のストックは若じやつ干かんある。この先なにがあるかわからないから無む駄だ遣づかいはできないが、初級魔ま法ほうくらいなら構わないだろう。

「お待ちください、リュシアン様。ここは私が行きます」

「ゾラ？　でも、ゾラって直接攻こう撃げきだよね。魔法とか使えたっけ？」

「魔法ではありませんが、これくらいの距離なら届きますし……いけます」

　ゾラの身体からだの周りに、薄うすい膜まくのようなものが見えた。そして、その揺ゆらぎがやがて動物のような形をとり、地面をウネウネと這はいまわるモンスターに襲おそい掛かかった。

「えっ、これって狼おおかみ？　いや、でも……」

「さすがです、リュシアン様。これも視みえるんですね」

　この会話の内に、あっという間に戦せん闘とうは終わった。半はん透とう明めいの数匹ひきの獣けものが、ミミズの集団をいとも簡単に蹴け散ちらし、大量の土があちこちにこんもりと盛られた。

　あ、箒ほうきが欲しいね。

　いや、それよりも今のなに？　確かに魔法とは違うようだけど。まさか気とか覇は気きとかそんなの？　漫まん画がのヒーローみたいなんだけど。

　そして、ロックワームがゲ……じゃなくて、吐いたこの土。スゴイよ、ふわふわでめちゃ良い土って感じ。高値で取引されてるっていうし、本当に良いものなのだろう。

　今回は素材集めはしないつもりだったけど、この土があったら学園で栽さい培ばいしてる薬草もさぞかし……。

「せっかくだから集めましょうか」

　よっぽど僕が未練たらたらの視線を送っていたのか、カエデがそう言ってロックワームの素材である土を集め始めた。お言葉に甘えてみんなで土を集めることにする。

「ゾラ、さっきのアレはなに？　従じゆう魔ま、じゃないよね？」

「えっ？　私には、ただの青白い炎ほのおのように見えたけれど」

　僕の質問に、カエデが不思議そうな顔をしている。

「カエデ様にも精せい霊れいの加護があるので、辛かろうじて見えたのでしょう。あれは精せい霊れい獣じゆうです」

「……精霊獣？」

「契けい約やくで使し役えきしているという点では、従魔と同じかもしれません。ただ、彼らは命令には従いますが、意思の疎そ通つうはありません。人型の精霊以外は、それほどはっきりとした自我がないのです」

　精霊獣は、自然の一部のような存在らしい。言ってみれば、自然との契約。そしてそれは精霊憑つきと呼ばれる彼らにしかできないとのことだった。

　契約している以上、双そう方ほうに利益があるのだろうけれど、精霊憑きとされる彼らは一体何を対価に精霊を使役しているのだろうか？　ちょっと気になったが、ゾラはそれ以上は語らなかった。

　その戦い方としては、先ほどのように離はなれた対象を攻撃する中距離と、気のように纏まとわせた精霊獣の、その姿を変化させて武器とする近距離攻撃だ。

　見せてもらったけど、握にぎった拳こぶしが、先ほど視えた獣と同じもので覆おおわれ、まるで大きな爪つめ型のナックルでも着けているような形になった。ゾラはその形が一番戦いやすいと言っていたが、剣けんなど他の武器の形になることも可能らしい。確かに、ゾラには武器が必要ないようだ。

　ただし中距離の方は、伸ばした腕うでのちょい先くらいの微び妙みような距離で、精霊がゾラの身体を離れた時点で制せい御ぎよが難しくなるとのことだった。よって、対人にはあまり使えないらしい。相手を殺しちゃうからって……コワイんだけど。

　それに、これって普ふ通つうの人は視えないんだっけ。結構……というか、それは相手にとってはさぞかし脅きよう威いなことだろう。

　想像通り、かなり強かったゾラのおかげもあり、僕達は、順調に二階層を攻略することができた。

　ロックワームを始め、やたら毛むくじゃらの毛虫モンスターや、足の長い蜘く蛛ものようなモンスター、軒のき並なみ昆こん虫ちゆうタイプは気持ち悪い系が多く、別段虫が苦手というわけではない僕でもちょっぴり萎なえた。

　また、爬虫類系も豊富におり、トカゲ型のモンスターは大型なものが多く、そして種類も多かった。これだけの小規模ダンジョンにしては、モンスターの種類が多すぎるような気がするのだけど、気のせいなのだろうか？

　ともかく弱いモンスターばかりだったので、遭そう遇ぐう率は高いが、それほど苦労せずに倒すことが出来た。地図によると二階層には空白地帯はないようなので、そのまま休きゆう憩けいなしで三階層まで行くことになった。

　三階層は湿しつ度どが高く、なんだかじめっとした場所だった。

　気のせいなどではなく、天井からは時折大きな水すい滴てきが落ちてくる。そのためか、天井にはまるでつららのようなものがゴツゴツと垂れ下がっていた。

　なんだっけ、鍾しよう乳にゆう石せき？　だったかな。

「あれ？　この匂におい……」

「どうかしたの？　リュシアン」

「磯いその香かおりがする」

「そうね、ちょっとだけだけど……海が近いからかしら？」

　確かに、このダンジョンがあるのは港町へと続く街かい道どうの近くだ。でも、まだ結構な距離があったと思うんだけど。

「この先に、かなり大きな空白地帯があるの。その先は三方向に分かれる道だから、ちょっと休憩しない？」

「そうだね、ずっと連戦だったし、一度休もうか」

　このダンジョンが、新人研修に使われている理由の一つは、構造が単純なこと。

　そして、もう一つがモンスターが多いことだ。これほどの小規模ダンジョンにしては、モンスターの遭遇率が高く、数も多いので、新人研修に結構な人数を送り込むことができるのだ。

　さらに新人にうってつけなのが、レベルが低く性質的に厄やつ介かいな敵がいないこと。

　しかし、飽あくまで新人冒ぼう険けん者にダンジョンが何たるかを教える教材として優良な、という意味である。通常のダンジョンとしてはまったくもって魅み力りよくがないのだ。

　段階的にレベルを上げるだけの階層がなく、モンスターの素材にしても、そこそこ良い物が手に入るが、それはやっぱりそこそこでしかない。先ほどのワームの土のように、ダンジョン産でレア度は高いが、なにしろ個体が小さく、売るだけの量をちまちま集めるのはかなり面倒だ。僕みたいに自分で使う量を採集する分にはいいけど。

　ということで、冒険者たちのレベル上げにも素材集めにも中ちゆう途と半はん端ぱで、結局新人のための練習場にしかならなかったというわけである。

「ここだね。あ、ちゃんと竈かまどがある」

　この規模のダンジョンの空白地帯としては、かなりの大きさだった。

「通常のダンジョンで、大きな竈はもちろん厳禁なんだけど、ここはとにかく天てん井じようが高いし広いからね」

　それに、ダンジョン内なのに風を感じる。比ひ較かく的てき浅い階層なので、どこかで地上と繫つながっている場所があるのかもしれない。ともかく、僕達は問題の地底湖へ行く前に、一いつ旦たん休きゆう憩けいをとることにしたのだ。

　休憩といっても、今回は出発からさほど時間が経たっていないので、食事ではなく水分補給のみである。すぐに飲めるようにと、あらかじめ準備してある水すい筒とうのお茶で簡単に済ますことにした。

　地面に座ろうとして、ここも何となく濡ぬれていることに気が付いた。

　上から滴したたり落ちる水で、あちこちデコボコと盛り上がる石せき筍じゆんというものもみられる。僕も、三階層に下りてからこっち、何回か蹴け躓つまずいたからね。

「ここ濡れてるから、毛皮のシートを敷しくか、必要なら椅い子すを出すので直接座らないで」

　こんなところで服を濡らしたら余計な手間だ。そういえば、服を乾かわかすだけとかの、生活魔法はあるのだろうか？　カエデがいくつか生活魔法を知っていると言っていたし、落ち着いたら今度いろいろ聞こう。

　比較的平面な場所にシートを敷いて、思い思いに寛くつろいだ。ゾラは、相変わらず出入り口付近に張り付いて警けい戒かいをしている。ペシュもいるんだし、たまにはリラックスして欲しいんだけどね。

　さて、ちょうどいいのでこの休憩を使って、薬草採取の準備をしよう。

　まずは鑑かん定ていの巻物、これは初級で大だい丈じよう夫ぶ。いくつか必要となるので本数を確かく認にんしておく。あとは口の大きなガラス瓶びん、特大のもの。これは僕が、シャンプーやリンスを保管するために特別に大きく作ったものだ。今回はさらに特とく殊しゆな加工を施ほどこしておいた。

「それに入れるの？　ずいぶん厳重ね」

「まあね……さて、今日は日暮れまでには戻りたいから、あまりゆっくりもしてられないよ。お茶を飲んだらすぐに出発だ」

　道具の確認だけ終えると、すぐに出発の準備を済ませた。

　空白地帯を出て数分歩くと、そこから道が三本に分かれて延びている。地図によると左が地底湖へと続く道だ。後の二つは行き止まりで、真ん中の道は地底湖の部屋のように広くはないが、通路の途と中ちゆうで途切れたように水面になっているという。どちらにしても行き止まりなので、特に詳くわしい調査は入ってないようだ。

　僕達が行くのは、当然ながら左へ続く道。途中、爬は虫ちゆう類るい系モンスターに道を塞ふさがれたりしたが、カエデとゾラによって蹴散らされた。ゾラもだけど、カエデも結構強い。どうかするとニーナ達より若干強いかもしれない。

　僕も彼らをサポートしつつ、道なりに進んでいった。ここはマッパーの仕事はほとんどない。基本的に脇わき道みちはなく、罠わなも見当たらないからだ。

　なんかこう、やっぱりダンジョンとして不完全な気がするんだよね。

　距きよ離りは結構あったが、一時間ほどで大きな広場に出た。扉とびらはなく、ただ単に行き止まりの大部屋という感じだ。

　そこは息を吞のむほどに綺き麗れいな場所だった。天井は高く、つらら状の乳白色の鍾乳石が下がり、部屋の中央から半分を占しめる湖面は、まるでそのものが光を発しているようにエメラルドグリーンに輝かがやいている。

「うわぁ……なんだか想像以上だ。こういうのってテレビでしか見たことないけど、実際見るのとでは感動が全然ちがうんだなあ」

「……テレビ？」

　すぐにカエデが不思議そうに反応したので、曖あい昧まいに笑ってごまかした。モンフォールの王立図書館で見たんだと、苦しい言い訳をする。

「ここほどの地底湖はそうないでしょうけどね」

　このダンジョンの数少ない自じ慢まんなのか、カエデがどこか鼻高である。

　水辺には、一面に小さな淡あわいピンクの花をつけるべス草が群生していた。この薬草は雑草のように強く、また水辺なら大体どこでも生えているので特に珍めずらしい薬草ではない。だからこそ基本の素材で、どんな薬を作るにしても必ずこの薬草が下地になる。

　扱あつかいやすく、一番安価で、ありふれた素材。けれど、これがないと始まらないというモノでもあった。

「いっぱい群生してる。これだけあれば……あっと、水も採取しておかないと」

「水？　大丈夫かしら。毒がここまで来てたんでしょ？」

　まあ、むしろここまで浸しん透とうしてなかったら来た意味がないんだけどね。

　僕は小さな小こ瓶びんを取り出し、水を採取した。表面の水と、湖底近くの水だ。湖底の方はというと、ひもをくくった瓶を降ろすという原始的な方法である。こういう時、魔ま法ほうはあまり役に立たない。

　蓋ふたをして、それを鑑定する。まずは、ずらりとありきたりの成分が並ぶ。カルシウムだのなんだのという、水に含ふくまれる一いつ般ぱん的なミネラル分の数々である。かなり硬こう度どは高いようだ。鍾乳石やら石筍がめちゃくちゃ育ってたからね。

　それから本命は……と。

　うーん、やっぱり毒性はなし。すでに消えたのか、初めからここまで滲しみて来なかったのか。ん？　湖底の方の塩分濃のう度どが高い気がする、これじゃあまるで汽水湖だ。どこか遠くで海に繫がっているのだろうか。

「毒性はなし、か」

「そう、じゃあ安心ね。このダンジョンの水は無害なのね」

「……急がないと」

　カエデのホッとした声に、僕はかぶせるようにして呟つぶやいて、立ち上がる。

　水に毒の痕こん跡せきはなかったけれど、乙おと女めはこのダンジョンにまで影えい響きようがあったと言っていた。地上の湖周辺の薬草は、すでに毒の影響を残したものはなかった。もともと日当たりがよく風通しが良い場所では、すぐに状態が変化してしまうので、今回の目的のものは期き待たい薄うすなのだ。

　それで地底湖に目を付けたわけだけど……。

「カエデも手伝って。これ、アリソンさんから預かってきた鑑定の巻物。あ、ゾラもお願いね」

「うん、でも何を調べるの？　だって、これべス草でしょ？」

　数十本の巻物を、カエデに手て渡わたす。アリソンさんのところにあったのは、ほとんど中級以上のものでかなり高価な物だが、この際は仕方がない。それと、僕が持っていた普通に販はん売ばいされている鑑定の巻物。これは、僕が魔力を使えない状態の時などに、他の人でも使用できる巻物として用意したものだ。鑑定の他に、ヒールやキュアもある。

　正直これでも足りるかどうか。なにせ、この無数にある薬草を一本一本鑑定しなくてはならないのだから。

「効能の欄らんに変化のあるものや、最後に追記と表示されているものがあったら教えて」

「……わかったわ」

　カエデもようやく何かを感じ取ったのか、神しん妙みように頷うなずいた。ゾラも同じように頷いて巻物を受け取った。

「じゃあ、三方向に分かれて探して」

　地底湖から放射状に奥へと進む形で薬草の鑑定を始めた。

　水の方はすでに毒が消えていた。おそらく新たに毒を投げ込んだとしても、乙女はすでに警戒しているので、湖からこっちへ影響が来ないようにするだろう。だとすると、これが最後のチャンスともいえる。

　黙もく々もくと三人は鑑定を使いつつ、薬草を一つ一つ調べていった。なにしろ巻物は限られている。もっともアリソンさんならごく初級の鑑定を使える訳だが、立場上あの小屋を長く空けるわけにはいかないのだ。

「……あ、リュシアン！」

　カエデが下を向いたままで叫さけんだ。

　どうやら他の個体と違ちがうものを見つけたらしい。僕とゾラは慌あわてて駆かけ寄る。彼女が指差す薬草に、僕が更さらに鑑定を重ねる。

　名前、効能。その先に、ごちゃごちゃと成分が書かれているが、それは飛ばして最後、追記を読む。

　──毒素を阻そ害がいするために、組織の一部が変化。

「……これだ」

　僕は慌ててフリーバッグから、用意してあった瓶を取り出した。ガラス瓶は通常透とう明めいだが、この瓶は遮しや光こうの処理がしてあり濃こい群ぐん青じよう色いろだった。他にも状態保存の魔法処理をいくつか施してある。

　その薬草を摘つみ取って瓶に入れ、すぐに蓋をしてフリーバッグへと放ほうり込んだ。

　そんな調子で、引き続きカエデたちに協力してもらって同じものを数本見つけ、先ほどのように処理して順調に回収していった。

「こんなものかな……」

「これが薬になるの？　だけど、これってどこまで行ってもべス草よね」

「そうなんだけど、このべス草っていうのは……」

「リュシアン様！」

　カエデと話しながら立ち上がった時、ゾラが覆おおいかぶさるようにして、いきなり僕達を押さえつけて座らせた。

「ゾラ？　……どうしたの」

「これは、たぶん前と同じ気配です。アリソン様の小屋で感じた、……あの」

　以前、誰だれかの従じゆう魔まだろうと思われた気配。

　どうやらその時と同じ気配を感じたと言うのだ。もしもゾラの言うように、それが小屋で感じた気配と同一だというのなら、これはもう偶ぐう然ぜんではない。

　そうなると、狙ねらいはカエデ？

　なにしろ僕達は、こちらに来てまだ数日。向こうならいざ知らず、こちらで誰かに狙われる理由はないと思われた。

　どちらにしても、野生の魔物に執しゆう着ちやくされる覚えはないので、間違いなく誰かの従魔だろう。たぶんペシュよりもレベルの高い魔物だ。ペシュの警戒に引っかかった時には、既すでに姿を消していたようだ。

　一応追いかけさせているが、おそらく追いつくことは難しいだろう。

　取りあえず、いつでも出発できるように準備を始めた。前回もそうだったが、直接危害を加えるようなことはしてこない。大方、神しん殿でん側の捜そう索さくか、偵てい察さつといったところだろうと思われた。

　──もう見つかっていると見たほうがいいのかもしれないな。

　ゾラは、出入り口を警戒。ペシュもまた、引き続き辺りを偵察中である。

　目的のものは手に入ったし、僕達は脱だつ出しゆつを優先することにした。

「あれだけで大丈夫？　もっと摘んでいった方が」

「今回は、乙女の条件を満たすための薬を作るだけだからね」

　あの毒が想像通りのものなら、実際には放っておいてもいずれは沈ちん静せい化するだろうし。もちろん、これ以上なにもされなければの話だけど。

「あ、そうだ。さっき、リュシアンが言いかけたことってなに？」

「ん？　ああ、べス草のこと？」

　僕達は、取りあえず三階層の階段近くの空白地帯を目指すことにして、出発の準備を始めた。薬草採集のために広げていた道具の数々と、鑑かん定ていの使用済み巻物、これは再利用するので丁てい寧ねいに扱わなければいけない。僕の、ただ厚紙巻いて輪ゴムで留めただけの安物とはわけが違うからね。魔物を追って、そのまま周辺を警けい戒かいしているペシュとも、そこで合流するつもりだ。

「他の薬草のほとんどは、このべス草から変化したものなんだ」

　べス草は、環かん境きように応じて変化する性質を持っている。マヒの薬となるヒビ草や、解げ毒どく薬、気付け薬など、いろいろな状態異常に有効な薬草のほとんどが、この薬草から進化したものだという仮説がある。

　今回は特とく殊しゆな毒に抵てい抗こう力を持った個体を探しているわけだけど、もちろんこの短期間でそれに効く薬草に進化したわけではない。でも、草が毒素を中和しようとする過程で出すエキスは、万ばん能のう薬やくにも使われている妙みよう薬やくなのだ。

　余談ではあるが、とある大手の研究所では、このエキスを取り出すために水辺を有する洞どう窟くつを専門に借り受け、大規模に実験しているらしい。

　摘むとすぐに変化する厄やつ介かいな性質があり、たとえフリーバッグで持って帰っても、半分以上はダメになっているという不安定さだ。そこで僕は、状態が変化しにくい付加を付けた瓶びんに、さらに遮光の処理もした。それでも完全とはいえないほどである。

「難しくて私にはわかんないけど、お母さんがそう言うなら大だい丈じよう夫ぶかな」

「僕も興味のある分野だし、今回のことはいろいろ勉強になるよ」

　最近は魔ま法ほう陣じんにばかり夢中で、薬草学はちょっとなおざりになっていたけど。あのミミズモンスターの戦利品の土もあることだし、学園の薬草畑を充じゆう実じつさせて、ちょっとそっち方面にも力を入れてみたいな、と考えた。

　貴重品をまとめてフリーバッグに仕し舞まって、なんやかんやで発生したゴミもちゃんと別にしてまとめた。

「それってゴミじゃないの？」

「ゴミだよ。みんなこっちの袋ふくろに入れてね」

「変わった生き地じの袋ね？」

「クラフトクラスの特別課題で……えっと、錬れん金きん術じゆつの応用だよ」

　錬金術の学科は三つあるが、実はそれぞれⅥクラスまでしかない。その後は、すべての学科を修しゆう了りようした者だけが上がれるクラフトという特別学科がある。これはⅦクラスからしかなく、少数精せい鋭えいのいわゆるエリート学科の一つなのだ。

　素材に拘こだわらず、オリジナルの新たな創造が課題だ。役に立つものもあれば、なんだかよくわからないものもある。そんな自由度の高すぎる研究が主体の学科である。

　僕が持っている袋、仮にビニール袋と呼んでいるが、もちろん素材はビニールではない。特別な樹じゆ脂しに、鉱石から抽ちゆう出しゆつした成分を混ぜて加工した、なんちゃってビニール袋だ。容器や袋の素材が、主に紙と革かわ、草木編みというこの世界で、水を通さず、軽くて扱あつかいやすいビニールモドキは前から欲ほしかったのだ。

　まだ研究途と中ちゆうで、安全性や耐たい久きゆう力などの不安があるので、もっぱらゴミ袋としての利用なんだけどね……。

　特別学科の生徒は、助手として他の生徒を推すい薦せんできるらしいので、教養科を終えたニーナでも誘さそおうかなと思ってる。彼女も錬金術取ってたし。

「さて、これでいいかな。じゃあ、僕達も出発しようか。ゾラ……」

　ゴミの袋もフリーバッグへ放り込んで、出入り口を見張っているゾラに声を掛かけ、カエデと共に地底湖に背を向けた。

「リュシアン様ッ！」

　すると、ゾラの叫ぶ声に重なって、背後で鈍にぶい轟ごう音おんが響ひびいた。あえて言うなら、くぐもったような、水の中で何かが弾はじけたような音だ。

　思わず振ふり向くと、僅わずかな時差の後、まるで滝たきのような水が落ちてきた。一いつ瞬しゆんで僕とカエデは水みず浸びたしになり、引き波のように湖に戻もどる水にあっという間に足を取られる。

「キャッ！　リュシ……ッ」

「うわっ、と。カエデ、摑つかまって！」

　とっさに踏ふん張ったが、軽い身体からだはあっさり持っていかれる。それでも何とか四よつん這ばいになりながら、流されそうになったカエデの手を摑んだ。すぐに駆け付けたゾラの助けもあって、ギリギリ湖に引きずり込まれることはなかった。

「びっくりした、一体なに……えっ!?」

　チャプチャプと波を立てている湖をあらためて振り返って、僕は啞あ然ぜんとした。カエデもゾラも思わず釘くぎ付づけになっている。

　大きな湖が、まるで小さな池にでもなってしまったのかと思った。そこには遠近感が狂くるうほどの巨きよ大だいな魚が頭を出していた。

「え、なに？　魚？」

　こっちの魚ってこんな大きいの!?　いや、落ち着こう。普ふ通つうの大きさだったよね、間違いなく。川の魚だって見たことあるし、港町では魚屋もあったではないか。確かにハタやクエみたいなびっくりするほど大きな魚もいたけど、でもこれはぜんぜん比ひ較かくにならないのだ。

　これって、たぶん──。

「モンスター？　かな」

「もちろんそうよ。私も、生きている実物は初めて見たわ。だって、切り身でしか見たことないもの」

「そうだよね……って、え!?　切り身？」

「確か、キングサハギンだったかしら。一度だけ、このダンジョンに現れた（仮）ボスモンスターよ。凄すごく美味おいしかったわ」

　サハギンって、なんか僕のイメージでは半魚人みたいな感じだけど、これどう見ても正しよう真しん正しよう銘めい、鯛たいだよね？　めっちゃ大きい鯛。なんか、尾ヒレで器用に三みつ叉またの槍やりを持っているのがすごくシュールなんだけど。なんだっけあれ、トライデントだっけ？

　それにしても、よっぽど美味しかったんだね。すでにカエデの目は、モンスター相手ではなく、ご馳ち走そうを見る目になっている。

　ダンジョン最深部の地底湖に現れた大型モンスターということで、当初はダンジョンボスだと大おお騒さわぎになって、討とう伐ばつ後は村を挙げてのお祭りになったらしい。その時に、討伐者がみんなにその獲え物ものを振る舞まったらしい。結局、ボスというのは間違いだったわけだが、カエデもご相しよう伴ばんに与あずかったというわけだ。

　ダンジョンボスに間違えられたということは、結構な強敵なのかな。向こうは襲おそってくる気満々で、見み逃のがしてくれそうな雰ふん囲い気きではない。

　人数がいれば逃にげられたかもしれないが、ここはもう仕方がない。戦せん闘とう準備だ。チョビでもいけるかな？　前方、もれなく敵だし。

「あ、火属性はダメよ、氷もやめて」

「ん？　え、なに？　ダメなの？」

　今まさに、チョビをけしかけようとした時、カエデが即そく座ざに待ったをかけた。

「お刺さし身みにするのよ？　火なんてもってのほかよ！　氷も、攻こう撃げき魔ま法ほうはダメ。だいなしになっちゃうもの」

　──あ、食べる気なんだね。

　じゃあ、過か剰じよう攻撃のチョビはダメそうかな。何をやっても跡あと形かたも残らない感じだ。

　キングサハギンは、今も槍を振り回したり、水系の魔法攻撃を放ってきている。ゾラが相手をしているが、受けたりいなしたりと時間稼かせぎをして僕の指示を待っている。

「どうしようかしら。攻撃力は大したことはないんだけど、とにかく鱗うろこが硬かたいのよ。前に倒たおされた時は、身がズタズタで半分くらいは廃はい棄きだったのよね」

　一切れしか食べられなかった、と悔くやしそうに力説している。

「それなら電撃？　それもショックを与あたえる程度のやつ。確か、ときどき麻ま痺ひの付加効果もあったはずだ」

「それ、それいい！」

「巻物から作らないとなんだよね。あまり雷かみなり属性は使わないから」

　とはいえ、マヒ系の補助効果はちょっと興味があった。ダリルが前に、小型の獲物は攻撃で素材が台無しになるって文句言ってたしね。

　ちょっとゾラが心配そうにしてるけど、これくらいの念写なら数秒かからないから大丈夫だよ。カエデとゾラで、戦線が十分に安定しているからね。

「んーと、初級を二種類作るかな。ただ、これって両方とも複数属性なんだよね。巻物、何枚いるかな……」

　一つは、水と雷属性でサンダーミスト、ネーミングまんまだね。電気を纏まとった霧きりを発生させる。これは完全に補助魔法である。動きを鈍らせ、たまにマヒ。もう一つは、これの強化版でサンダーストーム。水と風、雷。三属性も使う割にたいした攻撃力もないので評価の低い魔法だ。使える人材も限られるし、マヒ効果も運だしね。

　取りあえず、二種類をパパッと作製。枚数はともかく、初級魔法で魔力もたいして要いらないし、とっても簡単。巻物用の紙が乏とぼしいので、それぞれ三回分。なんとかこれでうまくマヒってくれればいいんだけど。

「大丈夫だと思うけど、ちょっと離はなれてね。いくよッ！」

　まずはサンダーミスト。いつものように巻物から魔法陣が飛び出して、白い霧が瞬またたく間まにモンスターを包んだ。

「え、えっ!?　今のなに！　魔法陣がっ」

　あれ？　カエデは知らなかったっけ。そういえば、鑑定に使った巻物は全部市し販はんのだったかな。ダンジョンの戦闘も、ゾラとカエデがほとんど戦ってたし。

　だけど、今はそれどころじゃないからね。ちゃんと前向いて。

「続いて、サンダーストーム連続でいくよ」

　次々行くからね、と声を掛けてバンバン魔法陣を展開させる。連続攻撃で一気に畳たたみかけて、状態異常の確率を上げる作戦だ。数撃うちゃ当たるってやつだね。

　ダメージはともかく、ピリピリとした小さな刺し激げきが気に入らないのか、キングサハギンは大きく身体をばたつかせた。水面が大きく波打つ。

　とんでもない速さで魔法を放つのを、カエデはどこか呆ぼう然ぜんと見ていた。呪じゆ文もん魔法の発動スピードになんとか追いつこうと、いろいろ手を尽つくしたからね。それにこういう複数属性の魔法は呪文が長いから、準備さえしてあれば巻物はむしろ有利なんだ。

「これでダメなら、お刺身は諦あきらめてね！」

　そして最後の巻物の投入。我に返ったカエデの「ええーっ」という声が聞こえてきたが、もちろんそこはスルー。次に握にぎったのは、作り置いてあった火魔法の初級。

「あ、えっ!?　マヒ入った！　ゾラさん、エラの隙すき間ま！」

　その直後、カエデの歓かん喜きの声が響いた。

　示したのはいわゆる魚の急所。動きの止まったキングサハギンに飛び移ったゾラが、武器の形を日本刀のような鋭えい利りな形にすると、エラの隙間から差し込むようにして一気に貫つらぬいた。モンスターの場合、必ずしも急所は同じではないが、キングサハギンに限っては有効だったようだ。

　やれやれ。なんとか、丸焼きにせずに済んだみたいだね。

　魚はそのままフリーバッグへと放ほうり込んだ。この中なら生ものも安心だし、今はクエストの途中なので悠ゆう長ちように捌さばいてもいられない。思ったより巻物は消費したが、（仮）ボスとの戦闘はそれなりに有益だったかもしれない。ドロップ品の三叉槍も、そこそこ立派な戦利品だったし、遭そう遇ぐう戦せんもダンジョンの醍だい醐ご味みといえなくもない。

　キングサハギンがダンジョンボスではないとされてから、今回が初めての再討伐になるのでこの情報も有意義なものだろう。

　さて、ちょっと時間をロスしたけど今度こそ出発だ。

「早くペシュとも合流したいし、とにかく急ごう」




　空白地帯への道を進みながら、ペシュに意識を戻すと、どうも行き止まりで立ち往生している様子だった。どうやら、深追いをしてしまったようである。

「ペシュ、もういいよ。戻っておいで」

　行き止まりの道は、下へ沈しずみ込むようにして浸しん水すいしていた。てっきり道がなくなって戸と惑まどっているのかと思ったけれど、ペシュは不思議と慌あわてた様子がない。

　その視界に、チラッと何かが映った。

「んん？　え、ちょっと……ペシュ、もう一回！　うっ、視界がぶれる」

「ちょっと、どうしたの？　見つけたの？」

　ゾラもこちらに気を配りながらも、カエデと一いつ緒しよに先頭を歩いていた。

「あ、いや、さっきまでの気配とは違ちがくて……でも」

「なによ、何が見えてるの？」

　ペシュの映像は、そこで一度消えた。

　まだ長時間視界を繫つなげることは難しく、魔力が完全に切れる前に、自動的にスキルが解除されてしまったようだ。

　しまったな、休きゆう憩けいの時に魔力を補給しておくべきだった。

　あの姿……、一瞬だったし、はっきりと見ることが出来なかったけれど、印象的なあの姿には見覚えがあった。

　──そうあれは、以前あの湖の中央に立っていた獣けもの。いや、それだけではない。それよりずっと以前、なぜだか僕は会った、いや、触ふれたことがある気がするのだ。

　ずっと、幼い頃ころ……。

　たぶんこれは、記き憶おくというより物心つく前に脳のう裏りに焼き付いた映像、とでもいうのだろうか。

「ペシュ、とにかくそこから離れて」

　そう命じるしかなかった。

　どちらにしても、先ほど僕達を監かん視ししていたものとは別物だろう。ペシュが警けい戒かいしていない様子からも明らかだし、また、攻撃を受けていないことから野生のモンスターを見間違えたということもなさそうだ。

　もし僕の想像通りだとして……それでも、あの獣が何者かという問いの答えではない。正体不明であることに変わりはないのだ。ただ、これまでの話から考えるとリィヴが言っていた「リン」というのが、あの獣である可能性は高い。

　もしもディリィが、僕の思っている通りの人物だとしたら、だけど。

「ペシュ、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「うん、ステータスに変化はないから平気だと思う」

　だけど今は、視覚、聴ちよう覚かく、触しよつ覚かくといった共有すべてが切れているので、向こうの状じよう況きようがほとんどわからない。

　そうこうしている間に、僕達は空白地帯に到とう着ちやくした。こちらからペシュの元へ向かうことも考えたが、まかり間違ってどこかですれ違うことになったりしたら大変だ。なにしろ相手はダンジョンなのだ。ここに記き載さいのない部屋や脇わき道みちがあるかもしれない、調査に入っていない間に変化があったかもしれない。

　ペシュの探たん索さくのスキルで、こちらに向かってもらったほうが確実である。

　少々、やきもきしながらもペシュを待つこと数十分、ようやく近くに気配を感じた。チョビが珍めずらしくペシュを気にするように、身体からだをゆすっている。やっぱり心配してるのかな？　普ふ段だんは、興味なさそうにしてるのにね。

　パタパタと微かすかな羽音とともに、黒いコウモリが通路から姿を現した。

「ペシュ！　よかった、無事だったんだね」

　ペシュは僕の頭上を二回ほど回ると、しゅたっと肩かたに下りてきた。

「ごめんね、魔ま力りよく枯こ渇かつしちゃったよね。大丈夫？　ほら、こっちおいで」

　ペシュはいそいそと僕の手に飛び乗った。いつものように人差し指を差し出すと、鍵かぎ爪つめのある前ぜん肢しで摑つかみ、巻き付くようにして指の腹に嚙かみつく。

　本当に油断してた、ペシュは役割上どうしても僕の手を離れることも多いから、本当に気を付けてあげないといけないな。疲つかれていたのか、ペシュは半分眠ねむりそうになりながら指に張り付いている。

　そんなペシュを、カエデもちょっと心配そうに見ている。

「ペシュ、大丈夫なの？　なんかぐったりしてるけど」

「ちょっと張り切り過ぎただけだよ。魔力が切れて、枯渇の症しよう状じようが出ちゃったんだ」

　前回も逃げられて少し意地になってしまったのかもしれない。僕もあんな遠くまで行っちゃうとは思わなかったから、監かん督とく不行き届きというやつだ。

「その子、大丈夫だった？」

「あ、うん。平気だよ、お腹なかいっぱいになれば元気になるから」

「よかったぁ、フラフラ飛んでたから心配でついてきちゃったよ」

「……っ！」

　ん!?　僕、今誰だれと喋しやべって？

　慌てて顔を上げると、先ほどまで誰も居なかった場所に、いつの間にか一人の少年、……いや、少女かな？　が立っていた。

　気配、まったく感じなかったんだけども!?　っていうか誰！

　出入り口を見張っていたゾラは、なぜか固まったように動いていない。カエデも、いきなり現れた人物に戸惑っている。

　三人が完全にフリーズする中、彼女はニコッと笑って僕を見た。




　彼女は……あ、女の子だとしてだけど。彼女は、年ねん齢れいでいえば十代半ばくらい、少し幼い容姿ではあるけれど、手足もすらりと長く、身体つきはスレンダーで快活な印象だった。髪かみは金きん髪ぱつで、全体で見れば長い髪だが、大だい胆たんに大きく段が入っており、さっぱりとして一見ショートにも見えた。

　瞳ひとみは黒、なのかな？　なんだか不思議な色合いだった。あえて言うなら宇宙のような、そんな不思議な色だ。いや、僕だって宇宙は直接見たことはないんだけど。そんな感じというか……。

「リュシアン様、おさがりを……」

　そこへきて、ようやくゾラが僕と彼女の間に割り込んで来た。

「おや、君は……前に、追いかけてこようとしてた彼だね」

　ゾラは怪け訝げんな顔をしたが、僕には思い当たることがあった。以前、とんでもない未み踏とう破はダンジョンに迷い込んだ際、落ちる寸前にゾラが手を差さし伸のべていたのを鮮せん明めいに覚えている。

　実はあの時、ダンジョンのモンスターを相手にしながら、後をつけてくる二つの魔力に気がついていた。だが、あの場所では正体不明の魔力溜だまりは多数あったし、前方の敵と襲おそい掛かかって来る敵に対処するのが精いっぱいで、行く手を阻はばむでもなく、敵意もない対象に、わざわざ関わっている余よ裕ゆうはなかったのだ。

「リュシアン、知ってる人？」

　カエデもやっと動くことが出来たのか、おそるおそる近づいて来た。警戒するこちらとは対照的に、前に立つ少女には、まったくもって緊きん張ちよう感かんが感じられない。ずっと、ニコニコと笑っている。

「いや、……知らない、のかな」

　僕は、やや煮にえ切らない返事をする。なぜなら、彼女には懐なつかしい何かを感じてはいるのだ。何の根こん拠きよもなく、安心できる匂においというか、気配というか、それを身体が覚えているような──。

　でも、なにか齟そ齬ごがあるというか、完全に一いつ致ちしないことに戸惑っていた。

「リュシアンの事は、こーんな小さな頃から知ってるよ。その子、コウモリのことも知ってるから、すぐにわかったよ、キミが近くにいるってさ」

　彼女は、自分のひざ下くらいの位置を手で示して、次にペシュを指差した。

「僕の名前……」

「え？　ああ、そりゃ知ってるよ。だから言ったじゃん、まだ君がハイハイしてるような小さな頃にも会ったことあるんだよ。ひどいなぁ、覚えてないんだ。まあ、まだ小さかったから無理もないけどね。でも、あの時のことは覚えてないかな……ほら、湖のほとりで会ったでしょ」

　少女は、ゾラを押しのけるようにして僕のすぐ近くまで来て、その頭の上にいるチョビを撫なでていた。ゾラはなぜか少女に逆らえず、そんな自分に戸惑うように、何ともいえぬ焦あせった様子を見せている。

「湖のほとり……いや、でもあれは、あの姿は……え、じゃあペシュのように人型に変化ができる魔族ってこと？」

　記憶の齟齬は、やはり彼女のその姿である。彼女の名乗ったリンという名前は、僕の中では獣の姿だった。ディリィという人物の従魔とか、そんな位置づけだろうと思っていたのだ。

　これで繫がった。彼女はあの時見た馬、というか獣だったのだ。湖で見た……そして、幼い頃にもたぶん僕は会っていた。

「あははっ、魔族じゃないよ。ああ、この姿に驚おどろいていたのか。そういえば、この姿で会うのは初めてだったかもしれないね。でも、これはべつに術で姿を変えてるわけじゃなくて、なんというかもう一つの本当の姿なんだよ。だから、これは髪じゃなくてたてがみ、ほら見て、背中にずっと続いてるでしょ？」

　襟えりぐりをはだけて、背中を開けると確かに段の入った髪だと思われたそれは、短く背中まで続いていた。首の辺りの毛足が長いのでぜんぜん気が付かなかった。

　そして、角は耳の上あたりから、まるで斬ざん新しんなカチューシャのように、頭に沿って前に突つき出していた。……髪かみ飾かざりかと思った。

　彼女は、その場で獣の姿になってくれた。

　たてがみは金、瞳は黒、顔は竜りゆうのように長いが、どこか優やさし気げな表情をしており、あまりゴツイ感じはしない。肩から背中をびっしりと覆おおう鱗うろこは一見無色だが、角度を変えると色々な色に反射して何とも言えず美しい。大きさはそれほどではない。まだ幼いのか、それともこれが標準なのかはわからないが、ミニチュアホースくらいの大きさで、どこか愛らしい印象だった。

「ゾラ、だっけ？　安心して、ボクは本当に君のご主人様の敵じゃないよ。だから、落ち着いてね」

　さっきから僕の横で微び動どうだにせず、まるで棒でも吞のみこんだように直立不動で立ち尽つくしているゾラに、リンは労ねぎらうように声を掛けた。

　どうやらリンを攻こう撃げきしようとするゾラを、彼の中の精せい霊れいが拒きよ絶ぜつして、双そう方ほうせめぎ合いになり、結果的にフリーズ状態になっているようだ。

「精霊獣じゆうは、基本的にボクには手出しできないんだよ。まあ、意思を持つ精霊は必ずしもそうとはいえないけどね。世界の理ことわりを外れることができない自然の一部たる精霊獣は、神の使徒であるボクには危害を加えることはできないんだ」

「かっ、神の使徒!?」

「とはいっても、実は神様には会ったことないんだけどさ。ただ、ボクの種族の位置づけが、たまたまそうだった、って感じかな。ボクは麒き麟りんという種で、カテゴリーは神獣とされているんだ」

　麒麟は、もちろん知っている。前世では、いわゆる想像上の生き物とされていたものだ。この世界でも、もちろんポピュラーな存在ではなく、物語で読む程度の知識でしかない。

「生まれてこのかた仲間に会ったことないし、たぶん珍しいんだよボクって」

　……自分で言ってるし。

　ゾラがどこか挙動不ふ審しんだったのも、そういうわけだったようだ。ゾラは、まだ多少なりとも疑わし気にリンを見ているが、とりあえず彼女の言葉を受けて己おのれの中の精霊に抵てい抗こうするのをやめたようだ。

　肩の力を抜ぬいて、そのまま僕の後ろへと下がった。

「驚いた、私も初めて見たわ。さすがの英えい雄ゆう王も、麒麟は従えてなかったのよ。あの時代には、僅わずかだけれど存在していたらしいけれど」

「へえ、そうなんだ」

　古代竜をはじめ、数多くの従魔がいた初代皇こう帝ていも、さすがに神の使徒を従魔にすることはなかったようだ。そもそも、従魔にできるのかどうかわからないしね。

「ところで、どうしてそんなに濡ぬれてるんです？」

「……あははっ、今いま頃ごろそれ言う？　ボクずっと濡れねずみだったのに、誰も聞いてくれないのかと思ったよ」

　リンは一いつ瞬しゆん、キョトンとして明るく笑った。確かにずっとポタポタと滴しずくがたれていた。ただ、濡れそぼっているというより、朝あさ露つゆを纏まとった植物のように、水の玉が表面にくっついていただけだったのだ。まるで、本体は濡れていないかのように。

「すみません、なんかそれどころじゃなくて、それに……」

「まあ、いいけどね。こんなのすぐに落ちちゃうしさ」

　そう言うと、ブルブルッと頭を振ふった。水しぶきが、パラパラとこちらに飛ぶ。

「わっ、リンさん……ん？　あれ、この水って」

「ごめんごめん、どうしたの？」

　この水、すごく塩しお辛からい。さっきの地底湖はそれほどでもなかったが、こちらは完全に塩水だ。というか、これって海水？

「……リンさんは、どこから来たんですか？」

　身体からだについた水すい滴てきを払はらっていたリンは、呟つぶやくような僕の問いに、ごくあっけらかんと驚くような答えを口にした。

「どこって？　そりゃムーアー諸島でしょ。だってここは、ムーアー諸島の海かい蝕しよく洞どうからなるダンジョンの三階層なんだから」

「えっ!?　ここはミーデシア湖こ畔はんの洞どう窟くつダンジョンよ」

「ミーデシア？　ああ、あの三階層しかないっていう、ダンジョンのこと？　え、ここが？　でも、ボクは……」

　驚いたように首を振るカエデに、リンはすぐに言い返そうとして、思いとどまったように口を閉とざした。

　それよりも、なんて言った？　ムーアー諸島の……いや、ムーアー諸島は知ってる、前にカエデから聞いた魔ま界かいだよね。そうじゃなくて、そのダンジョン。僕は、たぶん知っている。そう──。

　数年前に僕達が迷い込んだ、あの……時の。

「え、じゃあ、まさかさっきの罠わなで？　いや、いや待ってよ。でも他ほかのダンジョンにって、そんなこと……」

　その間にも、リンは独り言のようにブツブツ呟いて、やがてゆっくりと顔を上げた。

「……ボクが濡れているのはね、実は流されたんだ」

　唐とう突とつに、リンが先ほどの僕の質問に答えた。

「ディリィのヘマに巻き込まれちゃって、僕だけ水責めをまともに食くらって、行き止まりの水溜まりに引きずり込まれたんだよ」

　正直死ぬかと思った、とここでちょっとだけリンの恨うらみ言ごとが入ったが、気を取り直して話を続けた。

「さすがのボクも、水の中では長く息は続かない。意識が遠ざかりそうになった時、目の前に明かりが見えた。それで必死に泳いで地上に出たんだ」

　地上に出ると、そこは元の場所に酷こく似じした行き止まりに水辺があるという洞窟の通路だった。でも、先ほどの場所ならいるはずのディリィの姿がない。途と方ほうに暮れていると、程ほどなくペシュに出会ったというのだ。

　リンにここの地図を見せて、ミーデシアの洞窟ダンジョンであることを証明した。

「なるほど……」

　リンは自分の持っている地図を取り出す。

「じつはボクたちは、今回は罰ばつ……じゃなくてっ、ギルドの依い頼らいでここ、ムーアー諸島の方ね、ダンジョンの低階層部分の地図の改かい訂てい作業を請うけ負ってたんだ。あそこの下級階層は、今はほとんどの冒ぼう険けん者は素す通どおりだからね。でも、あそこはいまだ未踏破のダンジョンで、継けい続ぞく的な地図の改訂が必要なんだけど、請け負う冒険者がぜんぜんいなくてね。依頼料も安いし」

　いわゆるマズイクエストとして、いつまでも残ってしまうというのだ。

　ダンジョンはどんな変化をするかもわからないので、たとえ素通りされてしまう低階層といえど、定期的に調査が必要になる。ダンジョンは生き物だと称しようされるように、時として驚くような変化をすることがあるからだ。

　けれど実際には、なんだかんだと十年近くも放置されていたらしく、リンたちが調査をすることになったらしい。

　ムーアー諸島のダンジョンはすごく有名で、その広さも大陸一と言われている。いまだ途と中ちゆうまでしか踏とう破はされておらず、ダンジョンの最さい高こう峰ほうとまで言われているのだ。

　そして、そのダンジョンがある海辺の大きな街は、ダンジョン都市として魔界で一番の賑にぎわいを見せているのだという。

「……魔界って観光地なんだね」

「もちろん、魔王が住む城付近は別世界だけどね。でも、ダンジョン都市が魔界の経済の一いつ端たんを担になっていることは確かだよ」

　他にも広大なサンゴ礁しように、豊かな漁場を持ち、高級リゾート地まであるという。

　めちゃめちゃ裕ゆう福ふくそう。なに、魔王ってやり手の商人なの!?

「そのせいで、よからぬ方面から目を付けられたりもしちゃうんだけど……」

「……え？」

　聞き返した僕には答えず、小さく首を振ったリンは、先ほど取り出した地図を更さらに大きく広げた。ミーデシアの簡単な地図とは違ちがって、さすがは大陸一といわれるダンジョンとあって規模がでかい。

「ボクたちは地図に訂正を加えながら、この辺りを歩いていたんだ」

　初級のマッピングの巻物も併へい用ようしながら、リンは地図を訂正して歩いていたらしい。ダンジョンはとにかく広くて、一つの階層でも隅すみ々ずみまで踏破するには丸一日はかかる。しかも、ところどころ変な高こう濃のう度どの魔力溜だまりがあり、初級のマッピングで拾えない場所もあるのだという。

　最終的には、足で調べるしか方法がなく、これがマズイクエストたる所以ゆえんだった。

　なるほど、アナクロ調査で手間がかかる割には、どこまでいっても低階層ゆえに報ほう酬しゆうは安いというわけだ。

　リンが指差す地図、その末まつ端たんの方はほとんど行き止まりになっていた。おそらく新たに描かき加えた部分だろう、赤いペンでバツ印がいくつもあった。

「土砂で崩くずれて通れなくなっていたり、罠の起動によって道がなくなっていたりと、その理由は様々だけど、ボクたちがいたのはここ、なぜか道の途中が水すい没ぼつしてしまっている場所だったんだ」

　確かにバツ印と、注意書きで水没とあった。そこでリンが罠に引っかかり、水量が増した通路から押し流されて、偶ぐう然ぜんにもこっちに通り抜けたってことかな？

「言っとくけど、引っかかったのはディリィだからね。ボクは巻き込まれたの！　で、ここの上の階層に溜まった水が、ドバッと落ちてくる罠なんだけど……まさか、違うダンジョンにまで流されるとはね」

　普ふ通つうは通路を押し流され、いわゆる「フリダシに戻もどる」的な、意地悪な罠らしい。

　どこかで繫つながってたのかなぁ、とか言いながらリンが地図を確かく認にんしていた。一いつ緒しよになって、僕も今持っている地図を交こう互ごに見ていたが、ちょっと気になったことがあった。もしもそうなら、いろいろな不可解な謎なぞも全すべて納なつ得とくがいく。

「これって、そもそも同じダンジョンなんじゃないかな？」

「……うん？」

　僕が二枚の地図を重ねるようにして繫げると、多少の差異はあるものの途と切ぎれた通路が、ミーデシアダンジョンの行き止まりにぴたりと重なった。

「……本当だ。全部じゃないけど、いくつかの通路が繫がって見える。しかも、この大きな地底湖……かなり昔に天てん井じようの崩ほう落らくで消しよう滅めつしたと言われていた、階層ボスが出現した場所かもしれない」

「ああ、それって……」

　例の、キングサハギン。やはり、ダンジョンボスではなかったのだ。ただの階層ボス（それも最下層の）だったのだ。道理で倒たおしたところで、なんらダンジョンに変化がなかったわけだ。巨きよ大だいなダンジョンの切きれ端はし、それがこの小規模で中ちゆう途と半はん端ぱなダンジョンの正体だったというわけだ。

　このまま切り離はなされたまま年月が経たてば、おそらくミーデシアダンジョンは次し第だいにボスモンスターの影えい響きようがなくなり、普通の洞窟になってしまうだろう。当然、あのキングサハギンも出現しなくなる。カエデは、さぞがっかりだろう。

　もっとも、新たなボスモンスターでも棲すみ着けば、それはそれで新しいダンジョンになる可能性があるのだけれど。

　そもそもこれは、一つのダンジョンが国家を跨またいでしまうほど巨大すぎたために起こった、稀け有うな事態である。たまたま切り離されてしまったダンジョンに、たまたま新たな入口ができた。それが違う国家の領地だったため、まったく別のダンジョンとして認識されてしまった、というわけだ。

　いろいろアクシデントはあったものの、とにかく用事は済んでいるので一度地上に戻らなくてはならない。ダンジョンのことも報告する必要がありそうである。

「ボクも、ディリィと合流しないと。彼女も、従じゆう魔またちと一緒だから滅めつ多たなことはないと思うけどね」

　リンの言葉に頷うなずいて、僕達は地上への帰き還かんを急ぐことにしたのである。




　　　　＊




「おかえりなさい。準備はできてるわよ」

　ギルド出張所の小屋に戻ると、アリソンさんが準備万ばん端たんで待っていた。

　それこそ報告は山ほどあったが、なにしろこっちが大本命である。僕は、カバンの中からいくつかの遮しや光こう瓶びんを取り出した。

　作るのは、特定の毒に対してのみの特効薬、及および中和剤ざいだ。

　万ばん能のう薬やくほど貴重品ではないが、それでも抗こう毒物質を保ったままのべス草という、稀有な素材を使った特別な薬の調合である。どんな毒でも、それがたとえ呪じゆ毒どくでも、その毒によって変化したべス草さえあれば限定的な、解げ毒どく剤が作れる方法だ。もっとも、変化しやすいという特質が仇あだとなり、その状態をいかに保つかが課題になる。

　調合さえしてしまえば、安定するのでそこまでが勝負なのだ。

　アリソンさんが他の素材を調合し、慎しん重ちように混ぜていく横で、僕はべス草を扱あつかいやすい素材にするために魔力を使って錬れん金きんを始めた。絶ぜつ妙みようのタイミングで、同時に錬成を終えなくてはならないので、時間が肝かん心じんなのだ。

「リュシアン君、準備はいい？　次の変化が起こったら投入よろしくね」

「はい、いつでもどうぞ」

　薬草は光にも反応するため、僕とアリソンさんは二畳じようほどの狭せまい暗室に、隣となり合って座っている。そして彼女の合図で、液体に変化させたべス草を、攪かく拌はんを続けるガラス容器にゆっくりと注ぎ込んだ。

　完成したのは、無色透とう明めいの液体だった。

「うまくいったわね。一人ではタイミングが難しいから、リュシアン君がいてくれて助かったわ」

　暗室を出ると、カーテンの前でカエデとゾラが待っていた。座って待っていればいいのに、カエデなどはそわそわと落ち着きなく歩き回っていたようだ。

　暗室に入る際に追い出されてしまったチョビとペシュも、預けてあったゾラの腕うでから、慌あわてて抜ぬけ出して僕に飛びついてくる。

「さっそく村へ行って……と、言いたいところだけど、今日はもう日も落ちたし、明日にしたほうがよさそうね。そしてリュシアン君、この中和剤の完成をもってクエストは無事完かん了りようよ」

　まだ井い戸どの浄じよう化かはされてないが、冒険者として僕が受けたクエストは、ダンジョン内の毒の有う無むの確認、及び中和剤の材料調達までだ。それ以上は、よそ者ではなく村人たちの管かん轄かつである。

「薬の調合も手伝ってもらったらから、村長が提示した金額に、少ないけれど私個人からの報酬も加えておいたわ」

　手数料を貰もらうつもりはなかったので断ろうとしたが、冒険者ならこういう報酬はきっちりと受けるべきだとアリソンさんに窘たしなめられた。ギルドカードを手て渡わたすと、アリソンさんは魔力を使ってクエスト完了と、今回のクエストに相当するギルドポイントを追加した。

　ギルドポイントは、貢こう献けん度どのようなものである。昇しよう級きゆうや特別褒ほう賞しよう、逆にペナルティーや、罰ばつ金きんなどの参考になるのだという。

「はい、ギルドカードはもういいわよ。お疲つかれ様さまでした」

　アリソンさんから革かわ袋ぶくろに入ったクエストの報酬と、ギルドカードを受け取って、僕の冒険者としての初クエストは取りあえず終しゆう了りようした。

　もちろん、パーティを組んでいたカエデのギルドカードにもポイントが加算される。ゾラは雇やとわれた傭よう兵へいという扱いなので何もない。この場合、通常は雇い主である冒険者が報酬を払はらうのだが、ゾラはいつも通り護衛の任務に就ついていただけだと言って、譲ゆずることはなかった。

　ゾラの場合、僕の専属とはいえ給料は国から貰っているのだから、二重に貰うことは出来ないということなのだろう。ちなみにカエデには、クエストのポイント配分を参考に、報酬の何割かを手渡した。これはアリソンさんの助言によるものだ。

　そういえば忘れていた、とカエデがポシェットを返してきた。アルヴィナを旅立つ時に渡わたした、お金や薬、巻物などが入ったものだ。

「そのポシェットは、よかったらそのまま使って。僕が、練習で作ったものだから遠えん慮りよしなくていいからね」

　フリーバッグは貴重品ではあるが、もともとドロップ品で作ったものだし、材料費はかかってないようなものだ。そして何より、どんな貴重品であろうとも、道具は使ってこそである。カバンの肥やしになるよりは、役立ててもらった方が、僕としても作った甲か斐いがあるというものである。

「いいのかしら？　でも、すごく便利だったから嬉うれしいわ。ありがとう、リュシアン。大事に使うわね」

　そんなに喜んでもらえれば、そのポシェットも本ほん望もうだろう。

　アリソンさんにまでお礼を言われて、今日も美味おいしい夕食でもてなしてくれた。もちろん、自じ慢まんのシチューである。作り方に興味があったので、無理やり手伝いをさせてもらい、ちゃっかりレシピをゲットした。

　普通の田舎いなか料理よ、などと謙けん遜そんしていたが、嬉しそうに作り方を教えてくれたのだ。本当に美味しいので、今度みんなに作ってあげよう。

　もちろんキングサハギンのことも忘れてはいない。目を丸くするアリソンさんの目の前に獲え物ものを取り出してさっそく解体を始めた。とにかく巨大なので、表に出ての作業だ。ダリルの教えで中型までのモンスターの解体はできるが、これだけの大物になると全部は無理だった。頭などの特定の部位はそのままに、半身のみ捌さばいて後はフリーバッグで状態保存しておく。

　半身でも十分な量があるので、今日食べる分を取り置いて、後はアリソンさんに預けることにした。家族にも分けて欲しいしね。

　明日は井戸を浄化するための中和剤を渡して、リィブに報告に行かなければならない。それに、どうやらリンやディリィとも顔見知りのようだし、その辺も詳くわしく聞けたらいいな。

　食事中、カエデは興奮したようにダンジョンでの出来事を母親に話していた。なにしろ、彼女もまた初クエストだったのだ。キングサハギン戦は、それはもう一大エンターテインメントなみに壮そう大だいな物語になっていた。

　お刺さし身みは、めちゃめちゃ美味しかった。生で魚を食べたのは、こっちでは生まれて初めてだったのでちょっと感動した。ちなみにモンスターでも、普通の魚でも、毒のある魚ってのはいるみたいだから、その辺は注意が必要らしいけどね。

「それで、そのリンさんだったかしら？　一緒にこちらから出てきたのよね」

「はい、そこまで一緒だったんですが」

　寄ってもらえばよかったのに、とアリソンさんは残念そうだ。

　結局、あれからリンも僕たちと地上へ上がった。さすがに溺おぼれかけた通路に戻る勇気はなかったらしい。テレパス持ちの魔ま獣じゆうや魔族となら、他人の従魔であっても多少の交流はできるとのことで、ディリィさんにはすでに連れん絡らくが取れているとのことだった。

　ディリィさんは、リトルハーピーや吸血コウモリなど、小型の魔族を好んで従えているらしい。ちっちゃ可愛かわいい系が好きなのかな？　ハーピーというと、人の身体からだに腕が翼つばさで鳥の足というイメージだけど、どうやらリトルハーピーの姿はほとんど小鳥と変わらないとのことだ。

「リンさん……リンは、ダンジョンを出た先が、リィヴの湖のすぐそばだと知って驚おどろいていました」

「その麒き麟りんさんといい、リュシアン君は顔が広いわね」

　ちょっとズレたアリソンさんの物言いに、思わず苦く笑しようしてしまう。

　顔が広いも何も、僕の感覚的にはほぼ初対面の人ばかりである。ここへ迷い込んで数日で、新たな出会いの連続で正直なところ少し混乱気味なのだ。結局、ほとんど何も聞かないうちに、リンともバタバタしたまま別れてしまったし──。

　ダンジョンから出て少し歩いたところで、彼女は何かに呼ばれたように空を見上げて、僕を呼び止めた。

「リュシアン、ひとまずお別れだよ。あ、そうそう、それとボクのことはリンでいいよ。ディリィも、他た人にん行ぎよう儀ぎに呼ばれたらしょんぼりしちゃうからやめてあげてね。あと……んー、これは後でいいか。じゃあ、ボクはこれで！　ここまでありがとう、助かったよ」

　最後にそれだけを言って、それこそ引き留める間もなく、あっという間に麒麟へと姿を変えて上空へと駆かけ出していった。

　麒麟って翼がないのに飛べるんだ!?　などと呆あつ気けに取られているうちに、その姿は見えなくなってしまった。地上に戻もどったら、いろいろ聞こうと思っていた僕は、ちょっぴり……というか、かなりガッカリした。

　もちろん、一人残してきたディリィさんが心配だったんだろうし、仕方がないのかもしれないけどね。




　翌朝、僕達は昨日作った薬を持って村へと向かった。

　例によってお留守番のアリソンさんはちょっと残念そうだったが、こればかりは仕方がない。日中に、ギルドを完全に空にするわけにもいかないのだ。

「もうすぐ村よ。ほら、私の家が見えてきた。ちょっとだけ村はずれなんだけどね」

　ちょっと──、というのは控ひかえめに過ぎる表現だった。

　カエデが指さした家は、そこそこ大きいけれど、なんというかかなり年季の入った建物で、文字通りぽつんと一いつ軒けんだけ建っていた。

　周辺を見み渡わたす限り、近くに他の建物はない。

「ご招待したいところだけど、今日のところは用件を先に済ませちゃいましょう」

　カエデは実家の紹しよう介かいもそこそこに、その先を急いだ。

　帰った報告くらいはしてもよさそうなものだが、まるで家人に気がつかれないように足早に門の前を通り過ぎてしまった。

　その建物を一いち瞥べつして、僕は何も言わずその後に続く。

　古い門もん扉ぴや、家を囲む石いし塀べいがあちこち壊こわれている。老ろう朽きゆう化かで自然に壊れた所もあるようだが、明らかに人の手によるものと見られる所もあった。それも、かなり新しい傷きず跡あとだ。

　カエデの一族は元貴族で、しかも謀む反ほんの罪人として扱われていた。こんな村はずれに屋や敷しきがあるのは、もともとそういった事情からだろう。

　村人たちとは、隔へだたりのようなものがあったのかもしれない。そして今、カエデや、その家族には、あらぬ嫌けん疑ぎがかけられているのだ。屋敷に残された様々な痕こん跡せきは、それらを真に受け、噂うわさに踊おどらされた一部の村人が、暴動まがいの騒さわぎを起こしたものといったところかもしれない。それとも、そう差し向けられたか……。

　無ぶ遠えん慮りよに壊された塀、さらにはその奥の菜園まで、無数の足あし跡あとによって踏ふみ荒あらされていた。カエデがブチ切れて、皇都へ行くと啖たん呵かを切る姿が目に浮うかぶようだった。

　そこから少し歩くと、ようやくぽつぽつと民家がいくつか並んで、やがてとんがった教会の高い建物が見えてきた。問題の井戸は、教会の前の広場にあるらしい。

　教会へ向かって歩いていると、なぜかチョビがそわそわと身体をゆすり始めた。

　目的地の広場には、何な故ぜか大勢の人だかりが出来ていたのだ。その中心には縛しばられた人物が座っている。カエデに確かく認にんするも首を振ふったので、見知らぬ人間、少なくとも村人ではなさそうだった。

「おお、待っておったぞ。そちらの首しゆ尾びの方はどうなった？　こちらはほれこの通り、首しゆ謀ぼう者しやと思おぼしき人物を捕つかまえたぞ」

　手て柄がら顔がおで村長が僕達の前に現れた。いかにも苦労したかのように、やれやれと言わんばかりの顔をしている。

　昨日の今日で!?　いや、まあ実際は一昨日おとといだけども。

　そんなことより、急すぎない？　手っ取り早く捕まり過ぎじゃない!?　だいたい、それ首謀者じゃないよね。百ひやつ歩ぽ譲ゆずって犯人だとしても、ただの実行犯だよね。

　確かに、犯人を捕まえるべく対処してほしいとお願いしたが、せいぜいが井戸の前に見張りを立てるとか、そんな程度しか期待していなかった。というか、数日ではそれくらいしかできないだろう。もちろん、激おこのリィヴはがっつり親玉を引きずり出して欲しかったかもしれないが、そんな簡単にはいかないだろうしね。

　とにかく村長としてはやることはやった、そっちもさっさとやることをやれ、とでも言いたげであった。

「こちらも、中和剤ざいが完成しました。たぶん、これで井戸は浄化されるでしょう」

「おお、それは重ちよう畳じよう」

　僕の言葉に、村長は大おお袈げ裟さに喜んで両手を差し出した。

　村長がどういうつもりでも、優先順位は村人を脅おびやかす汚お染せんされた井い戸どである。僕は素す直なおにカバンから薬を取り出した。愛想よくニコニコ笑っていた村長は、無色透とう明めいのそれを手に取った途と端たん、その笑えみをニヤリとゆがめて、後ろの人ひと混ごみの中から出てきた人物に手て渡わたした。

「なるほど、やはり中和剤も用意していたということですかな、カエデ殿どの」

　 高価そうな光こう沢たくのある白い長衣を纏まとった初老の男が、人混みの中からゆったりと歩み出てきた。当然、僕たちはポカンとするしかない。何を言われているのかわからなかったからだ。

「この男がすべて白状しましたぞ。貴女あなたの指示で行ったと……」

　彼が指差すのは、縛られて井戸の前に座らされた若い男。カエデをチラリと見て、白衣の男にしきりに頷うなずいている。ますます意味が分からない。当然カエデは知らないと首を振る。というか、いきなり出てきたこの人、誰だれ!?

「ちょっと待って、村長！　これはどういうことなの。大体、誰よこの人」

「言葉を慎つつしめ、カエデ。この方は、今回の件を公正に判断すべく、わざわざおいで下さった大司教様だぞ」

　身を乗り出して村長に食って掛かかったカエデも、さすがに驚いたように一歩下がった。無理もない、大司教といえばこの辺り一帯の教会をまとめる長おさである。

「村長からいろいろ報告は聞いておりますが、よもやこれほどの騒ぎをおこされるとは困ったものです。帝都からの正式の招待を足あし蹴げにしたばかりか、しまいには自作自演の騒ぎを自ら解決して手柄を立てようというのですからな」

　何がどうなったらそうなるのか、開いた口が塞ふさがらないとはまさにこのことだった。果たして、この大司教という人が本気で言っているのか、村長の口車に乗ったのか、それは定さだかではないが、少なくとも厄やつ介かいなことになったのは間ま違ちがいなさそうだ。

　なにしろ、ここには味方が一人もいない。おそらく村人たちに十分な情報は与あたえられていないだろうし、普ふ通つうに考えて大司教なんて大物が出てくれば、そちらが正しいと思うに違いない。

「言いがかりも甚はなはだしいわ！　この薬は、正しよう真しん正しよう銘めい、ダンジョンの薬草から作ったもので、リュシ……冒ぼう険けん者に依い頼らいして、昨日出来たものよ」

　井戸に毒が混入されたのは確かに大事件だが、こんな小さな村の、しかもまだ一人の死人も出ていない案件に、いきなり大司教が出張ってくるものだろうか？　当然、カエデのことと無関係ではないだろう。

　すると、僕の襟えり元もとに隠かくれていたペシュがいきなり飛び出して、村人の間を縫ぬうように素早く移動して、教会の脇わきの大きな木に飛び込んだ。

「ペシュ？　どうしたの……っわ」

　思わず足を踏み出そうとすると、どこから出てきたのか、これまた白い装しよう束ぞくの男たちが、サッと僕の前に立ちはだかった。それまで後ろで控えていたゾラが、すかさずその間に入ったので、白装束の男たちが警けい戒かいして後ずさる。

　唐とう突とつに現れた彼らには驚いたが、そんな詮せん索さくより、今はペシュである。ゾラの横から首だけを伸のばしてそちらを見ると、毛むくじゃらの茶色い塊かたまりが、すごい勢いで木の葉を揺ゆらして飛び出してきた。

　目を凝こらして姿を追うと、それは小さな猿さるのような獣けものだった。とても身軽で跳はねるように地面を走り、人だろうが壁かべだろうが伝って走り抜ぬけた。逆さまでもへっちゃらのようで目にもとまらぬ速さで飛び回り、とある人物の肩かたへと飛び乗った。

　ペシュもすぐに追いかけるように現れて、その人物の上空を威い嚇かくするようにチチッと鳴きながら旋せん回かいしている。

「あの人の従じゆう魔ま、だったんだね……」

　誰よりも高価な衣ころもを着ている初老の男、それは言わずと知れた大司教だった。

　ここ数日、ペシュが幾いく度どとなく気配を察知した、こちらを監かん視しするような視線。もしあれが本当にあの獣の仕し業わざだとしたら、主人である大司教は最初からすべてお見通しということになる。姿を消したはずのカエデが、いきなり現れても村長や大司教が驚かなかったわけだ。

　──これは果たして、どんな思おも惑わくによって引き起こされた茶番なのか。

　皇帝が躍やつ起きになるのはわかる。妃きさきに迎むかえるはずの女性に逃にげられたとあっては、それこそ権けん威いだとか体てい裁さいだとか傷つくものもあるだろう。けれど、そもそも地位を盤ばん石じやくにするためにカエデを迎え入れようというのに、妃にするつもりの人物を罪人に仕立て上げるだろうか？

「冒険者の貴方あなたにも、事情を聞くために同行していただきましょうかな」

「やめてよ、リュシアンは関係ないでしょ。ただ村長の依頼を受けただけなのよ。巻き込まないでよ！」

　ゾラに阻はばまれたままの白い長衣の集団は、それでも僕を拘こう束そくしようと距きよ離りを縮めようとするのを、カエデは庇かばうように腕うでをバリケードのように伸ばした。ゾラとカエデに阻まれて、双そう方ほうじりじりと睨にらみあいになる。

　いや、この構図おかしくない？　なんでメインのはずのカエデが僕を庇ってるの？　というか、教会側からしたら僕なんか部外者で邪じや魔ま者もののはずだよね。

「それとそこのアナタ、どなたかは存じませんが罪人を庇うとためになりませんよ。ほらお前たち、早くしなさい。カエデ殿と、その少年を捕とらえなさい」

　何度か監視しているなら、ゾラが僕の護衛のような事をしているのを知っているのだろう。雇やとわれ護衛なら、その契けい約やくなど蹴け散ちらせる程ほどの権力に、わざわざ逆らわないと踏んだようだ。事情を聞きたいというなら、同行していた護衛にも話を聞くべきだとも思うがゾラを捕らえる気はないらしい。

　大司教の言葉に促うながされるように、白装束たちはカエデの腕を摑み、さらに数人が僕にも手をのばしてきた。

　もちろん僕は避さけようとしたが、それよりも早くその手を摑んだのはゾラだった。

　ぶわっと風が舞まう音がして、次の瞬しゆん間かんには、僕の目の前をすごい勢いで白い長衣の裾すそが翻ひるがえり、あっという間にサンダル履ばきの足が映った。気が付いた時には、男が一人ひっくり返っていた。

「……この方に触ふれるな、痴しれ者ものが」

　カエデの腕を摑んだ男も、他の男たちも、凍こおり付いたように立ち止まった。

「な、なんのつもりですか。この大司教たる私に逆らうつもりですか！」

　ゾラは、大声を上げる大司教には目もくれず、目の前の男たちを睨みつけていた。その殺気に、さすがの白集団たちも怖おじ気けづいたように後ずさり、カエデを捕らえていた男も思わず手を離していた。

「ッ……全員武器を持て。何としても捕らえよ」

　舌打ちした大司教は、おもむろに合図をするように腕を上げた。村人たちの人ひと垣がきを押しのけるように、新たに数人の武器を持った白装束の男たちが現れた。野次馬の村人たちは、あまりの物々しさにほとんどの住人が慌あわてて家の中へと逃げ込んだ。

　彼らの数はゆうに十数人、その手には杖つえ、長ちよう剣けんなど様々な武器が握にぎられている。

　ちょっとちょっと、なんでこんな大事になっちゃうの？　僕達は、井戸を浄じよう化かしにきただけなんだけど！

　問答無用で襲おそってきた彼らは、手始めにゾラを大人数で取り囲み、力ずくで僕から引き離した。カエデと僕は、武器を構えた数人に囲まれてしまう。カエデもすぐに鉄てつ扇せんを取り出し、今度は簡単に摑まれないように相手を牽けん制せいしている。

　これだけ密集されると、僕の魔ま法ほうやゾラの精せい霊れい術は使いどころが難しい。チョビもそうだが、下手をすると相手を殺してしまいかねない。仕方がなく、僕も二本のナイフを構えた。

「抵てい抗こうはおやめなさい、話を聞きたいだけなのです。おとなしく捕まれば、誰にも手て荒あらな真ま似ねはしないと約束しましょう」

　それはどうだろうか。これだけ無茶をする相手だ、捕まったあとで話が通じるのか甚だ疑問である。彼の目的がなんであれ、絶対に碌ろくなことではない予感がする。

　この世界の住人ではない僕達は、いっそ逃げてしまえばおしまいだ。だが、カエデはこちらでの立場があり家族もいる。ただこの場を切り抜ければいいという話ではないのだ。なにしろ相手は権力を持つ相手で、下手へたをすれば家族を人ひと質じちに取られかねないのだから。

「私のことは気にしないで！　リュシアン、貴方たちは逃げて！」

　カエデはそう言って矢や面おもてに立ったが、むろんそんなわけにはいかない。

　だが、悠ゆう長ちように構えてはいられない。ゾラは、いざとなったら僕を担かついでこの場を退散しかねないからだ。向こうが先に武器を構えたとはいえ、むやみに手をだし、蹴散らすわけにもいかない。下手に応戦した場合、立場が弱いこちらの方が、なんらかの執しつ行こう妨ぼう害がいのような罰ばつをかぶせられる可能性もある。

「大司教様、お尋たずねします」

　刃やいばを向けられている以上、下手にナイフを収めることはできなかったが、それでも武器の切っ先を下げて話し合いの姿勢を示した。

「この逮たい捕ほは、強制力があるものですか？　事情を聞きたいのなら、日を改めてこちらから教会、または神しん殿でんの方へお伺うかがいします。先ほどもカエデが言ったように、僕は村長の依頼を受けただけです。順序からすれば、村長にこそ事情を聞くべきではないかと思うのですが、どうでしょうか」

「……村長は、脅おどされてクエスト依頼をさせられたと訴うつたえています」

　うーん？　むしろ机をバンバン叩たたいていたのは村長だったと思うんだけど。

　──なるほど、これは本当に茶番なんだと確信した。大司教は事実を追つい及きゆうしようとしているのではなく、都合のよいシナリオを演じたいだけなのだ。

　教会の武装集団の後ろに隠れた村長は、まるでこの逮捕劇の観客にでもなったように余よ裕ゆうの表情を浮うかべている。予想外の荒あら事ごとになって驚おどろいていた村人たちとは、明らかに態度が異なる。

　湖の小屋に来た時も、本来なら幾いく人にんか連れてきていたようだし、僕達がいたことで多少の予定変へん更こうはあったものの、もとより何らかの仕し掛かけはしていたのだろう。

「ちょっと！　それを鵜う吞のみにしたわけ？　一方的に村長の言い分を認めるのは不公平じゃないの!?」

「真しん偽ぎを問うためです」

　カエデの抗議もどこ吹ふく風、だからこそだと言わんばかりに大司教は臆おく面めんもなく続けた。暖簾のれんに腕うで押おし、糠ぬかに釘くぎ、こうなれば何を言っても始まらないだろう。なにしろ、最初から嵌はめる気満々なのだから。

「この度たびのカエデ殿どのの逃とう亡ぼう、さらには逆さか恨うらみよる村人たちへの毒殺未み遂すい。そして協力した冒険者の貴方にも逃とう亡ぼう幇ほう助じよ、並びに善意の村長を恐きよう喝かつしたという疑いがあります。これよりカエデ殿は大神殿に、そして冒険者、名をリュシアン殿でしたかな、貴方は私の管かん轄かつの教会にて事情をお聞きします」

　もはや、対応は罪人決定と言わんばかりの扱あつかいだ。それに、なぜ僕は大神殿に直接行かず、大司教の縄なわ張ばりで事情聴ちよう取しゆされなくてはならないのか。

　いつの間にかカエデは逃亡犯……いや、まあこれは事実ではあるけれど、加えて、事実無根の毒殺未遂、そして僕には恐喝の罪がきせられていた。

「抵抗はしないことです。カエデ殿、ご家族の為ためにもよくよく熟じゆく慮りよして行動なさいますように」

「……ッ！」

　これこそが脅きよう迫はくでなくてなんだというのだろう。たぶんここで暴れれば、間違いなくカエデの家族になんらかの手が伸びるだろう。ありもしない罪状付きというオマケ込みで。

　カエデたちは、今までこんな理り不ふ尽じんな環かん境きよう下で暮らしていたのだろうか？　村人たちは見て見ぬふり、村長は率そつ先せんして大司教の手先になる始末。今回ほど大事ではなかっただろうけど、きっとこれまでも、こんなままならぬ思いをしてきたに違ちがいない。

　カエデが辛しん抱ぼうしている限り、僕がしゃしゃり出る訳にはいかないとは思っていたが、さすがに何か言わないと気が済まない。

「わかりました。ですが、僕が行くのは大神殿です。もとより彼女の逃亡幇助というなら一いつ緒しよに行くのが道理、文句はないでしょう？」

　こうなれば、一番偉えらい人に会ってガッチリ事情を聞いて……って、なるほど。たぶんカエデもこんな気持ちで帝てい都とへ乗り込もうとしたのかもしれない。必要とあらば、僕がこの世界の住人でないことを明かしてもいいと思った。その特異性により、上部とコンタクトが取れるなら面めん倒どう事ごとなど甘んじて被こうむってやる。

「いや……、それは、いえ！　なりません、審しん議ぎの済んでない者を大神殿になど」

　何な故ぜか急に狼狽うろたえた大司教は、気を取り直すように咳せきばらいをして「まずは私が事情を」と言って、取り合わなかった。その理り屈くつならカエデとて同じではないかと問うと、それ以降は貝のように口を閉とざし、問答無用といきなり白装束をけしかけた。

　カエデに僕、ゾラは、仕方がなくそれぞれ背中を合わせるようにして武器を構えた。

　──と、その時。

「キィィィィィィッ！」

　耳元でペシュが奇き声せいを上げて上空へ飛び立った。チョビも上空を見上げて、ギチギチとしきりに顎あごを鳴らしている。その超ちよう音おん波ぱのような鋭するどい音に驚いて、襲しゆう撃げき者たちは思わず足を止めて誘さそわれるように上空を仰あおいだ。

「……ば、ばかな。あれは」

　大司教は、掠かすれた声でやっとの思いでそれだけを呟つぶやく。

　木々の隙すき間まからのぞく真っ青に澄すんだ空。そこに金色の長いたてがみが、風にたなびいてサラサラと揺ゆれていた。翼つばさを持たぬ獣けものが神の領域である空を足で駆かる、それを許されたただ一つの生き物──。

　そこには背の鱗うろこを陽ひの光に反射させ、キラキラと煌きらめく美しい麒き麟りんの姿があった。




　静かに地面に降り立った麒麟は、啞あ然ぜんとして絶句している大司教を一いち瞥べつして、すぐに僕達の方へと歩いて来た。戸と惑まどうように上司に視線を送る白装しよう束ぞくたちも、波が引くように道を開けてゆく。

「……カエデ殿」

「えっ!?　あっ、はい！」

　いきなり名前を呼ばれて、まるで号令でもかけられたように背筋を伸のばした。

　昨日別れたばかりのリンではあったが、姿が違うこともあって印象が全然違う。声も、人の姿の時とは少し響ひびきが違うのでまるで別人のようだった。

「教皇からの申し出があり、皇こう帝ていは今回の婚こん姻いんを一いつ旦たん白紙に戻もどすとのこと、こちらに正式な使者を送ったそうだ」

　その言葉に、彼女はびっくりしたように何度も瞬まばたきして、やがて口元を手で覆おおって大きく息を吐はいた。急な話ですぐには反応できなかったが、やがて呟くように「よかった……」と小さく漏もらした。

　正式の伝令はこちらに向かっている最中らしく、リンは何らかの手段でいち早くそれを知ったようだ。そういえば、テレパスのスキルがあるって言ってたし、教皇、或あるいは皇帝、どちらかと何らかの通信手段を持っているのは確かだろう。

「そっ、そんなはずは……！　教皇様はご病気で、だから……っあ」

　思わず叫さけんだ大司教に、リンは片かた眉まゆをピクッと吊つり上げてゆっくりと首を巡めぐらせた。

「だからなに？　ボクが噓うそをついているとでも？」

「いっ、いえ！　ですが、教皇様は誰だれとも話せる状態ではないと……」

　教皇様がどんな人物か知らないが、二人の会話からすると病気で面会もままならない様子がうかがえる。大司教いわく、話すことも難しいとのことだが、それなら今回のカエデの祭事は誰が取り仕切るつもりだったのだろうか。

「床とこに臥ふせっていようと、方法などいくらでもあるよ。それより問題は、今回のことを教皇が了りよう解かいしてなかったってことなんだけどね」

　どうなの？　とばかりに大司教を睥へい睨げいするリンに、老人は我知らず一歩二歩と下がって、危あやうく蹴け躓つまずきそうになっている。

「い、いえ、私はただ、カエデ殿を神殿へ……他のことは何も」

「……詳しよう細さいは、後ほど到とう着ちやくする使者にでも話すんだね。これは本来ボクの仕事じゃないからね、そもそもカエデ殿の逃亡はともかく、リュ……冒ぼう険けん者の村人への恐喝というなら、キミが捕とらえるのも越えつ権けん行こう為いなんじゃないの？」

　もちろん冤えん罪ざいではあるが、もし僕を捕らえるとしたら村の自警団か、ここの領の警備兵だろう。まあ、カエデの逃亡幇助があったので、ぎりぎり関係がないともいえないけれど。

「それから一つだけ、リィヴが激げき怒どしていたという事だけ伝えておくよ」

　それは大司教でなく、立ち尽つくした白装束の後ろに隠かくれたままの村長に、向けられた言葉だった。

「すべては自じ業ごう自じ得とくだ、と……」

　それは、たった一言の伝言だった。

　なにを言われたのかわからずポカンとした村長に、リンはすでに興味を失ったように頭をこちらに向けると、僕に短い伝言だけして、すぐに踵きびすを返して空へと飛び立った。

　結局のところ、井い戸どのところで捕つかまっていた実行犯以外は、何かしらはっきりした罪状はない。なにしろ、多少行き過ぎた対応だったとしても、大司教は間違えた情報でカエデたちを拘こう束そくしようとしただけだったし、その時点では、神殿への移動のさなかに逃にげ出した花はな嫁よめの確保、という名目に間違いはないのだから。

「リンさん、なんて？」

「ああ、うん。湖で待ってるって」

　ともかく、カエデは神殿に行く必要がなくなったというわけだ。教皇のこととか、わからないことは山ほどあるけど、いつまでもこんなところに留とどまっていたところでどうしようもない。

　村長は先ほどまで縮こまっていたくせに、リンがいなくなった途と端たんに近くの村人を呼びつけ、薬くすり瓶びんを手て渡わたしてなにやら偉そうに命令していた。当然のように井戸の浄じよう化かをしているのだろう。

　もともと、そのために作ったんだからいいんだけどね。

　──でも、あのリィブの伝言。自業自得って？　毒は消えたんだから、なにも起こらないと思うけど。

「カエデ、アリソンさんのところへ帰ろう」

　これ以上は、本当にここに居ても仕方がない。

　撤てつ収しゆう作業をしている大司教の、どこか執しつ拗ような視線も気になるし。さっさとここを立ち去った方がよさそうである。

　そして、村の井戸を浄化したはずの僕達は、まるで犯罪者を見るような村人たちに見送られてその場を後にしたのである。








第五章　再会の湖






　湖の近くまでくると、人型に変化したリンが待っていた。

　彼女の案内で、小屋には寄らず湖へ直行することになった。そこには、スラリと背の高い美び貌ぼうの女性と、リィヴが並んで立ち、少し離はなれた場所にアリソンさんが立っていた。

「……お母さん！」

　カエデはすぐに母親に飛びつくようにして抱だきついて、さっきの出来事を報告している。どうやらアリソンさんはすでに事情を聞いていたらしく、彼女を優やさしく受け止めると「よかったわね」と頷うなずいていた。

　僕は、それを見届けてそのまま湖の方へと歩いて行った。

「……リュシアン、やっと会えたわね」

　声を掛かけてきたのは、銀ぎん髪ぱつで碧みどりの瞳ひとみの女性だった。腰こしまで届く絹のような髪かみは、よく見ると毛先のほうがうっすらと緑色がかっている。

　この女性ひとが──。

　ずっと……、会ってみたいと思っていた。もし、僕の考えているとおりの人物だとしたら、話したいことが山ほどあったはず、だった。

　でも、声を掛けられた途端、まるで石でも飲んだみたいに声が出なくなった。

　──彼女がディリィ……、コーデリア。

「私が誰かということは、もう想像がついているのね」

　微笑ほほえむその顔は、母にそっくりだと言われる自分の面おも影かげと重なって、推測が確信へと変わった。

「リュシアン、ずっと会いたかったわ」

　長身の彼女は、身を屈かがめるようにして優しく抱きしめてくれた。初めて会ったはずなのに、なんだかひどく懐なつかしい匂においがする。リンと出会った時にも同じように感じたけれど、もっと身体からだの奥に流れている何かが覚えているような、そんな感覚だった。

「お、お祖母ばあ様？　ほんとうに……？」

「ええ、そうよ。貴方あなたがこちらに来ていたことにも驚おどろいたけれど、ずいぶん大変だったようね。リンが間に合って本当によかった」

　教皇が病びよう床しようにあることをいいことに、なにかよからぬ動きがあることはわかっていたようで、たまたまこちら方面にいたコーデリアに連れん絡らくが入ったという。まだ詳くわしくはわからないが、どうやら彼女たちと教皇には何らかの関わりがあるのだろう。
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　リンと僕達が出会ったのは偶ぐう然ぜんだったけれど、図はからずも同じ案件に巻き込まれていたようである。

「……なんだかあの大司教様、私よりリュシアンに執しゆう着ちやくしていたみたいで、ちょっと気味が悪かったわ」

　そう言って会話に入って来たカエデは、母親を連れて僕達の方へとやって来た。ちょっと茶化すような口調だったことから、カエデは言うほど気にしていなかったようだが、それを聞いてコーデリアは少し表情を曇くもらせた。さっとリンと視線を交かわしたのは、たぶん僕しか気が付かなかっただろう。

「貴女あなたがカエデさんね。初めまして、私はコーデリアよ」

「初めまして、コーデリアさん。こちらは母です」

「アリソンです。この度たびは娘むすめが、リュシアン君にとてもお世話になって……」

　けれど、それも一いつ瞬しゆんのこと。すぐに自己紹しよう介かいをして、僕の祖母であることを皆みなに明かした。孫がいるにしてはかなり若いけれど、エルフだということはその姿から判断がつくので、カエデたちはすんなり納なつ得とくしたようだ。なにより、僕とよく似ているということもあったけれど。

「……リィヴ、お役に立てなくてすみません」

　コーデリアとカエデたちが話している間、僕はそれまでじっとこちらのやりとりを見ていた湖の乙おと女めに、少し屈むようにして目線を合わせて声を掛けた。どこか不ふ機き嫌げんそうだった彼女だが、コーデリアと僕の再会はとても喜んでくれているようで、ちょっとだけ頰ほおを緩ゆるませた。

「リュシアンはわるくないの。そもそも、わらわがこれだけじょうほしてリュシアンだっててをかしたのに、それをうらぎったのはあっちなの。じごうじとくなの」

　自業自得。やはりリンの伝言は、聞き間違えじゃなかった。

　確かに、僕達……というか、カエデを見送る村人たちの態度を見ると、到とう底てい心を入れ替かえたとは思えないし、正直なところ、カエデにそんな仕打ちをする村長や彼らを腹立たしく思う。でも、結局のところ井戸は浄化されたはずだし。

　まさか、あの井戸にまたなにか……。

　すると僕の心を読んだように、リィヴはニッコリ笑って首を振ふった。

「わらわはなにもしない。そう、むしろなにもしないの。だからじごうじとくなの」

　更さらに口を開こうとすると、リィヴはフワッと軽く僕の肩かたに腕うでをまわして、キスをするように頰を軽く合わせた。

「リュシアンありがとう。カエデはわらわがしゅごするいちぞくのまつえいなの。かのじょをたすけてくれてうれしかったの」

　そう言うと、リィブはコーデリアと一言二言話して、やがて湖に戻もどっていった。彼女にとって地上のことは、本来それほど興味のないことである。これほど姿を現していることの方が稀まれなのだ。彼女の残した言葉は気になるが、少なくともここには彼女の守護を持つアリソンさんやその一族がいるのだから、それほど無茶な仕打ちはしないだろう。……そう信じたい、んだけど。

　精せい霊れいや妖よう精せいは気まぐれだっていうし、ちょっと心配だけどね。

　僕がしばらく湖の方を見ていると、リンが少し呆あきれたようにため息を吐ついた。そのやり取りを見て、アリソンさんがちょっとだけ苦く笑しようする。

「たぶん、この村は彼女の加護を失うってことでしょうね」

　村人たちは、今回のことからわかるようにリィヴをそれほど畏おそれてもいないし、敬ってもいない。今や聖地の女神でさえ、本当の意味で信しん仰こうしている者が少なくなっているのだろう。それこそ、僕達の大陸で教会が形けい骸がい化しているのと同じで、こちらでも教会の力が弱くなっているのだ。

　だが、人の作った組織がどうであろうと、精霊や神の力が存在する世界なのだ。

　何百年も昔から、あの井戸を始めこの辺りの水源はすべて湖の乙女の恩おん恵けいを受けていた。けれど世代を重ねることで、すでにそれを知らない者もいるということだ。なにしろ自分が生まれた時から、当然のように清らかな水は身近にあり、それが失われるはずがないと思っているのだから。

「いずれ影えい響きようは徐じよ々じよに現れるでしょうけれど、それこそ自分たちの力で何とかするしかないのでしょうね」

　アリソンさんはそう言って諦あきらめたように肩を竦すくめた。

　その後、僕達は小屋へと場所を移した。

「お祖母様は、その……」

　アリソンさんが淹いれてくれた温かいお茶が、テーブルの上で湯気を立てている。すぐ目の前には、我が祖母ながら驚くほどの美貌の女性が、そのカップから立ち上る芳ほう香こうを楽しんでいた。

「なあに？　遠えん慮りよしないで何でも聞いて」

「あの、あちらに戻らなくてもいいんですか？　それにお祖父じい様のことも……」

　息を吹ふきかけながらお茶に口をつけた彼女は、僕の台詞せりふに驚いたのか、お茶が思ったより熱かったのか、いささか慌あわてたようにカップをテーブルへ戻した。すぐに口を開きかけて、少し思いとどまったように上うわ目め遣づかいで天てん井じようを見上げると、ちょっとだけ困ったような笑みを浮うかべた。

「ア、アドルフのことは……もう、今いま更さらでしょう？　彼には守るべき家族がいるし、もとよりあの人と私の住む世界は違ちがったのよ」

　それもそうだろう。以前お会いしたお祖父様はすでに七十を過ぎた初老の姿だった。それでもモンフォールの貴族は、強い魔ま力りよくの影響でそこそこ長命で、いつまでも若々しい容姿だが、それと比べてもコーデリアは段だん違ちがいに若く、二十代くらいに見える。

「そうだよねぇ、もともとディリィは、彼に会った時にはすでにいい年だったし……あいたっ!?」

　リンは出されたお茶菓が子しを次々と口に入れながら、ついでのように会話に入ってきて、即そく座ざに二の腕を抓つねられて飛び上がっていた。

「余計なことはいわなくていいのよ」

　ここは「いくつなの？」などと、聞いてはいけない場面だろう。なにしろお祖母様の目が笑ってない。

「それにね、こちらに迷い込んだ当時は向こうへ戻る手立てがなかったのよ。リンと出会ったのは、数年経たったあとだったしね……」

　ここで、彼女のたった一つの心残りがポツリと本音として漏もれた。

「あの子だけでもこちらにと思ったのだけど……その手段を得た時には、ね」

　それは間違いなく僕の生母、シャーロットのことだろう。

　ティーカップの縁ふちを指でなぞりながら、しばらく沈ちん黙もくしていた彼女は、それでも次に顔を上げた時には微かすかに笑っていた。

「でもね、あの子は私に貴方という宝を残してくれた。そして、シャーロットの妹が貴方を心から慈いつくしんで、こんないい子に育ててくれた。本当に感謝してるのよ」

「……どちらの母様も、僕にとっては大切な母です」

　そうね、と言ってお祖母様は嬉うれしそうに笑った。

「リュシアンは覚えてないと思うけど、ディリィに頼たのまれてあちらに行った時、ボクとは会ってるんだよ。キミは見知らぬ男に、荷物のように抱かかえられて泣いていた」

　そういえば、ダンジョンでそんなことを言っていた。

　前に父から聞いた、離り宮きゆうで僕が攫さらわれたっていうあの事件のことだろうか。じゃあ僕が助かったのはリンのおかげだったんだ。

　どうやらお祖母様に様子を見てきてくれと頼まれたようだが、場合によっては母子ともに連れ帰ろうと考えていたらしい。けれど、シャーロットの衰すい弱じやくは激しく、動かせる状態ではなかった。結局、シャーロットが身内に子供を預け、その後しばらくして息を引き取るまで、リンは数日間に亘わたり見守っていたのだという。

「あれから何年かな、無事に育ってよかった……九年、十年かな？」

　しみじみと二人に見られて、僕は少しだけ気き恥はずかしい面おも持もちになった。

　なんというか、僕はちゃんと彼らの期待通りに育ったのかな、とか埒らちもないことを考えた。僕だって人の子だ、ガッカリされたらやっぱり悲しい。ついつい、まだ子供のように小さな手をじっと見つめてしまった。

　すると、僕が考えていることが分かったように、お祖母ばあ様は小さく微笑んだ。

「私には魔族の血も流れてるけど、娘のシャーロットもエルフだったし、特に貴方はハイエルフである私の影響を色いろ濃こく受け継ついでしまったのね」

　あー……、やっぱりお祖母様ってハイエルフなんだ。もしかしてって思ったけど、この異様に遅おそい成長はそのせいだったんだ。

　これで当分、成長が見込めないのは決定だ。そろそろバーンと背が伸のびると期待してたんだけど、地味にショックだ。いやいや、原因ははっきりしたんだ。ここはポジティブに。そう、お祖母様も、あの父親も長身なんだ、僕もそのうち……。

　──ん!?

「魔族……、魔族って言った？」

「ええ、言ったわよ。うちはどちらかというと、魔族の家系だから」

　ええええ──!?　なにそれ、聞いてない。

「……はじめから話した方が良さそうね」

　僕のあまりに驚おどろいた様子に、お祖母様はちょっとだけ苦笑して、ちらりとカエデの方を見てから話し始めた。

　そういえば、カエデも魔族だって言ってたし、母親はダークエルフ、こちらでは魔族もエルフも珍めずらしくはないのだ。この村に人族が多いのは港町に近いせいらしい。港町や街かい道どう沿いなど比ひ較かく的てき賑にぎわいがあり、開放的、また交流の盛さかんな土地には、人族は多いのだという。

「かつての皇こう帝ていが七人の妻を娶めとったのは知っているかしら？」

　もちろん、と僕は頷うなずいた。

「その中に、当時の魔王の一人娘がいたのよ。魔王は娘を嫁よめに出す代わりに、初めに生まれた男の子を、魔王の後こう継けい者しやとすることを条件に出した」

　まあ、一人娘じゃ仕方がないよね。

「じゃあ、今の魔王様って英えい雄ゆう王の息むす子こ……あ、いや違うか。それって千年前の話だっけ」

「ええ、それに長男は人族である父に似たらしく、在位は百年ほどだった。今の魔王はその孫、英雄王からすると曾孫ひまごかしら、まあ私の兄なんだけど」

　ついでのようにサラッと呟つぶやいたお祖母様の言葉に、アリソンさんは皿を取り落としそうになって、わたわたと慌てて摑つかみなおし、カエデは大きな目を更に見開いていた。まあ、ゾラはいつも通りだけど。

　僕も当然驚いたけれど、でもそれはみんなとは少し違う驚きだった。

「お、お兄さん？　えっ、お祖母様の？　いや、待って、千年前の英雄王の曾孫なの、そのお兄さんが？　……じゃあ、お祖母様って」

　思わず禁きん忌きをおかして、一体幾いくつ？　と聞きそうになってしまった。

「言っておくけれど、先代魔王だった父は長命の魔族で、しかも晩ばん婚こんだったのよ！　私は末っ子だったしね」

　慌てて口を押さえた僕に、お祖母様はちょっとだけ言い訳がましく言って、落ち着きなくぬるくなったお茶に口をつけた。

　というか、まあ驚くべきは魔王の妹ってことなんだけど、多分こちらの世界では、魔界は一つの国家で、魔王はその王様って意味しかないのだろう。

　僕なんかは前世の記き憶おくの影響で、世界を滅ほろぼすような存在というか、おどろおどろしいイメージが付いて回るのだけど。

　どうやら英雄王が世界の大部分を統一した際、彼が種族間を無視して花はな嫁よめを娶ったことが影響して、当時は異種間での婚こん姻いんが盛さかんだったというのだ。

　しばらくして彼が亡なくなると、また微び妙みように種族同士の結びつきが強くなり、それぞれの種族単独の国が作られたりもしたのだが、森を出たエルフは皇都の近くに国を作り、自分たちが信仰するソティナルドゥ教を人々に布教したりして、帝国の基き盤ばんを盤ばん石じやくにする手助けをした。

　もともと人族やエルフと敵対していた魔族も、英雄王に嫁とついだ娘むすめを通じて彼らと交流するようになり、人族から貿易、観光などの商いのノウハウを学び、自分たちの土地を豊かにすることにより、これまでのような他種族の土地を奪うばう戦いをすることが無くなったという。

　そういう持ちつ持たれつの中で、特に人族、エルフ族、魔族はお互たがいの関係を強固にしていったという歴史があるらしい。もっとも、現在はそれほど蜜みつ月げつというほどでもないとのことだが、この世界に於おいて、魔族とエルフは寿じゆ命みようも釣つり合っていることから、その婚姻もそれほど珍しくなかったのだという。

　それに生まれてくる子供は、人族や獣じゆう人じん族とは違い、魔族やエルフの場合、どちらかの影響を強く受け継ぐらしく、あまり両方の特性を得ることはないという。唯ゆい一いつの例外は魔族とエルフ、人族の血が混ざったダークエルフだが、これは突とつ然ぜん変へん異いからなる変則的な進化だったのだろう。

　──カエデとアリソンさんは親子だけど、種族的特とく徴ちようがぜんぜん違うもんね。

　あれ？　でも、そうなると僕とカエデって……。

「たぶん、今回のそもそもの発ほつ端たんは、リュシアンとカエデさんが無意識に呼び合った結果なんでしょうね」

「……偶ぐう然ぜんじゃなくて？」

「ええ、カエデさんが発したＳＯＳを、リュシアンが無意識に受信したってことでしょうね。これも血が呼び合ったっていうのかしら」

　僕とカエデは何となく顔を見合わせる。確かに話を聞く限り、かなり遠とお縁えんではあるけれど、親しん戚せきといえなくもない。

「まだ聞きたいことある？」

「……あの、エルマン様のことを」

　ずっと、気になっていたことだ。色々な事実に戸と惑まどいながらも、これだけは聞いておかなければと心に留めていた。エドガーにも報告したいし、これまでなにかと存在は感じてはいたが、なにしろ僕は会ったことがないのだ。

　いや、正確には赤あかん坊ぼうの頃ころに会ったことがあるようだけど、もちろん覚えてはいない。

「ああ、そうね、忘れてたわ。あなたにとってはお兄さんですものね。もちろん、元気にしてるわよ。でも、今はある人の依い頼らいでダンジョンに潜もぐっているのよ。私たちに、つまらない低階層の調査をさせてね」

　ちょっと恨うらみ節がこもった口調だったが、どうやら最初にリンが「罰ばつ」と口を滑すべらせていたことから、あの低階層の調査は、なにやら無理矢理押し付けられた罰ゲームのようなものだったらしい。

「もともと彼も、そちらの世界へ帰る手段を探していて、私やリンと出会ったんだけど……まあ、いろいろあってね。でも、いずれ会うこともあると思うわ」

　口ぶりからして、エルマン様は本当なら帰ることも出来るようだが、あえてこちらの世界に留とどまっているという印象である。誰だれかの依頼だと言っていたし、何やらこちらで自主的に動いているようだ。

　それ以上、彼の話をする気はないのか、お祖母様は次は？　という顔をしている。

「あとは帰る方法、かな？」

「まずはそれを聞かれると思ったけど、それなら簡単よ。リンと一いつ緒しよなら渡わたれるわよ。それにリュシアン、貴方あなたはもう一人で渡ることが出来ると思うわ」

　薄うす々うすは気が付いているでしょう？　と、お祖母様は苦く笑しようする。

　確かに心当たりはあるのだけど、何しろコントロールが出来たためしがない。自分の意思で出来る気がしないんだけど……。

「さあ、話はおしまいかしら？　じゃあ、準備を始めなさい」

「おしまいっていうか、え？　……準備って」

「もちろん、帰る準備に決まっているでしょう」

「ええ!?　って今から？」

　なにを思ったのか、お祖母様は急に畳たたみかけてきた。

「そうよ、だってこちらに来たのだってアクシデントだったんでしょう？　それなら、ご家族の方に何も言わずに来ちゃったんじゃないの？　みんなとても心配してるわよ」

「うん、それはそうなんだけど……でも」

　確かにいきなり行ゆく方え不明になって、家族はめちゃくちゃ心配してるだろうし、早く帰って安心させてあげたい。でも、それにしたってせっかくお祖母様に会えたのに……。

　正直なところ、こちらの世界のあれこれをもっと見たり聞いたりしたい。書物でしか知らないことが、ここにはリアルに転がっているのだ。少なくない好こう奇き心しんが疼うずかないわけはない。

　それに、お祖母様はなぜ急に……？

「あ、あの！」

　すると、そこで、アリソンさんが勢いよく立ち上がった。

「あの、厚かましいお願いですが、娘のカエデを一緒にお連れ頂くことはできますか？」

「お、お母さん？」

　その言葉には、張本人のカエデさえも驚きを隠かくせない。なにしろ隣となり町まちへお引ひつ越こし、とかいうお気軽な話ではないのだ。すでに何百年も袂たもとを分かったまま、生態系はもちろん、文化も習慣もかなり様変わりしてしまった異世界に行く、という大冒ぼう険けんなのだ。

「いえ、分かっています。これが無茶なことだということは。でも、今回は白紙に戻もどったとはいえ、皇帝陛下への輿こし入いれの話だっていつ再燃するかわかりません。そして、リュシアン君も目まの当たりにしたと思いますが、この村での、その……私たちの立場は」

　確かにあの村長の態度からして、彼女たちにあまり良い感情を持っていない様子だった。もちろん村人たちのほとんどは、その村長に従っているか、または関わらないようにしているだけで、おそらく面めん倒どうに巻き込まれたくないという事なかれ主義なのだろうけれど。

　ティファンヌ公こう爵しやく家は領主としてはかなり善良だったようだが、それでもその下の貴族たちが全員善良だったわけではない。しかも今の皇帝は地方にあまり関心がなく、この辺りは街道沿いにも盗とう賊ぞくが出るなど、治安もあまりよくないとのことだった。

　もちろん、今となってはただの市民である彼女たちにはどうにもできないし、義務もない。それでも、村人たちのそういったもろもろの不満は、どうしても元貴族のカエデたちへと理り不ふ尽じんに向けられてしまうのだ。

「私たちはいいんです。こうして職にもつけて、それなりに生活が出来ています。冒険者になって、この土地を出る選せん択たくをした家族もいます。カエデも先日、アルヴィナへ赴おもむいた際に冒険者になったとは言ってましたが、何にしてもまだ子供です」

　カエデは十三才、だったかな？　確かに、向こうでは冒険者になるのも条件付きの年ねん齢れいである。

　カエデは祖父に武術を教わったらしく、実戦こそ僕とダンジョンへ潜ったあの時が初めてだが、実力はなかなかのものだった。とはいえ、冒険者になれたのは祖父の紹しよう介かい状があったから、とのことだった。

「この子、実は学校に行ってないんです。この村の学校はもちろん、帝都の学校にも入学を許されなくて」

　それは当然、能力が足りないとかそういう理由ではないのだろう。ティファンヌ公爵は、確かクーデターに関わったという、謀む反ほんの罪だったはずだ。下手をすれば一族郎ろう党とう処しよ刑けいもあり得うる罪状だ。

　それを教会の強い擁よう護ごと、容疑があくまで疑いの域を出なかったことにより、爵位の剝はく奪だつ、家名の削さく除じよ、皇都からの追放で済まされたのである。

　それでも、その名は汚お名めいとなり、いまだにあらゆる偏へん見けんに晒さらされているのだ。

「リュシアン君の学園でのお話を聞くにつれ、どうにもカエデが不ふ憫びんで」

　同じ年とし頃ごろの友人もおらず、学校で当たり前に学ぶことが出来ず、ましてや大人の政治に巻き込まれて結けつ婚こんさせられそうになったのだから、確かに母親である彼女の心痛は察するにあまりある。

　僕と同じ心情だったのか、お祖母ばあ様は深く頷うなずきながらも、あえて「けれど」と切り出した。

「ただ、向こうとこちらではかなりの相そう違い点があります。一番の心配は……」

　そう、容姿だ。お祖母様の場合はエルフとはいえ、見かけだけなら人族とそれほど相違点はないが、魔ま族ぞくの容姿は明らかに違ちがいがある。カエデの場合は、稀まれなる青い髪かみと、額から突つき出た二本の角だろう。

　青い髪はダークエルフにはよくある色だが、その存在自体、向こうの世界ではお伽とぎ噺ばなしに近い。ましてや魔族に至っては、主に人々を脅おびやかすものの象しよう徴ちようとしての登場人物なのである。

「そうだわ。それならいっそ魔界の学校はどうかしら？」

　お祖母様は思い出したようにあっと声をあげ、いい考えを思いついたとばかりに両手を叩たたいた。

「魔界に、学校があるの!?」

「そりゃあるわよ。なによリュシアン、貴方まさか魔界はゾンビみたいなのが歩き回ってるような場所だと思ってないでしょうね」

　いや、……うん、そこまでじゃないけど、でもなんかすみません。

「魔術も、魔技も、それこそ人族が得意とする創作や技術開発なんかも、今ではこっちの方が進んでるかもしれないわね。私もこちらに来て、驚おどろいたもの」

　どうらや魔界にある学校は、かなりレベルが高いらしい。同時に、ドリスタン王国が誇ほこる学園都市に劣おとらぬ、かなりのセレブ仕様の学校でもある。当然ながら、皇都からわざわざやって来る生徒もいるし、多くの貴族や、成績優ゆう秀しゆうな学者の卵が通う学校だというのだ。

「そ、それはもちろん魔界の学校は望むところですが、あそこは簡単には入れないと聞きますし、それにその……私たち一族は、やはり罪人扱あつかいなので」

「それは帝都でのことでしょう？　魔界は、その管かん轄かつにはありませんし、学費にしたところで特待生の枠わくもあります。なにより強力なコネも、ほら、ここにいるし」

　お祖母様は、そう言って自分を指差している。

　魔界は、帝てい国こくとも教会とも完全に切り離はなされた国家だ。経済でも学力でも武力でも完全に独立した形態を確立し、領地こそ帝国の十分の一もないが、その力は拮きつ抗こうしているといってもよい。

　そして、魔王の妹であるお祖母様はコネとしても申し分ない。

「もちろん能力がなければ入学はできないけれど、謂いわれなき罪状や、偏見くらいなら蹴け散ちらすくらいの威い力りよくはあるわよ」

　そのありがたい申し出に、アリソンさんは思わず涙なみだぐみそうになりながら娘むすめの方を顧かえりみた。もちろん、アリソンさんに否いなやはないだろう。なにしろこちらにいたまま、皇帝の手の届かない場所、それも望んでいた学校へ行かせてやれるのだから。

「え……私、でも」

　とはいえ、カエデにしてみればどちらへ行こうと、未知の世界に変わりはない。僕と一緒に来れば、文字通りの異世界だし、魔界にしても全く違う新天地には違いない。

　アリソンさんにしてみれば、まだ魔界の方がマシだと考えるかもしれない。少なくともあそこには魔族が大勢いるし、そういう点での偏見はないだろう。

「お母さん、私……」

　そしてしばらく沈ちん黙もくしていたカエデは、一つの結論を出した。




　──翌日。

「はい、これギルドカード」

　湖のほとりに立つ僕達に、今しがたリンの背に乗ってやって来た祖母コーデリアが、カエデの手の平に一枚のカードをのせた。昨日、カエデが一時的に預けたものである。

　あの話し合いの果てにカエデが出した答えは、僕と一緒に行く、だった。

　初めは驚いたけれど、考えてみれば彼女にとって知り合いのない新天地と、親しくなった友人であり、遠いながらも血けつ縁えんでもある僕がいる異世界では、どちらがストレスの少ない環かん境きようか、という消去法だったのかもしれない。

　たぶんどちらに行ってもトラブルはあるだろうし、彼女の存在が大なり小なり異い邦ほう人じんであることに変わりはない。ただその時、孤こ立りつしているかしていないか、この差はかなり大きいのだ。

　その決断を聞いた時、お祖母様はすぐに頭を切り替かえた。カエデにギルドカードを出してもらい、それに魔力を通して内容を確かく認にんしたのである。

「カエデさんのカードはアルヴィナの冒険者ギルド発行なのね。そうなると、どちらにしてもこの辺を少し弄いじらないとダメかな……そうね、私は一度魔界へ行ってくるわ。出発は明日の夕方、その間このカードを少し預かるわ」

　そう言って、ろくに説明もせずに飛び出していったのだ。フットワークが軽いよね、お祖母様。

　そして、現在にいたる。

「これ、そちらの拠きよ点てんとしてドリスタン王国を指定しておいたわ。本来の発行場所のアルヴィナは、その下に記されているので普ふ通つうに魔力を通しただけではわからない仕様になっているの」

　それはたぶん、通常の地方ギルドで気軽に出来る変へん更こうではないだろう。上書きと言っていたので、偽ぎ造ぞうというわけではなさそうだけど、それにしてもなんで魔界で？

「……って顔をしてるわね。それはね、冒険者ギルドの運営、それに中央管理局は魔界にあるからよ」

　いろいろ驚くことばかりだが、なんと僕達の世界の冒険者ギルドも合わせての、中央管理局なのだという。

　それ以上の説明はなかったが、察するに両方の世界を繫つなぐギルドや教会のトップは、お互たがいの存在を把は握あくしているのだということだろう。まあ、例の個人カードの情報が両大陸の情報を共有していたことから、ある程度の想像はついていたが。

　たぶん通信は出来ても、お互いに行き来は出来なかったので、一部の上層部のみが知る秘密事じ項こうとなったまま、いろいろ先送り案件になっていたのだろう。

　物資を伴ともなう交易が出来る訳でもない、出来るのは交信のみとなれば、その有益性は情報交こう換かんのみということになる。

　もしかすると、学園都市をはじめとしたあちらの教育機関が魔力に頼たよった発展をしてしまったのは、こちらからの情報を有益視しすぎた弊へい害がいといえるかもしれない。

　何しろ、もともと人族が得意とする機械文明は、ここ数百年の間に却かえって後退してしまったのだ。

　長い間、秘密裏りにされてきてしまったがゆえに、今すぐにこの事実を公おおやけにすることはいらぬ混乱を起こすだろうし、何よりこの形態で利益を得てきた者がいるとしたら利害関係にも絡からんでくるだろう。

「私が何も言わなくても、聡さとい貴方あなたにはいろいろわかってしまうかもしれないわね」

　勝手な想像をして押し黙だまっていると、お祖母様はちょっと苦く笑しようして僕の頭を撫なでた。

「ま、おおむね想像通りだと思うわよ。でも、どっちも手をこまねいている状態で、何もできないでいるから当分は今までと変わらないでしょうよ」

　そう言って、お祖母様は僕の肩かたに乗るペシュに話を移した。

「ところでこの子、テレパスは使えるようになったかしら？」

「あ、どうかな、以前に確認したときはなかったんだけど」

「じゃあ、この鑑かん定ていの巻物を使いなさい」

　こっちにも巻物ってあるんだ。そういえば、魔技も発達してるっていってたね。魔族はエルフほどたくさんの属性は持っていないし……。

「あれ、この文字……」

「あら？　読めないかしら、確かに向こうの魔法文字とは多少違うけど、もともと魔法言語はこの文字を簡略化したものなの。こっちのほうが歴史は古いのよ」

「以前、マッピングした時に見て……意味は分かっても、見たことがない文字だったから不思議な感じがしたんだ。そうか、あれって魔界の文字だったんだ」

　そういえばムーアー諸島って魔界のダンジョンなんだっけ。なら、その地名も現地の魔法文字で読み取ってしまったのかもしれない。

「話す言葉は共通だから安心して。ほら、早く鑑定して」

　急せかされて、慌あわてて巻物を発動する。

「うん……、えと、まだ覚えてないみたい」

「そうなのね、うちの子と通信できたらと思ったけど、まだ無理かしら」

　見ると、長い髪に隠かくれた肩口から、ぴょこっと灰色のコウモリが顔を出した。ペシュより少し大きいサイズで、首を傾かしげると、ビロードのような胸むな元もとの産うぶ毛げが艶つや々つやと波打つ。

「でも、そうね。今はかえってその方がいいかしら。まだ、彼らも諦あきらめたわけじゃないでしょうし……」

「……え、なに？　お祖母様」

　灰色コウモリに気を取られているうちに、なにやらブツブツと独り言を漏もらしていたお祖母様は、すぐに小さく首を振ふって、自分の従魔であるコウモリを手のひらに乗せると僕の方へと差し出した。

　ペシュも、同族との再会にちょっと嬉うれしそうである。引っ込み思案のペシュには珍めずらしく、自分からその手の平に飛び乗った。

「この子はアイよ、よろしくねペシュちゃん。吸血コウモリは成長が早いから、そのうちこの子たちを通じて連れん絡らくできるようになると思うわ。それまでは、緊きん急きゆうの時はリンを飛ばすわね」

「……ヒトを伝でん書しよ鳩ばとみたいに」

　リンはちょっぴり不満そうだが、お祖母様は意に介かいすことなく話を進めた。

「さて、そんなところかな。カエデさん、向こうには兄を通して学園への編入を依い頼らいしておいたけれど、試験は受けてもらうことになるわよ。あとはリュシアン、ちゃんとお世話してあげなさいね」

「わかってるよ、女の子の友人もいるから安心して」

　ありったけの荷物をフリーバッグに詰つめ込み、準備万ばん端たんで僕の横で話を聞いていたカエデは、突とつ然ぜん矛ほこ先さきを向けられて戸と惑まどったようにこちらを見た。どうにも静かだと思ったら、かなり緊きん張ちようしていたようだ。

　当然と言えば当然だろう。なにしろ、冒ぼう険けん者のゴツイおじさんたちに取り囲まれたのは、ついこの間のことである。

　お祖母ばあ様は、ちょっとだけ真ま面じ目めな顔になって人差し指を立てた。

「それから一つだけ、これだけは注意して頂ちよう戴だい」

　今回は、自分の意思で元の世界への帰き還かんを試みることになり、リンが先導する形で、うまく力を引き出してくれることになった。まあ、ダメなら普通に一人ずつ運んでもらうしかないんだけどね。

「いいこと？　貴方のその能力は、周りも同時に巻き込んでしまうの。だから、ちゃんと意識して。自分の指定した範はん囲いを限定し、コントロールすることを」

　リンの場合は、基本的に自分を運ぶだけの空間転移という能力らしく、辛かろうじてその身に持っているもの、せいぜいが人ひとり分くらいまでの質量を移動させることしか出来ないらしい。僕の能力とは、質が違ちがうということだ。

　ちなみにリンたちが「異界渡わたり」と呼こ称しようしているこの能力は、僕の念写と同じで異能に分類され、スキルや魔ま法ほうのように鑑定では表示されない。

「魔法でもスキルでも、範囲を指定する種類のものを、意識して使うといいわ。とにかくコツを摑つかむのが大切だからね」

　同じ魔力を使うという点で、範囲魔法のコントロールや、基本の魔力操作の精度を上げることでも応用できるだろう、とお祖母様は補足した。

　巻き込んで転移──、という事項で僕はちょっとだけ引っかかった。

　以前、学園のキャンプ地で異界へ紛まぎれ込んだ際に、幻げん獣じゆうが発生して大おお騒さわぎになった事件があった。

　あれって、もしかしなくても僕のせいだったりした!?

　ええええ……、なんてことだ。不幸中の幸いは、あの時の一番の重傷者が他ほかならぬ自分だったことだ。

　無意識だったとしても、大変なことをしてしまっていた。

　お祖母様の言うように、もっと範囲魔法や魔力操作の訓練が必要かもしれない。無意識ならなおさら、僕はたぶんもっと実じつ戦せんを積むべきなのだ。

　巻物を使ってしか魔法を使えないせいで、ついつい億おつ劫くうになってしまい、後方専属みたいになっていたことは否いなめない事実なのだから。

「大だい丈じよう夫ぶよ、きっと出来るようになるわ……」

　その先、何かを言おうとしてお祖母様の唇くちびるが動いたような気がしたが、すぐにリンに向き直り「頼たのむわね」と話しかけていた。

　そろそろ出発だと感じたのか、カエデは母親の元へと駆かけ寄よりギュッと抱だき着いて「行ってきます！」と、元気に別れを告げた。アリソンさんは一度嚙かみしめるように唇を結び、すぐにそれを笑えみに塗ぬり替えると「いってらっしゃい、あまりリュシアン君を困らせないようにね」と苦言を交えて送り出した。

「いつまでも子供扱あつかいはやめてよ。それに、リュシアンは皇こう帝てい陛下からだって守ってくれたスゴイ人なのよ！　大丈夫、心配しないで」

　大丈夫、それはまるで自分に言い聞かせるようだった。

　カエデは母の腕うでから飛び出し、僕の隣となりに戻もどって来ると「ね！」と、同意を求めるように両手を掬すくうようにして手を繫いでくる。

　いきなりのことで驚おどろいたけれど、僕は笑って「もちろん」と頷うなずいた。

　素す直なおに返されるとは思ってなかったらしく、カエデはテンションに任せて握にぎった手を慌てて離はなそうとしたが、それを僕の方からちょっとだけ力を込こめて握り返した。

「心配しないで。僕だけじゃないよ、向こうではたくさんの友人ができるから」

　強く繫がれた手をもう一度確かく認にんしたカエデは、心なしか紅潮した頰ほおを緩ゆるませて「うん」と頷くと、ようやくはにかむように笑った。

　遡さかのぼれば同じルーツにたどり着く血けつ縁えんだと聞いたせいか、なんだかカエデには妹のような愛いとしさを感じる。まるで繫ぎ合った手から温かいものが流れてくるようだ。

「……あら、ずいぶんと魔力が安定してるわね。この分ならきっとうまくいくわ。落ち着いて、そうね、目をつぶったほうがいいわね、肝かん心じんなのはイメージよ。場所、人物……何でもいいわ」

　いつの間にかリンは麒き麟りんの姿になって僕の横に立っていた。お祖母様はフリーバッグから淡あわい青色のストールを取り出すと、そっとカエデの頭にかぶせた。

「リュシアン、行くよ。ボクの身体からだに触ふれて、その方が導きやすいから」

　カエデの手を、確認するようにギュッと繫ぎなおした。

　ペシュを襟えりの中に仕し舞まい、チョビがしっかりとしがみついていることを確認して、後ろに控ひかえるゾラに目配せをする。ゾラは静かにうなずくと、僕の肩に手を置いた。ちゃんとコントロールできるようになるまでは、身体に触れていてくれた方が安心である。

　準備が出来たことを知らせるようにリンの背にそっと手を乗せた。光こう沢たくのある彼女の鱗うろこは少しひんやりとした感かん触しよくだったが、ずっと触れているとなぜか温かく感じて、ちょっと不思議な手て触ざわりだった。

「ボクは最初の道しるべを示すだけだよ。帰りたい場所、又またはその対象を強くイメージして。絶対に他ほかに気を逸そらしちゃだめだよ」

　リンの声に力強く頷いたところまでははっきり覚えている。けれど、僕の意識はこの辺りから急に吞のまれるように薄うすれていった。

　自分がどこにいるのかわからない、そんな不安定な感覚が激しいめまいを誘ゆう発はつした。ただはっきりしていたのは、繫つながれたカエデの手の感触と、チョビやペシュから伝わってくる体温、魔力だけ──。

　時間にして、それはたった一いつ瞬しゆんだったかもしれない、気が付くと手を乗せていたはずのリンの身体が、その下から消えていた。歪ゆがむ視界が焦しよう点てんを結んだとき、そこは静まり返った室内のようだった。

　ここは元の場所──、モンフォールの町中ではなさそうである。

　パチパチと瞬まばたきして辺りを見回すと、そこには豪ごう奢しやな柱にピカピカに輝かがやく床ゆか、そしてずっと先まで続く絨じゆう毯たんが目の前に広がっていた。

　この光景、どこかで見たことがあると思ったらモンフォールの城内に似ている。

　けれど、すぐにそこがモンフォールではないとわかった。調度品などに刻印された紋もん章しようが明らかに違ったからである。

　そこまで確認して、はっとしたように自分の手を確認した。

「あっ……？　リュ、リュシアンここって」

　繫がれた手をいきなり持ち上げられて、カエデはちょっとだけ驚いたように僕の顔を見たが、すぐにまた周りに目を奪うばわれたように見み渡わたしている。

　チョビもちゃんといるし、ペシュも襟からチョコンと顔を覗のぞかせた。ゾラもすでに半歩下がった後ろに控え、この場所を検分しているようだ。

　よかったみんな無事だ。リンの姿はないようだけど、僕はちゃんと元の世界に戻れたってことでいいのかな。

　だって、ここって──。

「そこにいるのは誰だれだ!?」

　いきなりの誰すい何かに振り向くと、そこにはまだ年若い青年が立っていた。燃えるような赤い髪かみに、少々強気そうな群ぐん青じよう色いろの瞳ひとみ。おまけに眉まゆも凜り々りしく、まるでゲームか漫まん画がの主人公のような男だった。

　兵士を引き連れた身分が高そうな彼は、僕達の後方から現れた。すぐそこの角を曲がってきたようで、いきなり煙けむりのように現れた僕達に驚いた様子であった。

「殿でん下か、お下がりください！　即そつ刻こく捕とらえて……」

「いや、待て。どう見ても子供だろう、どうしてこんなところに？」

　僕はカエデを後ろに庇かばい、すぐに動こうとしたゾラを手で制止して、どうしたものかと頭を悩なやませた。

　先ほど確認したエンブレムからここはおそらくドリスタン王国、そのいずれかの城とみて間違いない。王都のお城か、どこか別の離り宮きゆうか、それはわからないけれど、少なくともこの場で殿下と呼ばれた彼は、王族と見て間違いない。

　えと、ニーナのお兄さん、かな？　……王太子の名前は、アンソニーだったかな。でも、他の王子って可能性もあるか。

　実際に会ったことはないし、ニーナが実兄のことを話題にしたことがないので（兄のように慕したっているモンフォール王太子エルマン様のことは耳タコだけれど）、情報が少なくて断言はできない。

　ともかく人ひと柄がらがわからず、僕は次の一手を切り出せないでいた。

「……貴族の子息のようだが、こんなところでどうしたのだ？」

　どうやら彼は、護衛のように後ろに控えるゾラを確認して、王国を訪問した貴族の子供が迷子にでもなったのかと推測したようだ。ただ、普ふ段だん着ぎに毛が生えた程度の粗そ末まつな姿の僕を、いささか怪あやしんではいるようである。じろじろと観察する目は、どこか冷たい眼まな差ざしに思えて居心地が悪かった。

　向こうを出発する時、それなりに身なりは整えたつもりだったんだけど、さすがにお城は想定外だった。

「挨あい拶さつが遅おくれて申し訳ありません。私はモンフォール王国の……」

　それでもこのまま黙だまっているわけにもいかず、立ったままではあるが礼法に則のつとって恭うやうやしく頭を下げた。もう、なんとか言いくるめるしか方法はない。

　──その時である。

「リュシアン!?」

　いきなり大きな声で名前を呼ばれて、僕は挨拶の途と中ちゆうにも拘かかわらず、思わず頭を上げてよそ見をするという無作法をしてしまった。なぜならその声の主は、とてもよく知っている人物だったからである。








エピローグ






　夏も終わりだというのに、いつまでも暑い日が続く中、学園では教養科による始業式が行われていた。

　式といっても、新しいクラスの席次の発表だとか、次年度のスケジュールの説明だとかが、ステージで順次行われているだけで、生徒たちは貼はり出された掲けい示じ物を見たり、頒はん布ぷ物を貰もらったりと思い思いに動いている。

　こういった年度ごとの式典は、基本的に教養科を修しゆう了りようすると出席の義務がなくなり、スケジュールの大半は個々の管理に任されることになる。

　すでに教養科を終えた僕とニーナだったが、今回はアリスやエドガー、ダリルが参加するため一いつ緒しよにこの場に集まっていた。元々は一昨年のダンジョンチームではあるが、昨年もなにかと同じメンバーだったし、最近ではこの五人はすっかり固定メンバーになっている。

「この間はごめんね、お兄さんを驚かせてしまって」

「いいのよ、気にしないで。こちらこそ、兄が根ね掘ほり葉は掘ほりうるさくてごめんなさいね」

　ステージ付近で、エドガー達が必要な情報収集をしているのを遠くに見ながら、僕はニーナに先日の騒そう動どうについて改めて詫わびた。加えてニーナの兄、ドリスタン王国の王太子には何な故ぜか興味を持たれたらしく、アレコレとしつこく質問されてしまったところを、彼女が適当に切り上げてくれた、そのお礼も兼かねて。

　先日、僕達が不法侵しん入にゆうしてしまったのは、やはりドリスタン王国の王城だった。下手をすれば即そつ刻こく牢ろう屋やへ放ほうり込まれる危ないところだったのだ。

「ニーナがいてくれて、本当に助かったよ」

　彼女の手引きでスムーズに城を後にすることができて、僕はそのまま学園へと直行することができた。心配をかけた実家にも行く必要があったが、もう休みも終しゆう盤ばんに差し掛かかっていたので通常の手段で戻ることが出来ず、伝家の宝刀、転移魔ま法ほう陣じんの巻物を使うことにした。いやもう、コレ、実はめちゃくちゃコスパ悪くて使いたくないんだけどね。片道帰り道にしか使えないのも、微び妙みように不便だし……。

　それでも数日間も行ゆく方え不明になって迷めい惑わくをかけたのだから、やはり顔だけは見せておかなければならないと思ったし、なによりカエデの後見人になってもらうために彼女を紹しよう介かいする必要があった。

　ジーンにも報告に行くべきだったが、とにかく時間がなくて、今回は書簡のみになってしまったのが、本当に申し訳なかったけれど。

「僕としては助かったけど、でもニーナってあの時期、王都のアリスの実家を訪ねる予定じゃなかったっけ？」

「実は……、弟の具合があまり良くなくて、心配で私だけ残ったのよ。アリスには申し訳なかったけれどね」

　あれ、ニーナに弟っていたっけ？

　もっとも僕が知らないだけで、まだ奥に住まう幼い王子なのかもしれない。ニーナには珍めずらしく、少し話し辛づらそうにしているので、これ以上は詮せん索さくしない方がいいのかな？

「リュシアン、姫ひめ様さま。お待ちどおさま、私はこれで全部おしまいよ。カエデちゃんの分も一緒に回って来たわ」

　パタパタと軽い足取りで、新年度の空気を満まん喫きつしているアリスが元気に走り寄って来た。その横には、いくつかの配布物を胸に抱かかえるようにして持っているカエデが、ちょっと照れくさそうに僕に報告をする。

「リュシアン、私は教養科Ⅴクラスからだって。それと一番得意の科目の体術は、本当はⅥでもいいくらいだけど、様子を見るということでⅤから開始ってことになったの」

　彼女は編入扱あつかいなので、最初からある程度上のクラスからのスタートである。むろん、評価の基準は事前に行われた試験や、面接の結果である。カエデは学校にはいってなかったが、教育自体は母や祖父によってみっちりと施ほどこされていたので、その点においてまったく心配はしていなかった。

　そして、彼女は魔族であることを一いつ切さい隠かくさなかった。

「おう、俺らも終わったぞ。って、なんだよこの集団は！　おらおら、そこどけっ！　かたまってんじゃねーぞ、邪じや魔まだ、散れ散れ」

「待てって、お前。人ごみに突つっ込んでいくなよ、危ないな」

　いつの間にか人ひと垣がきが出来てしまった囲いを、いささか乱暴に肩かたで押しのけながらズンズンとダリルが割り込んで来た。その後ろから、いくつかのプリントなどを持ったエドガーが慌あわてて追いかけてくる。

　そう、この周囲を埋うめ尽つくす人、人、人の山は、すべてコワいもの見たさの興味本位の集団だ。言うまでもなく、学園始まって以来の魔族の編入生のカエデを一目見ようと集まって来たのである。

　アリスと一緒に行動しているときも、遠巻きにヒソヒソと噂うわさされながら見られていたが、こうして立ち止まった途と端たん、すぐにとんでもない大勢に埋め尽くされてしまったのだ。

「しばらくは仕方がないわね。そのうち落ち着くでしょう」

　ニーナがそれほど危機感を持たないのは、周囲の反応の大半がそこそこ好意的なことである。

　カエデの姿は、青い髪で小さな角があるという以外はそれほど特異的とは言えず、なにより可か憐れんな少女でもあるので、意外にも生徒たちからは恐おそれや忌き避ひのようなマイナスの反応はなかったのだ。

　もちろん、学園都市の姫様が常に傍そばに寄り添そっている点も大きかったかもしれない。

「……ったく、騒さわがしいったらないな。他人のことなんざ放ほうっておけってんだよ」

　周りで好き勝手噂している輩やからに、やたらとガンを飛ばして悪態をつくダリルは、おそらく不器用ながらも似たような境きよう遇ぐうのカエデを庇っているのかもしれない。

　この調子なら、カエデがここになじむのも時間の問題だろう。

　ということで、今年度アリスとエドガーが教養科Ⅵとなり、ダリルとカエデがⅤクラスということになった。教養科を終えた僕らとは、どうしても自由になる時間が違ちがうが、それでも彼らとは引き続きチームとして度たび々たび行動を共にすることになるだろう。

　ちなみにニーナは、僕がすでに冒ぼう険けん者になっていることを知ると、自分もすぐに申し込みに行くんだと意気込んでいた。しばらくは同じ立場のニーナと行動を共にすることも増えるので、僕としてもそれはありがたい。

　前から楽しみにしていた採集などのクエストを、効率よくパーティを組んで出来るし、お祖母ばあ様に課題を出されたように、モンスター討とう伐ばつにも参加していろいろ熟練度を上げたかった。

　ただ、一つ心配なことがあるとすれば、時折ニーナが何やら思いつめたような顔をしていることだ。これは気のせいかもしれないが、先日の再会以来、そんな様子に度々気が付くことがある。

「リュシアン、すぐにでも冒険者ギルドに付き合ってね」

　今も、ニーナは明るい声でそう語りかけてきて、僕が「もちろん」と頷うなずくと嬉うれしそうに笑っている。思い過ごしなら、それに越こしたことはないんだけどね。

　いつしかアリスやエドガーも加わって、年ねん齢れい的には自分たちもなれるからと、既すでに冒険者であるダリルやカエデも交えて、なにやら相談会が始まったようである。

　新たな仲間を加えての四年目の秋。新年度へと膨ふくらむ期待に、僕はワクワクと胸を躍おどらせつつも、ちょっとだけ心配事を抱えての新学期はこうして始まったのだった。
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あとがき






　今年は五月早々から記録的な暑さを観測するなど、夏に向けてさっそく自然からの厳しい洗礼が各地を襲おそってますが、皆みな様さまいかがお過ごしでしょうか。




　こんにちは、るうです。

「ご落らく胤いん王おう子じは異い世せ界かいを楽たのしむと決めた！」の第三巻をお届けしました。

　今回は、リュシアンが冒ぼう険けん者への第一歩を踏ふみ出し、新たな仲間である魔ま族ぞくの少女が登場します。

　度々リュシアンが迷い込んでいた場所が、ついに明らかになりました。まだほんの一部の地域に降り立ったに過ぎませんが、そこは、いかにも異世界という場所で、魔族やエルフが普ふ通つうに住まう場所だったのです。

　というわけで、そのまま依い頼らいを受けることになり、図らずもクエストデビューをも果たしました。

　その世界には、巨きよ大だいな国家として帝てい国こくがあり、帝国の属国でありながら治外法権ともいえる聖地があり、大だい富ふ豪ごうの国家として魔ま界かいがある。帝国は数多くの属国を抱かかえていますが、必ずしも一枚岩というわけでなく、魔界や教会もそこに付け入る形で、帝国が一強にならないようにうまく力関係を保っているようです。

　リュシアンはここで、懐なつかしい人達との再会を果たします。再会といっても、リュシアンにとってはほぼ初対面といってもいいかもしれませんが……。




　今回は、残念ながら学園のメンバー達はお休みでほとんど出てきません。

　そのかわり、次回は主にニーナとリュシアンのお話です。少しだけ貴族社会のお話に触ふれる予定です。ニーナの家族、ドリスタン王家のことなど、いままで触れてなかったことがいろいろ出てきます。

　どんどん冒険がしたいけれど、大切な人達のためにリュシアンは社交界の方でも頑がん張ばらざるを得ないようです。今度は、剣けんや魔ま法ほうじゃなく、ダンスのスキルを要求されるかもしれません（笑）。

　少しだけ他の国家や、貴族も登場することになりそうです。

　というわけで、次巻もどうかよろしくお願いします。




　さて、次回の舞ぶ台たいである貴族の社交界、華はなやかな舞ぶ踏とう会などは、きらびやかで夢のような世界ですよね。とはいえ、華やかさの裏には、もちろん闇やみもあったりして綺き麗れいなばかりではないのでしょう。ですが、なんのしがらみもない私たちは、そういう世界にただ純じゆん粋すいに興味があったり、憧あこがれたりしちゃうわけです。

　なので、疑似体験というわけじゃないですが、最近話題の豪ごう華か客船における演劇・ミュージカル鑑かん賞しようや、各種パーティ、普ふ段だん着ることのないようなドレスを着ての舞踏会なんかが、手軽に非日常が十分に味わうことが出来るということで、ちょっとだけ興味があります。

　テレビや雑誌、旅行記などの本を読むにつれ、機会があれば是非行ってみたいなあ、と思いました。もちろん、私は踊おどれませんけどね。

　もともと旅行は好きで、年に一回ほど二泊程度の旅行に出掛けますが、最近では骨休めの意味を込めて温泉が多かったので、そんな冒険をしてみる良い機会かもしれません。




　最後になりましたが、今回もイラストを担当していただいたオウカ先生。いつも元気なリュシアンと可愛かわいいヒロイン達を描えがいてくださってありがとうございます。そして、この本に携たずさわってくださるすべての皆様に多大なる感謝を！

　また、この本をお手に取ってくださった皆様にも、厚く御お礼れい申し上げます。

　では、次回もまたお会いできることをお祈いのりして。





二〇一九年　　　入にゆう梅ばいへかけての雲多き夕暮れ時　六月吉きち日じつ
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